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( 絶 版)
関 東 震 火 災 現 察 記 定 債 3.50固 ( 塗料12)

震災直後本協合員の l視察報告集

(絶 版 ) 住 宅 懸

具白 血 .

国 案 集 定 債 1. 00園 (皇室料 10)

サンマ ーハウス、 貸長屋の懸賞園祭集

(絶 版 )
婦 人 の 住 宅 知 識 定 債 1. 00園 ( 送 料10)

婦人に必要なる住宅の諾設を蒐集せるもの

( 絶 版) 産f 主A  

校 建 築 固 集 定 債 1. 00園 (皇室料 18)

幼翠稚園 ./J 、暴校より大事校に到る迄の諸種の

校を網羅す

記 念 出 版

( 絶 版) 住 宅 園 案 集 定 債 1  00聞 ( 送料 10)

工費 2500 回以内建坪 30 坪以内の小住宅懸賞闘集

( 絶 版)
績 皐 校 建 築 国 集 定 債 100闇 ( 送料 :2)

最近二三年間に竣工しfこ大・中・小事校建築

40 寄金校を蒐めたもの

最 近 建 築 懸 賞 国 集 定 債 0.70固 ( 送料10)

酒手日6年設行
東京帝室博物館・ 東京美術館・軍人曾館・日本

生命館等東洋趣味を基調とせる大建築懸賞圃集

昭和6年設行

世 界 最 近 建 築 園 集 定 債 0.50固 〈皇室料 8)

散米尖端の新建築の寝耳築

( 五 版)
市 街 地 建 築 物 法 令 定 債 0.50固 ( 迭料 6)

昭和 1 0年設行 六大都市施行細則其他闘係命令を蒐めにもの

記 念 出 版

昭和8年設行

大 阪 市 地 質 調 査 園 表 定 償 3.50固 ( 送 料 12)

大阪の地質を 500 箇所に豆り調査しに園表 ( 本協舎員に限り 3. 00国)

記 念 出 版

昭和8 年設行

績 住 宅 国 案 集 定 債 1  00園 ( 送料 10)

工費 2500 関以内建坪 30 坪以内の小住宅及同

上の姦所国集

昭和 1 0年 設 行 都 市 武 装 促 進 委 員 舎 記 録

賞 費 1.60闘 ( 迭 料14)

都市防空に 閥 し演習部報告掲儒載霊菊長遮傍蔽版報40告0燈火管

本協合員一冊に限り 1. 00

制報告等凡て主事長を以て 頁大 日骨

日本建築協合設行大銀替口座大阪 39915

責 捌 柳々堂書底

丸善本支底
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建築界の進展は年と共に益々をの程度を高めつ〉ある ことは最近十年間特に著しきもの

がある 。我々は新に年を迎ふる毎に共期待を張切らるやうなこ とのなかりし過去を追想す

る主共に、予I < i るべき年に於て更にー暦大なる進展を霊策するの快事を喜ぶも のである。

我園の如き現代文化 に比較的後れてデグユ ーせる図柄に於ては、先つ' 第ーに都市の建築

物を改造し新設 することを急: 務 とするは言ふまで もないので 、過去60年の聞は規模の大小

もあり進展の遅速もあったが 、引続き連年その賓現に; 直進し て来? このである。しかも各都

市ー湾に順調なる道躍を辿り今日に至つにことは 、 我圏近代の歴史にｾ 錯 すべき 文化進展

上の重要なる地位 を ｉ ｾ￭ t J るものであ る。殊 に最近数年間の進展は昼前の事蹟にして . 世界



の何れの園に於ても齢り多〈毛の例を見ぎると ころである。最近世界の各都市は概ね建設

を手控へて居 るのであるが 、漏り我園のみは依然として建設叉建設を績けつ〉あれ所謂

創造の漉剃たる 活力 に満ち満ち て居る欣態である ことは我等年来の主張が順調に賓現 しつ

〉ある ので . 我園家の健全な る護達を意味するもの として鹿賀に堪へぬとこ ろである 。

数年前我周一般のデフレ ーシヨンに際し産業経済は極度 に萎縮 し. 我建築w - の前途に一

抹の暗雲が様らんと するの情勢力: あつ に。しかる に賀際に於てその影響は比較的鮮 〈して

終駕を告げ再び順調のインフレ ーシヨン時代に入りて 、昨年来本年に入り更に良好なる進

展 を見つ 〉ある こと は、調り建築閥係者の愉快とするところであるのみでなく、我閣の文

化進展上大に慶賀すべき次第であ る。 そもそも建築旺僚の時代は一面に産業振興の隆昌期

なるを示すと同時に 、事術稜濯の顕著なるも のあるを意味するのである。即ち今日我建築

界の進展は産業及喜術の雨方面に我園の文化が幅庚〈且つ根強〈向上しつ〉あるを示すの

で あるから 、 我々建築界に在るものは此 の 重大なる時機を逸せ十 、 盆 ｫ 研鎖ｾ積み 、 献身

の努力を梯ひ 、協力一致 してこ の南方面の開稜向上に量産さねばならぬのである 。

建築物の経営を以て不念の土木なりと考へ1=時代は巴に過ぎ去っ? このであるが、兎角こ

の謬れる思想が篤政者の手腕を鈍らし s¥いては建築の発展を狙害する こと が 多 いのであ

る。消費節約 に依 b て財政経済の好時政策を樹てんとす る際は 、殊にその正面に賞 りて盤

迫を受〈るものを建築とするのであるが 、事質は凡てその期待を裏切り 、建築の建設を手

控する ことに依 bて数十種の産業は萎縮し . その闘係者は凡て失業し泊費力の減退するこ

リ! 多しき矯めに不景気を徒らに以加する の結果 となり 、政策は全 〈失敗に終るのである。

故に建築物の建設は常に順調に向上しつ〉進展: することがー園経済の政策として克も望ま

しきところであって、やがてその進展が字面に萎術の進歩を促進し文化の向上に寄興する

こと大なるも のあ るや疑ふの官余地はな い。我閤民は今や園際舞茎に於ける優越なる地歩を7

ｩ 片め堂 ｫ として調自の 威力ｾ殻揮 し つ〉ある。欧米文化の模倣を超越して東洋文化の精華

に生き つ〉ある 。更に進んで我文化の真髄を世界の各国に理解せ しめその思俸に浴せしめ

ん とする の秋である 。建築及ぞ れに附 随する重野市は震 にその媒剤 として . 役立つ運命にめ

ることを 考ふる時は 、我々建築界のものの . 矯すべき事業の如何に重. 1 3 . 大な るかを痛感せ

ざるを得ない。
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建 築 の 枇 曾 的 意 義 に 就 て

大阪商工合議所舎頭 安
r- '一、

七 3爾

昭和 11年の新らしき春 を迎へて我園蓮の盆々隆盛な るは御同盟の至りである 。私は建築

に就い ては会〈 の門外漢であるが 、一同民 として叉は一位舎人として建築の社合的重要性

につ き耶防、所感なり 希笠なりを述べてみたいと思ふ のである 。

建築が吾 々の 日常生活に依 〈べからさ' る衣f主食の構成要素 を成 して居るばか りでな 〈、

枇舎の文化並 に産業の稜展上如何 に重要な る地位 を1

1

1めて居 るかは今更梨訟の必要がない

の で あ る。往古 ｬ こ 於げる結隣地 Ｚ 麗なる 、 或は叉簡素 Ｉ ｉｾ 雅の建築 物 カ ＾ 夫 ｫ そ の 時代 の 文化

を語 る一大槙徴として永 〈威容を? とY め、後世 k 人をして不言ネIII に隠史に劃する王!日解 と.

祖先への欽慕の念を深からしむるに絶大のカを有して居 ること は、吾 Jそが自ら の開後 に依

っ てよ〈 承ｾ ， ｉｉ して居る彪で あっ て、 その 関民精神 の 悩養 の 上に及ぼす 影響 は誠に大きいと

云はねばなら ぬ。 叉之は必すしも我聞に限つに ことではな いが、肢 に出る 場合多 〈の人が

訪れる のは紳祉俳閣或は名所醤蹟てーあ る。而 してそこに 耐rll 悌への臨奔祈念 と悠久なる挺 史

への回顧の一時を過ご すのであるが 、それ等の場所 に於 て人 k は清浮な る天地自然の美と

そ れ に相雁しい建 築 物に援する こと が多 い の で あ る。一 字の堂 、 Ｍｈ 日 の � Ｑｩ ｬｾ b過去を 永久 に

生かすカ がある。今 日科摩・の程遠 と共 に工作技術に異常の躍進を途げ? こ近代建築物は官公

街、 銀行舎社 、工場 、倉庫等の事務的建築物 に、或は劇場 . ホテル 、デパ { ト 等の大衆向

建物に 各自欧米様式を採り 入れて 堅牢E 大を競めて居る のであ るが、之等は正 し〈 都市美

の一大要素 で あ れ 現 代文化の集積であると申して差支な いで あら う。

建築の重要性 は右の如寺 社合文化の上か らのみでな し 更 に之をー園産業 の見地 よりす

れば、そこに叉極め て重要なる 意義を有すること を認むる のである。時代の景策、不景策

と云はれるも のが最 もよ〈建築事業の上に現れ るも のである こと は、米園等で景無視淑1I の

指標 として 重要視 されて居 る事 に依つでも推知出来 るのであ るが . その現れは株式共他商

品市債の動きに比すれば柑綬漫であるとは 云へ財界の活助力 を反H央するパロメ ーグーと し

3
1  



ては可成りに的確であると思はれる。

此 艇に就て私の希望ｾ述ぶれば嘗て高橋大政大臣が其必要を提唱さ れ Ｗ こ如し我園に於

ても此の建築統計の完備を闘 ることが頗る緊要であ ると思ふのである。勿論 この事は政府

共他の指導援助がなくては急: 速に目的を濯することが困難であらうが、若しか〉る建築統

計が完備して居? こら風水害保険の立案の如きも基礎資料を得ることが容易であるに遣ひな

いo 次に我閤図宮中 に於ける建築物の出むる地位を見れば、昭和五年末現在に於て各陣財

物の線、償額は1101億徐闘 と見積られてゐるが、その中最も 大なる部分 を占めてゐる土地の

400 徐億園即ち全館の 3 割 7 分 に次いで、建物は第 2 位を占め 228 億徐国即ち園富全惜の

2割徐に主主して居るのである 。而して更に建物を公有と私有とに分 てば 、207億悶即ち 9 割

以上は私有に属して居るのであるから、園民の生活上に於ける建築物の地位の重大きが観

取されるのである。

最後に我閣に於げる建築の将来に劃する希望に就て一言申添へるならば、近時政治、経

済は悶より思想、文化共他汎ゆる方面に於て我閤稿自の確聞にる立場が世界に向っ て、 昂

揚されつ〉ある場合に際して 、建築事業界も叉従来の臥' 米模禽主義より蝉脱して潤自の日

本建築或は東洋建築を生み 出すべき時が来て居るのではあるま いか。即ち所謂翠なる建築

の園際化より一歩を進めて我園民性と現代生活様式に加ふるに侍来の建築が有する長所を

融合して、そこに揮然? こる新日本建築の質現を期することが我建築界の重大使命であると

思はれるのである。同時に叉今後の園際情勢に伴ふ世界不安に劃しては建築施設に於ても

都市の防空耐火設備の完全が切に望ましいのである。之は鼠に非常時の場合のみなら十卒

時に於ても地震園? こる我問に於ては特に その必要があるのである 。幸に建築閥係者の一段

の努力と一般社舎の理解を熱望して巳まぬ次第である。

' 4  
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ブルーノ・タウト氏 “ 建築と社曾" 本誌論女参照
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ヲルーノ・タウト氏 パ建築と社曾 '‘ 本誌論文参照
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建 築
v?  

L - 枇曾

手竺呼号すで空 ブ ノレ ー ノ ・ タ ウ ト

日本の新聞紙上で建築は如何なる重要さを有してゐるピらうか ?

日本で新聞に建築に闘する論説ぞ書 いた場合 、まことに 奇異な感じを抱か されるので あ

る。読者は“ 建築" と言ふ言葉が出るし既にもう 耳鼻科の智者の特殊繋の臭ひで も暁ぐ

やうな感営起す し、建築家が建築のことを書げ ば 、それは智者が津山のラテ ン詩で手術に

闘して詑鈍してゐる 様 に感十るのであ る。

新聞紙は殆んど全部或は全然只政治的報導のみで埋められ てゐる。そ れも異質の事件の

みに就てではない のである 。そ こに は、毎 日毎 日同じ事 が、賓際には ほんの些 k 1こる事の

密化 . あれや これやのジャ ーナ リス トや議員 、大使公使 、大 臣、等 k の言が反復されて 、

そんな事が何を意味し てゐるのか 、向事が起ころうとしてゐるのか. 職業政治家に 非 ゴる

者にとっては殆んど了解し難い事なのである 。

斯 〈して新聞紙は多かれ少なかれ職業政治家の専用機闘となってしまってゐる のであ る

無論私は こ〉で、政治が結局、事賓上、各伺 人の生活に闘したものである事に就て論筆し

ようとしてゐるのでない。 けれど も日常の考慮、は矢張りもっと多〈 の他の事でいっぱいで

あり 、叉政治以上に . 遥かに遠〈に及んでゐると私は主張し1: い。

これ等の . 普通生活に劃して、より多〈の興味を有し. 之を重要洞する人々の考へは、

ｬＡ ｐ ， 文 明と文化 の領域ｾ 繰ってゐる。

新聞が政治の外に齢白石? 有する複合には 、工業とその科書障が大部分を占める。

事芸術は その衣 ぎに小さな 一隅を興へられて ゐるが. 先つ' 音楽 t 演劇 、その次に紛茜. 但

しそれらは重芸術としてではなし娯紫としてであって、即、紳経を? 傑ぐるものであり 、叉

香具師や マネ ージャ ー. 商人等の↑ 哀を 肥やすのみの ものであ る。 そして建築は最後に残さ

れに紙面で満足しなければならないのである。

日本語から制課 され? こ英字新聞や. 折に ふれての間諜の範囲内から観れば、日刊新聞は

全然建築批判を知らないと云へる。

新聞は大きな建築や重要な建築は無論掲載してゐるが 、その潟真の下に 、それを設計建
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築家の名が稜表さ れτ ゐるのを? 私は未t . : : 守幸て見?こ事がない一一西洋ではこういふ事は不作

法之されてゐるのである。

然しこ の ことに就て新聞を攻取することは問来ない。新聞は皐に事賓に則してゐるに過

ぎないのであって、日本の建築家なる者力Zいつにい新聞にとっては存在してゐないのであ

る。此意味に於て新聞は正しい事をしてゐるのである。

ＢｦｾＧ が日本には多数の建築家がある。叉その中には真に有能の士もあるのである Ａ "  

そこで一一日本の建築家がこ の閣の祉交界に於げる地位階級を、どっか西洋の圏、例へ

ば英国一一そ こにはすでに 百年の腰史を有する王立英園建築家撃舎( 口 ーヤル ・イ ンスチ

チユート・オ プ・プリティッシユ・ア 戸キテクト) がある 一一ー と比較すれば最も瞭かで あ

ろ う。

建築家なる職業には . 閣法によって保寵され fこる 義務と機利の約束があることを記憶し

なげればならなし 、。 そこで日本人としては、 H 正しき意味に於げる建築家は日本には存在

しない" と云はねばならな いであろう。

勿論日本には一部に非常に虞面目に建築にいそしんでゐる人主主力: 存在する。然しこの人

k は建築上の仕事に於て . 何等園法の保設を受〈る事なしその責任に就ても世人は多〈

を考へてゐないし、その祉舎的地位なるものは存在 しなし 、。であるから建築家が何そしよ

うと別に重要視されでもゐないし、園家の大事業の上には何等の賓際上の働さをも及ぼさ

ないo 特殊な愛好者のスポ ーツ の一種ではあるが、真面目な意味の職業とは申きれない。

職業としての日本の建築家は、先づこれから見出されねばならない。

建築家 とその仕事に、斯〈も J社合的に下級的蔑視的地位を輿へることの危険さは、日本

に於ては他のどの固に於 ける よりも危険極まる ことで あ る。

この園士をその背にのせてゐる総が . そのー格りで都市を破壊しに1 ) . f j ( にし? こりする

事なき様、総{ e 祈時によって静まらせよう t するつもりなのfごろうか?

近代以前の昔大 災厄があっ f: 。然し その首時給の背には只一つの大きな村がのつかつて

ゐ? こに過ぎなかっ 1: 。今 日では日本は精巧なる鍛道綱、移しき 電話、自動車、電車、 等々

を有し、人口百寓の都市を有する文明閣である己然しこれ等のすべては 、工皐技術のすべ

てをそのカグストロ ーフへの闘争1 に傾倒するにあらす・んば、往時の欣態よりも非常に敏感

である。



然し日本では、こうしてふことは殆んどやってゐない。こういふ事に就ては. 普の方が現

在よりも後程多〈 のカを輩 してゐる 。例へば、 京都では、そ の昔太閤秀吉に依って遺 られ

た堰堤は、 京都の水害を悉〈防禦してゐ 1: し、群馬燃では 、昔舟行のあった f可の航路を今

日砂原として出7 . k毎 に流砂で埋まるに 委せて、河水の海への洗下を困難にしてゐる。

日本はそ の近代化を誇りとしてゐるが . こう L、う方向に就ては反封なことをやっ て居 り

昔時の技術の段階にも 達 して ゐないではないか。

画館の大火、 多〈の火災、掛古風、1935年の洪水と地謀、等 . 今日の カグスト ローフ は往

時 よ りも悪性で激烈でめるカ' の釦1< に見える つ1923年の東京の震災の再現の危険に身を曝

すことを誰か欲するものぞ ?

補 回、新橋か ら上11l f - に到る恐怖は 、あの時よりも 、よ り恐るべき もの となるで あろう。

クそれが建築 と何の刷係が あるんですか? ク

私は日 本の人からこうしに質問を受り 、それに擦って 、建築 とは何ぞやと云ふ事につい

ての 日本人の完全なる無智金聴く のである 。

私の経験 によれば、日本人じとっては、建築とは建物の装飾の事で ある。建築家でも 、

多分 一度1立は平面闘舎か〈事全許されるのにらう。円本では建築に際して こういふ事を云

」、 、1，X 氏のデザ イ ンー - x x 氏製圃ρ これはドイツで建築家 × 氏によりて建築さる 日 と

云 ふの と大分異っ てゐる。つまり日本の建築家は岡工であって 、まれに自分で事務所を有

して ゐるが 、多 〈の場合請負人 に庄はれに闘工である。然らす，むば彼は講義叉はそれ tこ似

? こ様な事をして生活してゐる ので あっ て、 時 .1< /J、さな 家ぞ製闘 する のである。

然し. 建築家が建築すると云ふこ とは、彼が完全に科接的に、 技術的に. 塾1，間的に製l倒

した建物に謝して、責任を負ふ事を意味する のである。彼は然る後自身 、その仕事のすべ

てに於げる 部下の責任に任せ' ねばならない 。

だが、彼の権利主 義務が 、法律によっ て確保 されてゐないな らば 、彼はこの惑を? 行」、こ

とが出来ない。彼の設計闘及建築は . コツピ{ ライトを有せねばならなし 、。彼の許時な〈

しては稜表 することも、他に流用する事ト復製する事も、許されない のでな 〈てはな ら

ない。

著作物構主主は . 現代的園家に於ては鹿罰 さるべき犯罪で あ るが. 日本で は. あまりにも

日常茶飯事になってゐて、“ 建築家" が彼の同業のな しに計劃を失敬す る一一ー彼に訪 ねも

しないでコツソリ ーとーーと云ふ程度に迄達してゐる。一一槌利に伴って義務が授生するρ

ドイツでは、建築倒壊に際しでは. しばしば建築家が第一に逮捕される 。建築最高指導者
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として 、最も重大なる責任を有すると云ふ裁判所の意見によってである。こ〉に既に建築

家に請負人以上の一大重要さを置かれてゐる事が現はれてゐる 。又その行君主については一

機利 と義務を以て 、建築家は閣法上、 請負人の上に立つ。哀れなる従者の如〈に請負人の

下に立つと云ふ事は 、建築家の特質を全然奪はれる事である。

日本の矯めに創造さるべきである鹿の英の建築家なるものは 、彼の建築に闘して全然責

任を負ふ。その事は営然彼の建築の周囲にも闘心を有せしめる事となしこの事丈げでも

よっ て以て燐家の火災を容易に彼の建築に類焼せしめない事となる 口又その矯めに 、彼の

建築をその近隣及その都市のー構成分子と見ること〉なる。蛍然彼は 、金蝿の街 、都市の

一直劃 、及都市全部を如何に建築すべきかを考究すべきであり鴎風 、地震 、火災 、洪水に

闘しては 、能ふ限りの針策{ f 最初に構- t - べきは論をまたない 。

斯〈 して彼は賓地 の都市計制を? 始め、道路帥接 、配線‘ 交通 、堰堤構築. 橋梁等. 全都

市計 ｾｴｬ 陀 イ ンヂニアと提携してやらねばならなし、。この場合 、 園家及政府は彼の設に聴従

しなげればならなし、。闇家及市の役人は、もはや彼を無硯する事は出来ない。彼等はそ の

建築家を仕事に闘興せしめねばならない。

斯〈して彼は叉役人と しての履歴な〈して西洋に於けるが主n< 、高寺地位に十日牌さ れね

ばならないので ある 。

こういふ事は 日本では全然存在しない口

すべて西洋の模倣をしてゐる癖に 、此闘では 、先づ如何にして単なる模倣、遁随者、コ

ツピ 戸屋の賓際の策分を消滅せしむべきかに就ては模倣しようとしない 。

最新の技術ーー この場合建築ーーの精神、意味、を? 、彼はま 1': 把握してゐない。

斯〈して 日本はいまに都市計迦j を有してゐない。閉鎖 された研究室の中で 、恰も個人の

好き者の如 〈に翠摘でその事を勉強してゐるが 、それは貰ー美でな〈蜜際でない。

役所の作製しに地方計劃は計勢l者の名を有してゐない。 この計制は恐ら〈専門智識皆無

の多 〈の素人の寄り集りによって作製されにものと受しし深刻なる憐聞に値する素人事

であり 、貨に イ ンチキそのものである 。

近頃の建築に闘 して私はこの園で街 lこ闘しでも蹟場に於ても 、コ ムポジシ ヨンの片鱗を

すら見fこ事がない。美しい街と庚拐、正し〈 解決されに交通賄、正し〈建てられた紀念li可

等何一つ見?こ事がない。

? ごから要す るに. ある建物が何式であろうと彼れ式であろうし結極どうでもよいので

ある。 皆 勝手に立ってゐる丈けである。

多〈 の入力: 未1'-'昏て見?こ事 もない犠なものを建てると云ふあの馬鹿寄託? こ事は、こ 〉に到

って了解し特 るので ある。
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そうしてあの哀れな建築家一一 園工は 、いつ1: い何をするのか ?

彼等は多〈の本 を引っ掻きまはし て印度を コツピーし. ルネッサンス や奈良を コツピー

し Ｎコ ルプユジエ ー、 ぺ ｻ グ ー ベ ー レンス 等 ｫｾ コツピ ｻ する。

希臓の語源、に依れば 、建築 とは言葉通りに 、即. 指導 . 工事関係者、職人、請負人ー一

日本で は彼等は謝肉祭である一一ーを支配する事である 。

そして建築家は ＿ 吉原女郎である。然もそれは 、 伊勢神宮のある園Ｎ 小 堀遠 州 、 ｉ ｾ 持つ閣

に於て の事であ る。

小沼遠州カ> 依って以てその偉大なる事術を創造し1:1走の. 静寂なる冥想、は今何虚 !

今日は建築家には何を措いても最大の考慮を挑ふべき時である。日本の気候は 、一一 例

へば駄洲のそれとは、全然異つてゐるのである 。建築家が現代資料を以て建築を鴬しに場

合 、彼の建築は異に良〈て 、全然費つにものでなげればならなし、。即ち 、そ の建物がパ リ

やベルリンに建てられた時にば全然使用に耐へない程のものでな〈てはならな し、。従って

同様に、調. 英、1 9 j ; ， の建築の模倣は 、日本で は役に立 fこない のである。

もう数十年もにてば 、私の この説が正しいと云ふ事が解ることであろう 。

建築家である彪の読者諸氏は . 多分此批判を不快に思はれるであろう。諸氏の矯めを 思

はなりれば、こうしに事を書〈寄床が何庭にあろう o ＱｾＧ が叉他の読者諸氏は、これは私に

とって策持ちのよい事? ごろうと云はれるかもしれないが. 私が日本に劃して、あまり友誼

的でないならば、後日故閣に於て、こういふ事を云ったり 書 い? こりしにであろう。

私がこの闘で詩しに如き研究と経験の後 J e 建築家にとって何等見込みのない園" と云

ふ感じを抱かないで師園する様な西洋の建築家があり得るとは私には考へられない。

私は日本闘民とそ の文化石? 愛するが故に、私はその現代生活の弱黙にして、 饗更すべき

駄の何れにありゃを示すことが出来るが放に. 私は左程絶望しない。斯〈して私は拙著

“ ニッポン" の失に第二冊“ ェツポン文化" を書い? こ。これは近日明治省湧から出版するこ

とになって居 9 ，日本の現在の喜術問題の正確なる批判的解剖を示 しにものである。その

すべては、私がある新日本文化の可能を信子るが故に、この短い論説と同様のものである。

建築はそこで第一に放はれてゐる。

留者が患部に jぬれることは、いつも痛いことであるが. それによって人は初めてどこが

病気であるかを知るのである。

〈少林 山1935年 11 月2 8 日〉

f前総の3華民は 私の 作で あって 、 如何なる 問題を建築家が持つべきであるかを示す矯め

に掲載する。乙 の ジー ドノレングは建築のみを設計監督したのでなく 、地 方計 盆 道路 計

登、 等 々をもなしたの で ある。 ( 上野伊三郎氏護〉
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L  都 市 の 建 築

( 朝 日 合 館 に 於 り る 講 演 )

背骨Tli 武装促進委員舎 台

間 安 員 長 iJ3t
江 J悌 夫

私は日本建築協舎から特に祇遁 されまして此壇上に 防空問題に就いて御話を申上げる詩

でありまして 、防空に就いては軍事上から夫 k 重要な御話が御s l l : いよすのでありますが 、

建築家から視に防空の研究も亦御会考にならうし 、叉吾 k 建築家は常 lこ都市の災害や都市

の各方面の研究を怠らない次第で ありまして、甚1':1外越でありますが、議に「昼製と都市

の建築 」とｾ， ; 、題で御話を申上げる次第でありま す。

虚で日本建築協舎といふ圏憶は我園の有力な建築家及建築業者並びに建築に連闘する特、

種技術家から成 b立って居る囲骨豊でありまして、既に大正 6 年の創立以来 . 都市問題の研

究に絶大な努力を傾倒い? こしまして . 今日 の都市計霊法や市街地建築物法の通過賞施に努

力い 1: しに様な 課でありましに。都市の災害の防止を始め交通、衛生、治水、港潤等の諸

問題の賓際的研究そ高唱 して各方面の識者の注意を喚起し、1こしましに綾な諜でありま すが

吾協舎の舎頭片岡博士が先年都市計霊の事業の一 日も忽せにすべからさ' る所以を営局者に

進言し、 fこしましに際に、首時の内相後藤新卒男は君主宰建築家は兎角宰想、に馳り 過ぎ るよ 、

今日 の都市を君等の宰想、する所迄 di って行〈 事は付I k 大控fごと 頭から冷かされたが 、さす

がに頭の よい後藤VJは即ち 都市問題の重要さを識って、此度は忽ち急: 先鋒 となられまして

都市問題の講究に叉質際問題に幾多の努力を惜 しまれなかっ? このでありますが 、顧みます

ると我閣の重要都市は大正の初年には殆んど耐火耐ぷの建築らしい建築のなかった のであ

りますが . 今日迄約30年の聞に都市の約 2 筈IJ の建築は高級建築に改造され来りましに 。交

調道路の改善の如きも殆んど隔世の感があります。我大阪市の如きも橋梁の大部は皆耐火

耐麗構造 となりましに。官街 、思校. 公舎堂 、銀行 、諸舎社 、劇場 . ホテル等の大建築も

諸工場や大倉庫等の建築も夫々近代建築に改造されて行きつ〉ゐります。上下水道の 改善

港湾設備の完成、衛生機構の 向上等製げて数ふるべからさ' る各般の改善賓胞が進行中であ

りまして 、建築家の夢想、必すしも夢想、でな いのであります。

x も吾園の諸都市は之れを欧米の諸都市 に比ぺますると、大いなる j遜色のある事は吾図

ダ ル タ

重要都市の遺憾なる黙でありまして 、夫れは多〈 の我都市が河 口の三角洲の上に布置され

て居る事でありまして 、換言すれば都市の大部分が沖積居の上に在る事であまし て、 地盤

低 〈天災地受の脅威を常に受〈る次第でありまして 、天災閣の都市としての記録は世界に

冠 fこるも のが多 いのであり ます。 今日の我園重要都市が元組天正時代の戟園時代iこ共位置

自色。



鳴を? 終英傑の士に定められ? このが起因でありますが、営時の依勢から見ますると皆要害の

形勢佐 察知し て築城し、?こ しましに 。其城下町が今日 の都市を成し?二次第であ りまして、要

害の刻l阪は則 ち卒時の都市と して必す・しも理想的でない次第でありま すから、今日 の重要

都市が皆;民地盤 の薄弱にして河川 の護岸流域の費化に E 貨を倣 つのは 、地勢の然らしむる

矯めであ ります。若し肱米都市に我園都市の献勢に近きものを求めますれば 、駄洲では摘

逸の「ハンプルヒ」市や、蘇図の 「レニングラ { ド」市などがよい例であ ります。米闘方

商 では 「シカ ゴ」市「ポストン」市及「エク ーオルレアン」市の如きは共稀有の例であり

まして 、夫 k 河l初の活畔に在って地盤低〈、 夫 k 治7 } ( 術生問題の苦心を掛; って居る機であ

ります。其他の諸都市は皆大陸的地盤の堅固な る地勢に掠り Tこるものが多 いのでありまし

て、我満洲に 於げ る大連市の如〈、地税は硬さ岩桜の上に在る様であ りまして 、f命教 、巴

里や伯林 の 虫ｲｉｾ も夫 ｫ 大陸的大何を挟んで居る諜でありますから 、 橋梁ｻｴＧ架りてもｾ卒な

橋を? 築治する のでありまして 、共橋脚の高は艇に 三附建の建物の高さはあるのでありま す

から、 金も懸るが工事は立減に完成さ れまして後で故附や改迭を必要とす る様な謬は あ り

ませんのみならす・都 市の改有向上に就いては 、吾図より二三百年以前から蛍時の識者が相

次 いで其改善の事業念総 k 断行するといふ課合でありまして 、今 日では民主割引の各都市は殆

んど完成してしまつに様なも ので、先 年Ji 岡博士がジエネパ合議の師途臥洲を巡遊されfこ

時の如き色、 大戦後の財的疲弊の矯でもありませうが 、れ問の都市共大建築工事らしいも

のは皆無であって 、郊外に近〈性宅建築の市営に成るものばであっ 7ことの事でありまして

いはば欧洲の諸市は約: : l 0 年間に完成 し、 ? こしてしまっ仁詩であります。

従って欧洲 大 戦中でも 幾 阿 かのｾ裂 に射して 、 者 Ｑ ［ 市 ｲｬ ｩｬ 己 の免 ｼ 有や其防 ｩ 宰方法 の 虫ｲｉｾも漸

を遁ふて研究されＮ大戦営初こ そ 市民 の 恐 Ｇｍｩｭｾｌ こそありまし Ｑ］ が、さまで被害の恐るべ

きも のがなかっ にのみなら子 、室裂 によ って都市の大火災 に場かれる棋な事のなかっ 1=の

はーに都市の建築が改造され石造、煉五遣や鍛筋 コンク リート の耐火的近代建築が多かつ

に震で あ ると考へてよ かろうと想います。尤も首時の航空機の機能は今 日の と比較も 出来

ない程幼稚なものでありましでも Ｎ 大戦中 Ｑ 命数市は ＷＰＰＱ 徐 ｦｉ 百 ｬ の 爆慨を袋ｾ . 巴里は il 70 除

{聞の爆弾を受りて居ります。人音の死傷 も溶怨外に少ない のであ りますが. 者11市として袋

る災害 として は比較的微少であって これは防備の完壁ど相待って . 防火 防室の研究考気力:

共 1)){t' 鷲らしにも の と考へられ ます様に惣、はれます。

恕上の御話に見ましでも都市の建築が耐火耐民的でーある事が . どれ丈市民の畳悟の上に

共事1 )) を溺 らす事は明かでありますが 、卒時に 於て も都市の建築は常に 耐火耐民的である

事を希望して止 まない のであります。闘東の大器火災の時の例に 見 ましでも 、都市の建築

が火災に弱い矯めに 災害があの沼怖す べ き紡果を潤らし?このであり ます。地震からいひま

すとあの震 災で倒壊した建物は比較的齢なかったのでありますが . 30有 6 ケ所から稜生し

に火災が漸次に場大して火勢佐煽仁遂に合同大火災 とな っ? こ。蛍時水道用をなさす消防
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除が前動不可能となって、殆んど閤蹴の極. 火災は金〈放置されに催、自然の煽風を倦き

起し? こ諜でありまして . 火事は江戸の撃とはし、へ 、首時の東京ツ子は呆然自失、災害の属

すが依に放下し? こ結果でありましに。乍然此の大災害の聞に在つでも、浅草の観音堂の如

き2 ( J f ，に近事避難民の必死の協力野力によって烏有を菟れましにし 、叉紳田直侠久間町と

いふー111fT亙城が住民の決死的努力で全 〈素手で猛火 を激退せ しめにとい ふ美談が残って居

ります。

。叉営時の丸の内 の匿城主? 眺め ます と室地も多〈ありまして避難民の集合地となりましに

が、殆んど建物は近代的建築であるが矯 めに、 一日比谷の一角に火事が起つ7こにも係らする大

事 に主IJ らす、替市見聴と東京劇場を焼いに丈で大部分は無事でありま しに、従して災害後の

策源地となり復興東京の 中心地として今向其文化を建設中でありますが . 此直域の建築は

所謂「三菱ケ原 J と俗稿せられましTこ地匡でありまして、三菱合枇の所有地でありまし? こ

そこで営時の偉い頭の人が此r1r は将来東京の中心地と なる のfごから、欧風の建築以外は建

てさ せま いぢ あな いかと考へられまして 、爾来明治年間約 f ド世紀の間此の大方針が賀行さ

れましTこ聞に . 日 清戟争後の財界の好況時代や . 日 露戦争〈一同首科大戦後の好長祭時代に夫

k 大建築が建設せられまして、とうとう洋風建築で製まってしまっ? このであります Q 其野

カ の結果あの大震災の時 も Ｑ ，｜ｾ 事共効果を蜜揮 いにしまして 、 今 日 の大東京の 中心地を な し

て居る のであ ります。

都市計聾の事業の事 [;1) は、所荊 100 年 200 年の大計を樹立しなりれば共完壁の成果は得

られませんが . 我大阪市の如きも阪に者11市計聾の賞施以来約十合五年を経てま互に共建築の 3

害IJ 金耐火|耐主的建築にする事が出来 fこと いにしま すれば . 今後 100 年の長い時日 を過さな

いでも大大阪の財力では{長に其理想を賓現し得らる〉事と考へられますが 、顧みて過去の

大阪を考察す る事も必守して無駄ではあります まい。

火事は江戸の華と申しますが . 我大阪も 中k 火 災の多かつに彪でありまして. 共焼失医

域 を? 地闘に色取って見ますと 、殆んど全部 が赤色になる 1i r . に大火があ りまし 1=。大盟中務

先生の天保の大詰L: kの如 き、新11I f妙知燥の如 き、明治以後にあっては42年の北の大火 、同

44年の南区大火の如き 、決して江戸に負ない位の 災害をやって居りますが 、我大阪は大地

lli の際に於て . いつも大火事を伴って居りません コ これは川の都 と申し川水の利用がよか

っ? こ矯で もありませうが . 一つは営時のiJ !X代営局者が 、連年の火災仕末に 困しみ. 元秘以

降高麗橋附近よ りして 、¥lI f の角 k の建物 を土蔵造とせしめ . 大火の際土離の有 ! j ) 1J. るそ知

って共利用 を工夫せしめ 、漸次街路に面し? こi有底を土磁浩とせしめにのでありましに。消

防隊の訓練や 、土菰迭の奨刷、火避地の選定や 、非常時の道具類の用意に於て、夫 k 歴代

の町奉行が働行取締をいにしに様であ りまして 、5安政元年秋の大震 災の際 も火災は三ケ所

に稜生せるに過ぎす・. し か も直 ちに消火して市民は却って津浪と僻する高潮に困却しに様

な次第でありまし ?こ。従って哲大阪の市街建築が殆んど土蔵i宣又は ‘ 之れに近い形式の建

1 2 2  



物を以て埋めらる〉迄 . 元除以降灼 200 年間の長年月を要しに様でありま す。

奮務時代の 200 年は随分と長い様でありますが 、都市の建築を営時の技術を以てあ くま

で耐火的ならしめ? こ事は敬版に値する事蹟であります 。今日では此等の建物も時代遅れで

ありますが 、将来の大阪市民が共財力によって都市の建築の近代化をして其賓.tj) を積み、

一朝非常時に際しまして、? ことへ! 被製より来る空襲に直商しにる場合にも 、倫敦や巴里の

如I < 、よく共空製に耐え、災害念大なら しめなかっ 1: 賞蹟と 、相比較す る事功を事賓なら

しむる事を吾等建築家は夢想する ものであるのであります。

奮蒜時代の ＲＰＰ 年より今日の御時勢ならＮ共宇分位の日時で共事効ｾ翠げ得らる〉を＿期

する事が出来ませう 乙或は更らに其 3 分の 1 の日時でもやれない諜ではありますまいと思

ひます。

私は今日の我闘の図防といふ問題を? 深〈考へますときに、我閣の先費者が維新前の内憂

外患交 k 到る際. 馬闘や鹿児島戦争、の賓際に鑑み 、直ぐ敵軍を千里の外に防ぐの大策を樹

てられてから 、闘防の?こ めに園費の 大半を利用せられつ〉あるからして 、一朝 の非常に際

しまし で も、敵襲が直ちに我園者[1市に賓現せらる事は空想、い 1: しません。我 k 陸海軍の武

力がある以上は 、敵を千阜の外に激退なし得らるべきであります。乍然今 日の時世は科皐

寓能 の威 力によって如何なる武梓 の豪を以 てか千里 の ｅ さを駆 って、日東の天険ｾ襲ふ場合

がないとは断言出来ないのであります。従って一朝非常時の場合を考察しますと 、仮想、敵

園の莱司令官が豪語い亡しました様に、 「我闇都市の大部分が木ifz建築であるが矯めに 、

焼夷蝉の若干闘でもって易〈我日本の死命を制する事が出来ゃう」などと談んせ' らる丈で

も心外でありますが . 若し今日の趨勢でもって我園都市が耐火的建物で製られてあっ? こと

い1: しましたらぱ、関東の長災の J僚に市民の困凱狼狽をする必要なし防火圏や消防隊や

救護闘や、稲生除や青年国や在郷軍人隊等の相互連絡の救護法によって都市の圏凱を防」と

するのみなら子 、都市の火災を仕末するのはさまでむつかしい事ではありますまい。其上

に建物が若し耐火的であつになら. 防空演習の賓際に於て肱m諸園の夫の如 し 各種の方

法を樹て市民を幸幅の享柴に擁護する事が易い諜であります。則ち我協舎の如きも此見失n

から、都市の防衛はーに都市建築の武装に在るの? ごと叫ぶ次第であります。

我大阪は前述 の 如〈過去 の醸史ｾ見まし でもＮ相営 の災害に見舞わ れにのでありますが

近時絶大の風水害を象って、まざまざと都市地殻の弱黙と建築物の被害の惨献を教へられ

ま し に 。 世の識者は銀筋コンク リー ト誼 Ｔ 建築の強聞な仔在とＮ其賀功ｾ親しく識られまし

て、到 る庭木造建物の被害の程度と其腐朽年女の如何を硯られまし1: 。幸にして昨年来風

水 害 に伴 ふ 火 災の事例は甚 ＱｾＧ 砂 い け れども、 都 市 の建築は 耐 震 耐火 ‘ 耐風で なげ れば如 何

とい ふ合言葉が産れ来った事を鑑みま すると、 我都市は何 うして も今日 の技術 の全能 を護

揮して、 奮幕時代の人士に負げな い努 力を携は ねばな らぬ。 賞与9)を?積u' 事を 忘れて はな り
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ますまいかと想ひます。

此度風水害の地域地直方面の地盤が不幸にして沈下の傾向があり、且つ度々浸水の被害

多き? こめ、将来此方面の地区地域の下水設備を完全にする矯めに約 6 千高闘のE 費を投じ

て、将来此種の災害なからしむるの用意をせられましにが 、吾等建築家の立壌から申しま

す る し 此 6 千蔦尉のE 費を建築方面に利用いたしましにならば . 大約20高人の住める家

主＿建設出水る課でありますから、浸水地域の人 ｫｾ 牧容致すことの出ボる住宅群を、不燃

焼建物として建築致す事は決して不可能の事柄ではないのでありまして 、都市の研究家の

一考を煩は す事項であると 信する芸大第であります 。

主主に私は我大肢市 にとりまして、最も遅れて居り ます建築は . 市内 の住宅建築の鎮筋化

といふ事であります。銀行、合社、ピルヂング等は夫 k 7 - 8 階の偉容を建てられて あ

りますが 、我市内の住宅群は今猶 1 - 2 階 の 長 屋 建 物 が 多 し 夫 k 筒匿の裏町をなして居

るのでありますが Ｎ 近時郊外住宅の流行から ＱｾＧ ん ＱＺ ん市外に居を移しＮ交通利便によって

市の中心地匝に通勤せらる、方 k が多〈なつに ー これは児童の教育にも其鰭育の奨励にも

市内より郊外の利用に着眼せられに結果でありませうが . 一つは市内地域の位宅の改善運

動が世運 tこ伴はない結果でありまして. 唯今の事情を押し庚めますると、将来大阪の市街

地区は東京の丸ノ内の様に、夜分は殊 に寂しい街と な りまする。従って郊外から通ひ来る

市民は本来の愛市心を失っ て行〈傾向を生じませう 。

然るときは大阪市の将来は むし ろ菱ふべき結果を稜生 します。これは市府の営局者に於

ても市内の貸家地主の方 k も研究すべき事柄で ありま して、市内の住宅群一一換言すれば

市内の長屋建築を永久化し. 耐火耐風耐震化して一一今 日の所謂アパ ート建築の高級のも

のを建設しなげれば、; 将来空襲の場合にも市民の狼狽を指〈結果にもなりませう。

乍然将来吾等の子供や孫の時代の事を考へて見ますると‘ 今日都市の住宅叉は住宅群の

建築を耐火的に建築する事は‘ 都市の安寧の上に都市の進歩の上に叉都市の向上の上に、

又は都市の愛市心の改善の上に最も必要な事でありまする。

私は者(1市の建築が耐火耐震の近代化せられて行〈事をさまで長年月を要しない。各自の

努力によって欧米諸都市を 凌 ぐ時代の近 く来らん事をす「りて止まない次第でありまして、

皆様の御清聴を煩はした事を厚〈感謝いにす次第であります。
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左 甚 五 郎 の 間

菊 水 の 綜 合 的 装 飾 に 就 い て

工接博士 武
田五

111中戸 の料王子菊水位は衆 11にふ れて腐る が . この種類の建築として最も優秀なも の〉一つ

であ るか ら、これを綜合的接飾の方面 より見て 、世に護表するのも無意義でないと信す・る

元来料田屋の建築には二つのや り方がある。 その一つは極めて簡素なる趣味によって建

てるも の、他の一つは. 充分に華麗の極右pっくして建てるものである。この後者の華麗な

ものでは陥洲ならば大理石資金属の如きも のを使って 、極めて大規模にやり 、様 式 も ロ {

'"7' ギリシ ヤ、フレ ンチ レネーサンスの華麗な様式でやる所であるが、日 本の様式で は、

どうしても鍬介、桃山、徳川の三期のものを用ふるより他に考へ方はない様である。菊水

は その駄では着想も手法 も成功して居ると思ふ。

その桟式は徳川期 lこ始まり . 明治初期にいたる。ことに 元秘趣味の濃厚なるもの多〈 、

令也事芝然として 、そ の極をつ くしたものが多い。

その細部は大いに論議すべき徐地があるが . さを慢の綜合的着想、にいにつては 、多大の苦

心の跡があり 、相営の成果を牧めて居る。

この建築 は主として菊水主人の着想により熟練なる職工数十人を毎日使役し常に新奇の

湾、考をこらす 81である 。

蹴米各闘の様式のみを模倣 して料理屋装飾の唯一のもの と芳へる今日 に於て、 菊水の政ー

な接飾的方針は一考の絵地がある E思 ふ。

叉ー商外聞入に この穂のア { ト を示 すには 、現在では J この程度が遁営 と考へ られる。
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神戸の料亭菊水機は武田博士の所謂綜合的援飾の見地より見て異色あるものである。ぞ

の濃厚な接飾は一種豪華な努園祭をかもし出し、こ〉に 合するものに特殊の感懐を起きし

める 。武田博士のお話によるとこの種装飾過多の料亭は古〈は松島の現長があり 、叉東京

の雅鎖国もこの穏に入れてよいと の ことである。

菊水棋の各室の装飾のモティーフは 、グ 士農工商クヂ利1祉併問クから採っ? こと主人力: 許?

っ＿こ。一 寸 異様の言葉であるが 、 士農工商 、 制 ｬ￱ 辻ｾ聞と奇い＿こ棋諾のヌ 札 のあるところな

ど微笑させられる。

室長は40許りあり各室の名にちなんピ意既である。そのやり方は主人の思ひっきを数十人

の工 人が表現するのであ って 、レづ tl も徹底的に装飾し主 人の気持をよ〈 反映して居る。

主人日〈ヂ建築とは工人 の努力 の集積である。クヂ努力大なれば償値大なり クと

室主の名は

伊勢の景、高砂相生の松 、船問屋港屋 、茶の察、重害者の序: 形 、闘の紳、魚問屋 、)Jlli 支川

離れj哀敷、ipJ 庄の問 、め組辰五良1¥宅、左甚五郎宅、日光の問 、橘の問 、円 の丸の問、棋の

問、性吉問、宮島 、清水の対事、如意倫堂、武士の道場、J忠侠茶屋、書物の問 、高山彦九

郎、7 k 車Jj 、屋、桃山御殿、松林 、竹林、 栴林、仰の問 . 桐の問、わら家、一軒家、能主軍事

菊水、I fJ:丹関、 等がある。

このうちで日光、能舞菱、牡丹閤が大きい室で . 菊水 、桃山屋敷、清水が中の問 、其他

はいづれも 小間でる。各々名にちなん1: 趣好をこらしである。以下潟真について簡車な設

明 石 ? つ り る 。 ( 岡 田 孝 男)



- 菊 水 棲 玄 関

門よりだらだら登りの這をあがれば. 度い玄関がある。正面にf弗像を賑やかに並らべて

先づ来客の意表に出てる 。左側の像は白大理石の彫刻て.幾分の優しさま加へてある。

2 7  I  



2 ・ 日 光 の 問

天井には八方硯みの龍を摘さ 、支輪‘ 長押欄聞に彫物と極影色の模様と金色輝 く金買 を

つけ i 鰹絡を垂し 、壁! こは緒を描き、甲胃、偽像、人形を並べ. 俳壇と神棚を設へる等 .

あらゆる飾装法を組動員しての混合裳飾である。

1 2 8  



3 ・ 牲 丹 閣 吹抜 天井 となりｩｊ ｴ ＺＡｫ，Ｚ ｬ こ火主 主 士垂ら し 、 両 側を めケむ し 、 村 ｾＷｚ 井 ｄ 椅

ｉ 切に ｩ エ キ士 ｦｾ の給を かき 、 壁には 牡丹 に唐獅子を描 く 、Ａ 杉物には 、 ｬ 制約子 、 置物にも 獅 子舞

のi i J ( などを並べ、すべで 、!J t 丹 1えそれに関連す る獅子空宇をモティ ー 7 とした趣好である。

4 ・桃山御殿 桂、 長押 、 天井とも漆塗 ｾｬ 鼠給の釜である。天井は絡天井に 小 菊 盛上

の打出金具を飾 D、支輪、桂は、金撤絡の家電Eさで意匠的にもや L 統一された重である。

ｾＹ＠ I  
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5 ・清水の舞葺

ノぐん コ ュ ー 1: お!I

7]( の舞認 を模 L た

欄干 が あ り、 天 井

には廻廊の天井 よ

リ取った屋根裏の

飾りが主主の中火; を

不安 定 に 走って且;

る。壁 には棋の 防|

干 、双 山 の3援が撒

古為才ι てあ る3

6 ・武士の道場

天 井 には 欠 竹、

創j の鍔視の イEをあ

しら ν、、局、の!笥の

務掛 床 柱 にはi O: 刀

を用 」、。主主に lよ馬

のアプ ミ、銅 の柄

鍔 、胴を 塗 り込む"

t主物 には 甲旬 、刀

剣 の類 を並 べ . す

べて武士の 用務で

i ! f p! J たてふ ある 。



7 ・武士の道場

の廊下

弔問、 万鋼、鈴

弓矢 、旗、薬物等

が、ず らりと 並ん

だと ころは奥様の

景を曇し て居る 。

8 ・魚問屋

テ ープノレは偲 馬

舟昔に 裂 ど し 壁 に

は飽 兵を 重量りよ込み

天井よ りは魚 の形

を下 げ、 襖には 大

漁 の絡 を描 〈、床

の l笥にはif!. l崎 、魚

の怪物があ る。

31 I  
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9 ・戎 構

廊 下 心一 郎 で あ

る。小 路 の態 にな

し、右手 に土議 、

左 手 に尾形が見え

るつ情 。 Iすには 11、

石 を並べ流れ の感

じを出 して 居 るコ

天井に風雪需 の看 板

が何の閥{ 糸 もなく

お い であ るのも 凶.

白い 。

10 ・水車小屋

墜 に7]( 耳Z を見せ

ま襲、鍬、鋤 等の 農

具 に袋傘を 商Eし、

室 内に は壁に稲を

拝 し、nb子を 見 せ

て居る 。



1  1 ・宮島の間

の廊下

宮島 の1切に入 る

廊下及階段に は、

砂ただ しい 杓 子 版

や かに飾り立て そ

れ に釣燈、鈴 、1苛

燈聖n 配 して ある

1 2 ・ 階 段

目E胞の彫刻物で獲

を埋めである。

3 3  I  
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1 3 ・松の間

床の間には赤松

の林 をかたど P松

の 幹十 数 本 を立 て

その中へ小 屋や人

形 を飾 る。其他 襖

に松の給、守欄間 に

住，. 句、. 、

松のｾ物 、 小 笠に

松果天井 に赤 松皮

イす の極を用」、 。

14 ・竹の間

意 I[i: は 松の聞 と

同様で、床の ff司に

竹幹、長押 に竹 之

天井や小屋に 、/け

を用」、。



満洲 に於げる住宅 の採媛法に就きて

田 中 進

序 言

満州事費以来在満同胞の教も 2 0i 1色・透から 30寓肇へと念激に増加し 図民も一再に浦裁に

注目 し出したのでi渦洲は もう 、離れて遠きは満洲では無〈なり、庭前きの近隣になりて仕

舞った 。 而し未 ＱＧＺ にま ＱｾＧ その賓情が知られて居らない憾があるので此鹿では住宅 の 採 ［援 法

の事を 申上げ て見度いと思ふ。もし幾分で も御参考になる黙があれば筆者望外の喜び と致

す次第であ るc

外界は興安嶺から吹 きつける袋古嵐に、草も木も 道 も全〈氷り不n 両jli 寒零下敷十度の時

に於ても . 室内ではセルー牧で‘ 延び k 々として居られるのが満j ↑|の冬である。 故に満洲で

はさ与は内地より凌ぎ易いと云ふ人が多い。そ れ程住宅が防寒 本位に出来てゐる。

で先づ順序として満洲の冬の策{民営大PI骨申述べて見度い。

満 沸 | の 気 候

満洲に於げる気象は 、内地と趣{ f 異にし、海洋、山岳、卒 原 の 三 大 影 響 に 依 札 所 謂 大

陸的気候である。 今 これを地方別に 見るならば 、南方闘東什l附迄は海洋的気象 、北方興安

ｾｩ ｬ 附近は山掛森林的気象 Ｎ 共他の厳原は凡て卒原的気象と云ふ可し大括して夏は酷暑、

冬は酷寒 となり、そ の鑓化激起にして春以の期聞は非常に短かいのである 。が而しきれば

と云って性むに耐えな い底ではな い。

大陸はー 慢に Ｑ 熱気 少〈 空気が よ〈乾 燥して居るの で Ｖ ｾＷ 月の雨 季を ｾ ｉ 徐 〈 の 外大開に於

て晴天が多 〈爽やかである。

各も寒い とは申すも の 〉三寒四温 と云ひ三 日寒げ れば亦四日 暖か い小春の様な 無風の 日

カ; 績〈と云ふ具合に寒暖が交互に来り、叉住宅の防寒的なる結 、及び防寒具を用ふる事に

依り満洲の冬はそれ程恐ろ しきも のでは無い 。

今祭温 に付き数字を? 以て示すなら ば、月別平均気温は第 1 表の責n¥で あ れ 最 低 卒 均気

温は第 2 表に示す通りである。亦最低気温は

大 連 零下19度 新 京

奉 天 零 下3 2度 ハル ピン

零下36度

零下40度

に達する事もある 。従って別表に依りて大韓お解りの如〈満洲の多は極めて永い 10月中

旬 より4 月中旬 に至る約宇年を採;既期間とせなりれ1まならな いのである 。 〈満洲で最 も気候

3 5
1  



の灯、、島は 依 願 、大速 にて、 その気温 はl有地の秋 田、山形 、長野 の 諸縁 と殆んど 高i fi ; なく 、般 家 専 の 平

均気温零下 4.5 度 最寒 零 下 19)変，;1根 気 、函館地方 と同様であ る。

次に i長度は

大連 68μ  技 順 65%  替 口 6 4 %

第 Ｑ 表全満各地月別卒均気温 Ｈ抜 書ｾ Ｉ
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備考・ 北 浦 は 10 ヶ年、 fr'i 満 は2) ヶ年の平均成絞 ( 大泉 氏 に依る〉

第 2表 全 満 各 地 月 別 最 低 卒 均 気 温 (抜卒)
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備考・ 北 満 は 10 ヶ年、南浦 は20ヶ年 の平均成総 〈大泉一氏に依る 〉
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6 5 % 新京6'1%  奉天満洲各地の基本外気温度第 3表

( 昭和 8 年の年平均滞日年鑑に依る〉

地

等 にて内地よりす・っ と低いえよ-態である。

名

以上の様な気候に基き浦鍛では基本外気温度

- J OOC 

- 16
0  

山
迎大

蛇

百

家

新

安

を第 3 表の如〈に定めて建築や暖房等諸種の設ー 18
0

ロ

天

計に用ひて居る。

- 23 '  

- 16
0  

- 30
0  

京

市

北

住 宅 の 構 造
y  

ヒ凶ノ Ｇｾノ、

満洲の住宅は 上記の様な男装集に耐える爵に 、

線、てが防寒・保温・採媛本{ 立に設計せられて居る

叉満柳川こは地震が殆んど無いので在瀦邦人の在来住宅の大部分は煉瓦遣である d

- 3 0
0  

ci 繭鍛設計要項〉

ノｾチ

煉瓦遣は赤煉瓦叉は支那型巣煉瓦ｾ使用し、南満に於てはＱＮ Ｕ 校、新京方面にては Ｒ 枚

積となし、北満に於ては 2 尺以上の壁! 享を有するものもある 。多〈は内外共塗墜を地し、

北浦の ものは天井、床は共に 二重張 となし. 天 )1は厚板張りの上に l 尺内外の粘土或は石

茨設を混合せる防寒粘土を置 〈のであ る。

叉近来では煉瓦積の外に壁慢をホロ ー積となし. 或はカ{ テンウオ ー} l - 式となし. 外部

を赤煉瓦 、内部を ホロ ーグイ)¥， ｾ縦或は横に積上げる手法も用ひる稼になィ シ て来 ＱＺ 。

北の興安嶺附近では木材が阪債なる然 、金丸太巡り或は牛丸太の組立式の木造住宅佐建

て各丸太接目は 必す' 牛毛共他 の獣毛主? 以っ て充填 し、内部には石友モルタル或は漆喰を j享

〈塗り充分防寒装置をなし? こものもあるつ而し都市に於ては木造は許可されて居なし、。

最近人口の激増 に ｻ ｾ￲ ひ都市 に於てはア パ ｻト が急Ｚ激 に建設され出しに が之等 ｙ パ ー トは

柱Ｎ梁、床版等骨粗ｾ織筋コンクリート構造となし、 壁 憶は煉瓦或はホロープリツク等主＿

積込ん ＱｾＧ 鍛筋煉瓦主主で施工し τ 居る。Ｈ第 Ｑ ・ Ｒ 闘は大 速 に建てられたアパートの一例 。 第

3 闘は 4 戸 1棟の小住宅の例)

防寒性宅は線て室内温度の降下の防ぐ第、窓其他の開口部は出来得る限り狭〈造り、窓

は二重窓とし夏は内側の方を外し蝿防げの網戸を建込t J o ( 第 4 闘は窓の小さい住宅の例)

斯様に開口部が過少である事は. 保温的ではあるが而し保健上甚ピ有害である。

しかもそ の上間隙全縁側の無い位二宅、そして窓は二重窓とし . 僚! 聞は紘・め殺 しと翁し.

線、て目張り迄しである満洲の位宅は、 自然換策が甚? ご少量である。その室内自然換気率は

大略日本の木造住宅の 1/ 6 叉は 1/ 7 と云はれてゐる 。

室内の空気は極度に汚染し. 紫外光線の流入は殆んど遮断された塾居生活力 t 身心に悪影

響 を 輿 へ な い 筈 は 無 し そ の矯めか満洲 に於 げる邦人 の疾患中最高位を示すものは呼吸器

に闘するものであり 拘に憂ふ可き獄態に立ち到って居るの であ る。

ロシヤ人 遣は 相営 寒 い時節でも屋外の 日 首り良き廃で編物ｾｾすとか Ｎ 或は好んで散歩
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第 1 圏・大蓮に於げるアパートの一例
第 2 圏・大漣に於けるアパートの一例

( 腕品5JLEJ 日)

最近大j，fイ]: 宅地に建設 され しも のにて 3 附建戸

数 Ｒ Ｔ 戸 、 ｬ ｩ 司は 北 ｾｬＱｊ 街 路よ り総り し も のにて Ｒ Ｍ Ｓ

附の階段は中央に あ り 。 硝子百ま の ｾｦ［Ｚ び しは廊 ｆ

であり玄関及勝手口は廊下 より入る 0 0 - 戸共風

呂・水洗使Ffr ・蓬駐を 持 ち庄放 は 8 it，lj 、' 6帖 、2it，1;

〈玄 関〉であ る。

宮島・3 圏 ・ 小 住宅の一例
松町吸器附 部 前可府)

( 附11 10 低 10 11 0月

ノI、住 宅 貸家 の一例 にして 4 戸 l 村l で';:T; !1 、2 階

の階 段 l土中央 に取り 、第 l土6 中占、4 5帖の 2問 に

て縁側も 庭 もなき第周 なる 佳子じである。大速 に

甚だ多く建ってゐる 。

( 昭和10 保 10 fl 0 11  

肱願ｾ 箆 司 令 郎［存可 Ｑ 耳

大略第 1 !f..l lに同 じも 、第 l 階を商応舗となす も

の。

Ｔ Ｎ 附 ｩｬｩ にして 、 戸数 ｬ 土 問倫 ｾ Ｖ Ｚ 戸 、 住宅 ＱＸ 戸

第 4 圏 ・窓の小さ き住宅の{ 9 IJ

( 昭和10 年 10 11 0 回

師 四 司 令 部 品 村 官 )

大濯 にmって ゐる 住宅の一例である

が関口官官狭 〈 少なく 、 会ｾ <  " " ツチ箱

の様 な家であ る。

をな すとか、努めて外気に接して居るが 、日本人獄、に婦人はその瓢甚L' 出不精なものであ

る。 これは一つは寒策に不遁営なる和服を用ひて居る事、家屋の構造と苦手物の闘係上一寸

手軒 に外 lこ踏み出すことが商倒な矯であると思はれる。

その責任の一宇は建築家 も負は なげ ればな らな い事ではあるが 、兎に角満酬の{t 宅は保

温的である事が第一候件であると同時に 、採光換等の衛生施設営大改革する事が目下の急:

務である事を申添えて置き度い。
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爆 房

次に ;暖房の事を申上げ て見度いと思ふ 暖房の方法は大別 して聖母流暖房と輯射媛房 とに

匡別さ れる。

即 ち悲}流; 暖房 とは先づ室内の空気を暖めて; 援を採らせる、石炭ストープ、蒸汽暖房、温

水暖房等 {t>云 U 輯 射 20，%，封 流 80，% 位の放熱器を使用するもの である 。

轄身・H友房 主は空気 を? 暖 めす・ して 直接人に暖{ t > 輿える火鉢. 固艦、フアイャー プ レース、

瓦斯スト{ ブ 、電策ス トー プ等を云ひ輯射 60，%、劃 流 40，%位の !r!j 卒 fこい放熱昔告を 用ふ。

この轄射股房の方が健康的で且つ経済的であるが満がHでは大部分割流暖房の方{ t > 用ひて居

k 火鉢、瓦斯ストー ブ、電気ス トープ等は客室等 の補助; 暖房 として併用されて居る。

由来在満の邦人は一般に謬見を持っ て居る 。 それは冬季室温を必要以上に高温になす事

である、 そして無時 に人工的に蒸汽を立 てる癖があ る、これは室内を 26
0

C 以上の高温多

1長即ち 熱帯 的の; 伏態になす事で好ましい事ではない。満洲のささ気の乾燥し てゐる のは内地

のiHJ 問なる風土に比し温か に健康的なわげであるから室温営 18
0

C よ り高め ぬ事にすれば

特に潟、度を 加え十とも 大概 50，% 内外を保つ事が出来乾燥しでも 品0，% 牝であるから健

康上港支えな いのであ る。

満 例。 ｬ 殴 科 大 ｾ， の三 Ｑｭ 博 士 は Ｉ ，保健 b 歯営な る11'. 宅 の冬期室内温度を

部着を する人 主主:間 l SOC 就 寝 中 l :'l OC

l享着 金す る人

1/ 

l 5
0

C  
1/ 

主推薦されて居 るD

満例| で現在最も多〈用ひられて居

る暖房はスト ープに依 るも のであり ?ι 
骨 J

ぺ{ チカ 、温水暖房等之に共々 、満 :  

カシ :  .， 

人住宅に て は 主 に 肘 用 ひ て 居 るコ ミ

す

爆 房 費 42 

Z  

何れの; 暖房 も燃料は線、て石茨{ t > 使

用するものであるから石茨の消費量

が問題になる o

10
0

C  

、、

"  

第 5 園・家庭の嫁房費
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E師 時 l叫渇塗名著や

第 5 闘は昭和 8 年 10月に 大連調生 川 骨 点 附 f ¥ " - 叫 3

高等女星嬰校で家庭の援房費{ t > 調査し? こるも のであるが夫 に依ると年牧の' 2，%乃至 6，%と

云ふ結果になって居る o ( 即ち月 牧 に封する 率 に直 すと約こ の 2 傍 に営る 可この圃表 に依 れ

ば月牧 100 阻以下の生活者印ち中流以下の人主主は相営の負措率になって* る。

圃表中月 l炊 300 凶lから 350 国| 代の家庭に於げる媛房費Z撃が急: に増加l して居るのは . 家ヵ:

庚〈なりてスト ープ、 ペ ーチカ等も数を士宮し、 且つ採援 も女中任せになり勝であり従って

3 9.1  



無駄が多〈なる等の理由であると考えられる。

普通家庭の温水媛房では暖房期間中を通じて 、卒均一ヶ月石炭の消費量は大.略

建物 1 坪営り 大 連 25m; - 3 5底 部天 30庇 - 4 5庖 新 京 35砥 - 401if;

である。

冬にな ると 全市皐げて石炭を焚〈のであるから 、煙突から吐き出される煤煙は道に渦を

傘き雀まで員黒になる有様である o この煤煙防止は賓に大きな問題で毎年叫ばれて居る事

であるが、満洲 に於て は無煙茨の出量が少ないのと、不廉なる黙でその採用は先づ困難で

あらうから 、畢i克a煙突の数を少な〈する事. 煙突を高〈する事、完全燃携をする器具を使

用す る事、焚き方に注意をなす事 、等である。

煙突の数{ t >少 〈共 1 戸 1 本迄に減する震

にはス トー プの代りに中央暖房即ち温水媛

房等を控置せねばならない諜であるが、仲

k そう理図通りには行かない。第 6 園は煙

突の林立する をt宅群の一例であるが、 1 戸

に 3 本も 4 本もの煙突が立ち並んで居るの

を御覧願ひ度い o 大 連市煤煙防止委員舎の

調をに依れば、現在大連市内に於げる煙突

一一日 10 (f:. 10 .J ｾｓ ｦｬ＠ 総数は ＱＰＰ ， Ｓ ＰＰ 本であｾ . 如何に彩しい煤

第 Ｖ 圃・煙突の綜立せる住宅群 Ｈ 誌 、 ま 鑑 ｅ 骨部 前 ｾ Ｇｆ ， ｾ )  

ζ れはプ記述 に最近建った満鍛の瓦J:宅であるが、燈 煙の雨が降りつ、あるかを御察し願えるで

突の多いの に御注 目NJ! ひrJt ぃ。
あらうと思ふ。

ス ト ー ブ

前述の如〈満洲に於ては現在ストープがー呑多〈用ひられて居る。

ストー プは昔はグルマ式とて最も簡撃なもの、みであっ? こが最近十年来次第に研究改良

され. 現今では別闘に示す様な凡らゆる型式の新しき、能率の よきものが普及されて来? こ。

今その優劣は申さな いが兎に角何れの式も左記の諸黙が考慮さ れて居る o

1. 石炭の消費量の節減 ( 1 Jnl投炭せは数時間以ヒ補給せずとも連鎖燃俊をなす〉

1. 保温時間の延長及温度の調節

1. 完全燃樟への努カ

1. 悪ガス漏洩防止

1. 炊事粂用の型式のもの

1 . 型献の優美

1. 償格の低廉

大積以上の様な黙を改 良の目標となされ て居るがその能力は別闘の註を参照して戴き度い

別園は大樟形献の異ったものを拾ひ出して見? こ。
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第 8 圏 ( 1)

( 2)  

( 4)  

4-H  



Ｎｉ ， Ｎ ＮＮＭＮ ｾ＠

第 12 圃

第 9 圃

第 10 田

第 11 圃

第 13 圃
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セ シオ ー

] )  恒王スト ープ ( 第 7 闘) 2)  幅称ス トー プ ( 第 8 圃)

アゾプ ス・スト ープ ( 第 9 闘〉 4)  固紳スト ープ ( 第10園)

G) 浦 象 スト { ブ ( 第 ] ] 闘) ｇＩ 協和 スト ｻ プＨ］ｾＩ ( 第四国)

7)  白熱スト ープ ( 第] 3闘)
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第 15 圃 ・ 錦 戸 式 ペ ー チ カ
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r "， 乎カ」緩E帯= 於ケル CO
2漏減量

Ｈ石炭 ｬｏ ｋｾ 焚付後 Ｑ 時間］テ 加 減板 閉鎖Ｉ

第 17 圏

宮 崎 式 ペ ー チ カ第 16圃

L . J  
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宮 崎 式 ペ ー チ カ の 寸 法 及 性 能 表

胸 径 腕 高 さ 平 均 家 温 室容f J i 一回の 燃料
焼 失

司書 披 空ｾ 昼 数 最小 内径

r um m m  
。C

m
3  

kg  

ロ1m

披 1. 212  2.424  18  247  34  20.25  180  

2  車昆 1. 154  2. 424  18 228  32 19.50  18J  

3  量昆 1. 074  2.424  18  203  28  18.0コ 180 

4  
事足 1. 000 2.385  18 194  26 17.25  180  

5  骨主 909  2.385 18  185  24  16. 5つ 180 

6  
量五

870 2. 220 18 159  22 15.75  180 

.  

7  聖E 771  2.187  18 141 18  14. 25  18)  

8  at 613 2.082 18 113  16  13.50  15つ

9  量晃 606  1. 983 18 77 14 12.75 150 

4 5. '  

信考・ 悶表 は型金量 に依る。数字的根援不明



第 18 国 露 式 田 形 ペ チ カ の 例
Ｈ川井 ｅ 削 Ｇ ｉ ｾ 氏 に 依る〉

事



少し以前に建てられに家及び浦銭のJ社宅等に於てはペーチカが多〈用ひられて居る。 第

14闘はペーチカを持つ位宅の卒商圏であるが . 園示の如〈ペ ーチカは多〈数室の中央に取

付け一つのペ ーチカで 2 室乃至 3 室を採;援 して居る 。

ペーチカ の字新設は ‘ 一度投茨 をなし石炭が燃携 を終え( 約 1 時間後) パングーを閉めれ

ば、十数時間そ のま〉保温 して居る。その欠黒占とする虎は宰策の吸引がないので次塵の褒

生多 し 亦 その取扱方法が悪け れば屡々瓦斯が室内に漏決する恐れがある。

現在最も多 〈使用されて居るも のは、 錦戸式、宮崎式の雨型であり、第 15・16 園iこ示す

如きも のである 。

第17圃は奉天陸科大著書三浦博士の御研究に依るも ので、 錦戸 、宮崎雨式の CO. の漏j史

Jt の試験表である 。

第18圃はロ シヤ式ペーチカの一例である 。

温 水 爆 房

機械暖房には温水l援房、温気燈房. 燕汽暖房の 3 種類であ るが、此鹿には最も多〈使用

されて居る温水l援房の事を述ぺる事 とする。

温水暖房は先つ' 中以上の住宅 に多 〈採用されて居，: > ， Ｗ｝Ｈｾボイ ラ ーで焚き温め、之を温

水管ｾ通じて放熱器に議室り、悲で熱を室の空気に停えるものであるから、次塵の蛮生無〈

亦必瓦斯の心配も無いので極めて衛生的な媛房と云ふ可きである口

温水;暖房は温水 を循環 させる方法 lこ依り左の 2 つの型式に分ける。

1)  重力循環式 2)  強制循環式

現在満洲の家庭では殆んど全部前者を採用して居れ後者は特に大きな温水暖房の外一

般 には採用 して居な い。

温水暖房は建築延坪営' : > 22閤乃至30園位の設備費が掛る。( 但この内には煙突や媛房ピ

ットの築造費は含んで居ない)

配管には軍管式と復管式とがあるが殆んど復管式が使はれて居る。叉型式には上向供給

式と下向供給式との別がある。上向供給式は温水維は放熱器より低位置に取らねばならな

いが. 下向供給式は放熱器が温水樺色同一床面に在つでも設備出来、 E 循環4こも具合が良

いので普通用ひら れて居る。一般アルコ ラ式と掃するものは復主支管下向供給の温槽式の

事であ る。 第四国は配管の一例を示したるものである 。

円擁E主の位置に付きでは左の事項を考慮に入る可きである。

1)  採援する建物の賂中央に置〈事。

2)  石茨の搬入と焚殻の搬出に便にすること。

3) 壷夜採援する室に近〈すること 。

4) 冷蔵室食料品倉庫に遠〈 すること 。

ー''7'・



第 20圃ば温水櫨中最 も普通的なアルコラ ・ヒーターである。

カン

航

杭は浦人家屋の殆んど全部に構築されて居る ;暖房であるが参考の篤その大田谷を書き加え

て置〈 。

C … 排 水 コック

〈川井氏町l' 氏 に依る〉

伐とは所謂朝鮮の温突である。その雨者の 差 違は ｾ ＲＱ 闘に 示 す古 ｮ < 、此に在りては禁煉

瓦 、或は塩辛〈粘土を煉瓦妖に木枠に入れて打ち抜き、天日にて乾かし? こる日乾泥煉瓦の

事であり 、大きさは長 さ 1 尺 2 寸、巾 5 寸 5 分 、!字2 寸 5 分でめる) を以って築〈に劃し

朝鮮温突は抗床面に大きな板石を敷〈酷である。共に床下に火祭を通じて床面を温め 、直

第 19 圃 ・ 温 水 媛 房のi ! 1 ! 管

4E 主交 1直下向 4安信 夫:

H. . . 温水機 R. . 放熱器 T ・1多朕7)( 榊

E

量

'
a

a
噸

晴

元

持』 ー

」呈一雄: _ _ 5ι

接熱体導に依 りて人鴨に;援を輿え、 合せて室内を股め るも のである 。

奉天瞥科大塵三浦同士が邦人移民住宅に 、移民研究家屋を遁り抗の成績を御研究になっ

て居るが. その結果に従えば院の構造は縦貫式と横貫式 l とを組合せ? こるも のがー呑能率

が良好であ ると云ふ事である。叉同御研究に依れば板石の代りにコンクリ ー ト板を張り 7こ

るー所良結果を得られ? こ由である。

抗は室温を官会 ｢ 高くする必要な〈抗の上に座する時床面温度約 Ｓ Ｕ Ｐ ｃＮ 室温約 Ｑ ＲｾＱＵＰｃ

の時が適温であると云はれて居る。

禁ネ津ヰは石茨では火力が強過ぎる嫌あれ満人は主に高梁梓. 籾設、松葉 、柴、鋸屑、薪

等を? 焚いて居る。そ の量は極寒の時に於て高梁稗 1 日に 10相即ち支那斤にして 30斤乃至40

斤を要す様である。薪の量も大積同量である 。

院の欠駆とする所は院の床上は暖かいが土聞が甚fご寒 いことで ある。 ( 前記研究家屋に

於げ る試験では土聞は枕上より約 5

0

C も低温である)

次に院の構築材料＿こる黒煉瓦或は也子は甚 ｲｾ 吸滋性であり、火を焚かな い 時は様策を帯

びる のであ る。 故に夏期に於ても保健上叉坑の保存上週に l 度{ 立は探援せねばならないの

ー:4・



第 20 園 ‘ 新 7 J レコラ ・ヒーター

炊事録 ｪ 日ボイ ラ ー古ｾ 1J 20坪 以 [ '，75坪迄 能力 10Ji p以1: . 28刻、迄

第 20 園 ・ 新 ア ル コ 弓 ・ ヒ ー タ ー

、

鑑、

断 而 闘
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第 21 圃 ・ 満 洲 式 院 と 朝 鮮 温 突
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新 ア ル コ ラ ・包 ー タ ー 能 力 表

ボ イ ラ ー セ ク シヨ

レ ー テ

放 熱 庇

ｪｾｬ 放熱
加熱面秘書Z水 谷 匙 燃料 容 量 火床面積 荷造重量

y  ク.
商 税

番 号主 y の 数

平 方 吠

B. t. u.  
卒 方q尺

卒 方 吹 リットル 封 皮 卒 方 吹 封 皮

No.  24 4  420 63，()(ココ 18.3 14.0  27 71 0. 68 510 

No.  25  5  520 78，000 2 1. 5  17.2  32 94 0. 95 585  

N(l .  26  6  610 91，500 24.7 20. 5 37  117 1. 22  660 

No 27 7  710 106. 5∞ 28. 0 23. 7 42 140  1. 49 735 

No. 28 8  800 120，0∞ 31. 2  27.つ 47 165  1. 78  810 

No.  29 9  9∞ 135，000 34. 5 30.1  52 186 2.05  885 

である。殊に降雨のあつに時はすぐ火を入れる必要がある。

今一つの欠黙は時に室内に燃焼瓦斯が漏決する事がある。

満人はこの坑の上にアンペ ラ又は毛紙を敷 L その上に起居する もので 、日本住宅に於

げる昼の如〈、減人の日常生活に極めて密接なる闘係を有するものである。

結 雷

以上甚t: 組雑ではあるが満洲に於げる邦人住宅の採媛法に就き 、極〈常識的にー遁 b述

べ? こ心算である。

而して何れの採;援法を見るも、年 k 改良されつ〉あるが未? ご完全な りと は云ひ難き現献

である 。故にた Y に室温を高める事のみに終らす¥保温と換気との闘係をよ〈研究し、優

秀はる 媛房器具か出来るのと並行して . 建築に於ても完全なる換気設備を装置し、新鮮な

る益集と日光とを以って在満邦人を恐る可き疾病から救ひ、以って冬の満洲を民の楽土と

なし満裳八の瑳展ｾ期さなげればならない次第である 。

附ie 干潟を終 るに臨み 、参考闘表其他に付き御霊主示を賜りたる川井氏11*先生2えび回中良太郎先生

に深 甚 な る 感 謝の主置を表す 。

( 十一月三日明治 節の夜稿了〉
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犬 阪 の 都 市 美 座 談 曾

( 波宮順〉

* 様 誠 一 郎 氏 ( 大阪府瞥喜美 l¥il 建築課長〉

柏 葉 竹 治 氏 ( 大阪府聖子後部保安課長代型〉

小倉千ｾ二氏 〈λ 阪朝日新聞 n与 通事部長〉

木 津 谷 柴 三 郎 氏 ( 大 阪 rli ｾＮ白書 ミ 局氾燈 部 長〉

藤 原 伊 勢 松 氏 ( 蛍 ピ ノレ1 J - 業部主任〉

椎 原 兵 市 氏 ( 大 阪 市 土 木 部 公 闘 課 長〕

新l 1l f' 百 三 良11氏 ( 大阪朝日 新 聞批航空部次長〉

八 木 常 三 郎 氏 ( 民 告 協 舎 理 事〉

生 出 花 鞍l氏 ( ['11 秀
:t: 1" 

llill 事正〉

思 間 利 子 氏 ( 大阪 朝 日 新 聞 記 者〕

-・・・・ ・・........・・・ ・・・・・ ... . ... . . .... .. . .. .. ..・・・ー

C3:J:ー1-普順〉

片 岡 安 氏 〈 日 本 建 築 協 合 奇 長 〉

武 Is 五 一氏 〈 同 高IJ 合 長 〉

池 間 質 氏 〈 同 合 員〉

葛野7 t t 一郎氏 ( 同
合 貝〉

J俗 室 重 光氏 〈 同
合 員〉

鳥 井
信 氏 〈 向都市 計Ｑｰ￩ 委員合 ｾ 員長 〉

加 藤 普 吉 氏 ( 同 幹 ｾ ｊ ｏ＠

吉 田 信 武 氏 ( 同 手宇 If O 

I白井 幸 次 郎 氏 〈 同 号尽 員〉

幅 知 秀 夫 氏 ( 同 寄5 .l 'D  

f{l i  r仁 恭 也 氏 〈大阪 中 火 放 送 局 長 ) 1.原 清 氏 ( 大阪 朝 日 新 聞 記 者〉
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片岡一一 それぢや ζ れから座談合を始めたい主 事柄がどう云』、風に制限を受けるかと云った宇う

思ひます るが、使宜上本語: 座長を致しまして 、色 な ζ とが はっき習す ると存じます ので、 之 を簡 f再

々堵様に御設文を 申上 げ た い と思ひます 。 どうぞ に申上げたいと恩びます。 ζ の規定は{ 践に華社っと

うるさくても御許しの 粍をお願ひ致し ます。朝日 分けて見 ます と、大佐 2 つに分けら れると恩ふ の

新珂員土の方のお方から戎 は色々御註文が出ると恩 でああり ます o II仔ち其の一つは建築物の設計、戎

ひ まする が、 それは= ユースヴアリユーを生じ待 は形 と言。ますか、色 々な建築の主鐙ですが ‘ ζ

るや うな 問題をお出しになる ζ と L 本 想 像 致 しま の主慢に釣して美観上支隊が有 る とか無いとか云

して 、非 常に結構 なことであると思 ひま すから 、 』、可なり大きな事柄が一つある諜であります。 も

それに謝して皆様が御協力、御援助を ! fJ ' ( . s、やうに う一つは主と して外面的と 雪 ひ ますか、建築又は

希望 して泣きます。 本座談合は美御: ¥1 1 ! 1広から出設 建築毅 地の表面的な取締 、例へば外閣の例で言ひ

して居りますけれども 、美 御地区に捉は.れずして ますと. 汚損防止法と云った宇うな ものに ありさ

色々聴きたいと思ひますo 併し美淑地jJt; と云」、も うなものに分け られる と，思」、の であり ますo 第 1

のが制定 され て、美淑J 1J ! 区 の運用と云」、も のが先 の建築物 の主樋に載する ものを こ つに分け ますと

づ以で其基礎になって居る のでありま すから 、使 とれ迄か らあ る建物が環境を容 した り、外 部 の 也

宜上中湾建築課長に 一寸そ れ 等のアウト ライ Y を 裁 を 損ず る k 云』、時に之に針して除却改修と云」、

お話し願った ら結 構 と，恩ひ ます。 やう な民主置を命ずることの H:l 来 る 規 定であります

中海 一 一御指名に依り まして 、話 が少 し偏るの も う一つは訳計をしま 七て 、是 か ら愈 々 建 築 物 を

ぢ宇 ない か と思ひま す が 、美 御地区の ζ とに就て 建てやうと 云」、場合にその設計に主せする色々美喜高

級〈 椴略をば [011 l::. げま して 、御 参考に して裁きた 上の駄を考慮して行く 、持rr う云ふやうなことであ

いと恩ひます 。美 淑 地 区 は 御承 知 の 副 大 阪に於 mます。倫ほ 此 の美線上の考慮を激し ます のに 、

きましては 、昨年の 12 月に指 定になりまして 、主主 主象め美御池匿の中に区域を定めまし て、或は高さ

の思統は 丁度彼方にある岡町であ 0 ますが 、赤〈 の制限 であるとか外壁 の材料である 主か、或 は 主

詮りました大阪 際 から 大阪の 中矢野J 脈たる御堂筋 色を指定すると云」、宇 うな激倒的な 指 定が出来 る

を3也りまして 、難波際に歪ります部分、 それ から やうにな っ て居ります。是等の事柄は知事の権限

もう 一つは大阪際前 か ら波員長橋迄 '1) 南北線是がー として 宇って行 〈宇う に出来て 居りますが 、相 賞

つで あり ます。もう ーつは中之烏一得の匹域で あ 大 きな問題もあ る と云ふの で 、 まあ手鎖上相? 吉念

P ま して 、あの匹域か ら大阪城 前 、丁 度 電 車 i i H を入れます意味 に於いて 内務大 医の認可を受けて

に治ひまして 、今建築工事中の放送局乃品誌に 行 つ 重要なもの: " 1 ' 匙穫を 決める宇うな規定に なって 居

て居りますあ乃一帯、及び郊外也市の各絡 駄、. f! n l)ま す。それか ら先程分類致しまし た第 2 の部類

ち旅波線前 、馬場町の周閥、上本 町 の終貼 附 近 及 に鳴 す るもの で は、例へば建物の外部が汚損して

び阿部野橋の附近斯 う云」、やうな 所 に美淑地区が 居 る時 は、速 かに之 をば修理し ろ と云ふこと が言

指 定 された課であります。とれは都市計霊の議を へ る 主 か、或は建物の道路に面した部分、或 は 廃

経ま した 上内閣の説、可を得た課で あリま する が・ 場 、公 鼠 に商しまして、煙 突 が俊 な 恰 好に出て 居

此の美貌地区が指定されますると 、市街地建築物 るとか ・ ｾ は 排気管 が も Ｈも〈国を突 出し て 居る
法上の色 k な制限が加え られると 主になります o .!: 云ふやうな 見苦し い ものに豹しては 、之 を 禁止

諮 り市街地建築物法 では法符 の 第 15僚 にとの美喜!l す る と 云 ふ 方 針で 出来て居ります。 倫 ほとの外に

-Eに関 す る僚文 が あり まし て、色々建築物の構 未だ建物が建って居 らな い 酬 が あ っ た 場合には

造設備I叉は敷地に闘しまして、 美観 上必要な規定 其の主主地の周悶に板園ひするのが普沼になって居

を主務大 医が規定する と とが出来ると云」、ととに リますが、 それ も非常に控裁の惑い板悶ひで や つ

なって 居り ます。 E即Jlち との規定に占J基! 基まいて規定き れ て居ると云」、 ζ とであれば . 是は f紐霊1殺主 よ〈闘はせ

一居尉0 まする のが 、市街地建築物法施行規貝則リの第 る、戎は其の中をば絡慨麗に殺脚紙 を させる やうに

Ｕ 宝章苦 、 且即 ｈ ち 内務省令の第 ＱＳ お Ｖｾ 俊華か ら 第 ＱＴ Ｒ *後革迄の 事 が 命令士す る乙と古が: 出来る己とにな つて居る言器

F  

問に士規E定がある 言課平祭. でありま す。そ 己で 一寸3其毛 の規 で あ p ます。 現 柱ι: の大阪の美御地区の中で U .. 先

定の内容を申上 げます と、美 御池百五と はどうまとふ 程 申 し ま した高さの指定と云」、 ものは未だ出来て
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居り ませぬが 、 目下是は研究中であ P ます。近〈 なるものに闘する取締も相? 首選んで居る。結局喋

或る純関内を 考 へ ま して、高さ に閥 する色々 の指 建 に閲する もの或 は耳患者Eに闘 す るものに就いては

定も致 したいと考へて居 るの で あ ります。以上申 取締を苧り効果も穆げて居り 、耳と鼻とは法律を

しま したとと は美淑地区に闘する内務 省令の極〈 以て保護 さ れ て居 るが . 目に仰す る法律上の保護

大雑 把 な 御l陀l切であり ます o OT しな がら 問主催かに は唯一 つ の抗告 物の取締がある た‘ げ であって 、他

7 筒僚の内務省令であり ますけれ ども 、いざ ζ れ に何毎 回の不 快 を 取 締 るものがない 、 との 脱告物

を貨際のものに運用 して 行かう と云」、と 主になり に於ても醜態なるも の を排除しゃうと云」、だけ で

ますと 、可な D骨 が折れる のであり ます。翠 に骨 あって 、:都市 の美 翻噌溢と 云」、と とに は何等2えん

が折 れ る ば かり でなく 、都 市 美 淑 と云」、と との見 で居 らないのであり ます。つま り税径の取締 は映

方に到して 、是は倹程重大な責任があるととを 痛 鐙聴賢の保護より も後れて居たの でまふりま す 。 従

感する のであ P ます。幸ひ本タ1Jliさ れました ζ の 来 観徒に 闘す るもの は賛揮であ ると考へ られた。

舎が先 程舎長 のお話 にあ P ました やうに 、 ζ れか との考 へは ilJ : 界各閣 とも同 じで ある が、併 LI歌洲

ら色 々有力 な皆様方の 美搬に闘する御意見 、或は 各 図、濁 逸、俳 関西 、英吉利、伊太利等は 、古 来か

都 市 美会也 に到 するお考へ など をお聴かぜ願 ひ、 ら立i民な 建築物があり 、是等と相並んで 近代的の

或 は 其 の 他の方法に依り まして、色々御後政j を願 おかし な物 をill て られ ると困ると 云」、輿 論 か ら、

ふと云ふ と とになりますれば 、恐ら くζ れの運用 かなり t.. くよりこの記念建築物或 は古建築物 を保

が将来級めて闘滑に行はれ、きう して市民の感じ ま箆 L 、都市の美糊制平日の見 地 から 中日常取 締って居

品l絞 り 込 み ま した都市美 が 完成するのでないか と るの で の り ます。最近に歪り 、凋 逸に於て は所311

恩ひ ます。革1.は甚だ筒躍で はあ りますが 、と の御 自の取 締 と云」、意 味 か ら都市に美: f ，U! 地区を 指 定 し

設明をすると同時に 、併せて此の終来の御活躍を て 、白書患 な る 物の産 出を排除する美監; 取締法が出

ばお願ひする次第であり ます。 来 、軍事務 機 に依って取り締って居 るの であ りま す

武 図 一 一片岡君が一寸波行 す るので中坐 しまし 瞥 祭の 力 に依 ってとの目を保護すると云」、淑念 は

た か ら、私代って主主行係 を磁lめ ます。次に鳥井君 非 常 に主主んだる御念 でみつて 、普 油の保 安に力n...; 、

に都市計 奮 の方面から 何 か一つお考へを・・ 回一 るに自の保護J l [ J ち紛糾t的の保護を法律に依って取

鳥井一一 私 は 大 阪の 美淑 地区を 指定する に賞つ 締るのであり ます o !ili 米利加で は古い建築も無 け

てお手停ひ を致して居る者であり ます 。都市計 登 れ 1'1、法律的に新う云」、もの を取締ると 云 ...;.ζ と

及び市街地建築物法が大阪に適 用 さ れ ま して から は自由主義の図 柄 丈けにな かなか銚かしいので 、

約 15年になり ます、其 の! 切に於て都市計食の施設 輿 論の喚起に依って 都市美委員舎を匙;織 しとのf ) j m

K致 し ま して I-:l: 、道 路、公 闘 、地 境 、防火地底 、 慈 及 び 醜 惑なる 物の ilf 出を防いで居り ます。 日本

風致地区等、着々と計塗或は究施して居り ます際 ではと の 目に霊すす る保護は凋主主に倣って市街地建

今日 、漸〈 美観 地区の 指定を して 、而も 大阪の会 築 物 法 に 於ける美観地区の指定及び ζ の草野察 命 令

部 か ら見 ますれば 、非常に僅かな純聞 に於て指定 に依る取締と 云」、もの で可な り立訟な法律が 出来

せ られたのは 一世 ど う云よ・課であるかと云ふとと て居ったが 、n際 に美1民地区を 指 定 して建築物を

を先づ以て申上げたいと思ひます。今日 の従舎 の 取締って行く こ とを鴎 践 して 、 15年間を経過した

欣 態 を 見 ると先づ都市 時 代 と も 考 へら れる時代で ので ありますomう云」、 宇うな課 で、1止乃主主んだ

あります。人 は都市へ都市へ 許集中して共同生活 る人 はと れを必要とする けれど も、未 tii 止の多設

を轡み 、其の問 K 於 て利 害 反 す る 者が相隣 りせざ の人はとれを諒解するに脊むと云ふやうな ζ とか

るを得な〈さる L 録 、健 康 上 或 は安寧上又 は道徳 ら、地 匿 を指定す るに付 ても なかなか骨が折れ 、

上 の 見 地 か ら種々なる法律を以て之を保護されて 叉指定数しまするものは /pi ぃ範聞に於て とれ を遁

居る。 即ち非常に普を立てるものは普を立てない 期すると 云」、 と主が困難なる震 に、先 づ大阪市 に

や うに し、喧しい工場 には脅を立てさぜぬやうに 於 て 都 市 の面目上重要なる地駄を撰んで 、極〈ノj、

したり、戎は工場を遠い所にやるとか或は電車の 純 国 に於て指定し 、 との 小純国 に於て市民の美的

苦や自動車の音に闘する取締 I- : l : 中目首・にやって居る 私餐をな し、 更に鎖i施闘と披張せんとする考へで

叉衛生上の見地から 、非常に汚い臭い 、又は有害 あり ます。次に大阪の今迄の美貌の欣nはどうか
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と云』、に徳川時代 か ら明治初 期 にヨミる迄町委員とし したやうな害事であ P ます。只今御指名 にな り ま し

て相賞 の面 白 を 保 持す べき鐙裁を 備 へ て居ったの で、府 告 物の取締 に 就いて 何か誌を せ よ と云」、と

であります。然るに 明 治30年頃 以降か ら人口集中 とでどざい まする が 、府告物の取締に就き ま して

の結果. 今迄の都市は其の機 能 を 失ひ、道 路は挟 は、只 今 鳥 井ーさんからも詳しくお話がどざ い まし

〈て用を足さぬと 云」、 やうな ζ とか ら、都市の中 た。私共が 日常取締に笥・って 居ります根嫁 と申し

心 部 に 於ける 改 造の銭に 10有儀年間を縫 い 漸〈 ますか、基本に泣い て居り ますのは 、既 に皆様も

に してとの瞭路が出来むとする 宇うな 課 で 、都市 御承知の Jili l) JJli 告物法主云」、法律及 び大阪府 令の

の目賀きに 1ji. る腕が改 造の震 に混乱 に陥り 、美術 院告物取締規則と 云」、ものでありま ? が 、 it 符も

的の秩序と云」、ものを失っ た。 己れ に長い とと恨 明治441F 頃 の古い法律 で あり ます し、大阪府令も

らされた震に 、市 民 は都市の 美搬に劉・して会然無 大 I EJ 5年頃に告Ij J E された古 ν もので ござい ま して

胸心の欣態に置かれて 、梅田と云」、所 は汚い々々 昨年施行され ました美御地区の股告に 就 い て は 是

とは言びながら も、輿 論とし てとの美的 改造促誕生 非共 i j tIE をし て行かなければな らない 欽態 になっ

を宇る元気もない迄 に償 らされて仕舞った。それ て居 るのであります。間より私共事華聖書の仕事とま主

主同時に 一面に於て は商工業が盛んになった f誌に しま して I'I 、成告 物だけではないので& りまして

大 阪 に商工業都市であ るから 、美淑 な ん て 云」、も 総て の方而に於て殆ど原則的に なっ て居りま す 公

のは 問題 にな らぬ。美淑は 京 都へ行けば宜 ぃ 。 奈 安 、 風俗 、衛生又は危険議防と云」、 やうな 駄 に就

良へ行けば宜ぃ。 京 都 宇 奈良は 抵 の 都であっ て、 いては総 て瞥妻美力の波動. を 見 て居 るの であ ります

大阪は夜の都であると云ふととで誤魔化して居つ が、就中との庇告物に就き ま しては 、美湖 、風 致

たの であり ます。 併 し段々都心者自に 於ける道路及 と云」、やう な劉ーにill きを置かれて居 るα で あり ま

び成場、或は河畔 一帯 が整備さ れて来る に従 って す。 今 夕i I l i され ました都市美の峰談合 に於ても 美

之に立ち並 ぶべ き建 築物は 相官立汲な ものを 必ｾ 淑 地区の rut 告 と云」、 ζ とに就 きまし ては、只今申

とする乙とが輿 論 となっ て現 れ、之 に依 って今日 上げたやうな意味に於て 、我々 に於て も非常 にA

僅かな がらも美被地区の設定を見たのでありまナ 大に考へて居るのでありま す。 美淑 地 区の /pi 告 物

るが 、 とれは勿論瞥妻美命令であって、極〈消極的 をどう云」、風にしたら宜い か、全然これを禁止 し

なも のである o ｾ思惑の 徹 去 と 云 つでも Ｎ さう思ひ て仕 舞ったら宜いか又大阪 の ヤうな大 都市 に Ｑｾ て

切ってや られ るもので はな い。 叉 新 しい物の醜悪 禁止をすると云」、ことは色 々困難な事情を伴ふと

を排除 する と云っ てもさ う出来る ものではない。 云 ふ の で 、中目蛍制限をしたら宜いか 、叉 J8i 告物の

結局積極的なものは殆 どないやうな 歎態で あ って ｾ狐とか 、戎 Ｑ ＧￌＱｬｾ 告物 設置の目 的と 云ふや うなｬＡｬＡｾ

. 妻美力に のみ額 っ てと の完成を 期する 評ーにはfiJ 底 に付て制限 を したら Tμ 、かと云」、やうなととに付

行かない。 ど うして も輿論を喚起し 、奥論に 惣へ きましては、 目下改 E 規 IIIJ を練 って居るやうな j諜

て、斯 か る物を あ L 云 ふ所 へ建て られ ては困ると でどざい まし て、幸 ひ今 夕斯織な 舎を他され ま し

言って 、主主の輿論の 力に依って 蹴 惑なる物 の歳 出 て、大 阪 に於て有力な皆様方 の御合 合の席上に私

を防 〈・と 云ふ 所 まで至 らなけ ればならぬと考へる も列席をさせて鮫 きましたので 、充分其 の駄 に 就

のであります。ど うか皆様の お力を得 まして、今 いては色々御意見を承り まし て、私共 が規 則 改 正

後 と も 都 市の整備を 翻り 、大 阪 の 都市 の面 貌 を 保 の上に於きまし て 、色 々援助 をして扱き たい と云

持 す るやうに努めた い と思」、のでありま す。 . . s 、 考 へ で あ り ま し て 、甚だ失鐙 でどざい ますが 、

武 図 一一 どうも 有 熊 うどざ いました。 次 は保 安 ζ れ か ら十 分 一 つ 承 P まして 、篤主能〈研究を致

課の稲葉さんに炭告物の取締 l亡就 い て お 話 P 願 ひ しまして 、充分 皆 殺方の御意見を改正規則 の上に

たいと恩ひ ます。 取 P 入れて行きたいと 云」、風に 考 へ て居 りま する

稲葉ー一私は保安課の稲葉でどざいます。本日 から 、 どうぞ宜しくお願ひ を致し ます o :tt: だ簡 単

は藤原課長が是非出席したいと云」、と とを承って で失組であり ます が、 ζ れを 以ちま して御免 を 家

居 ったのであ P ますが 、午 後 4 時頃になり ま して ります。

念 用 が 出 来 ま した ので、 手ょに代って出席をせよと 小倉一一稲 葉さ んに 一寸お伺 ひしたいの は、 と

云ふ ζ とでありました の で、私がお伺 ひ を致 しま の美観地匿の際告ですね、 ζ れま で この際告が慈
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いとか、何 止 かで、 緊 Icに なった と云」、やう な例 皆 様 方 の方 でも 一つ 斯 う云」、や うな駄に付ては充

は 様山あ ります か ? 分 御 研 究 を し て 裁 きた いと 思っ て庶ります。

IDJ l - 新 た な 物であり 京す か ? 武 田 一一今日 は幸ひ皆様がお出 でにな って居り

小倉 一 ー さう です 。 新 た な 物 で一 口 ます ので 、色々御意見を伺ひ 、英 の 上 で一 つ・ ・

mJ l - 左 様ですね。 さう云ふや うな ζ とは只 それ で は市 の公 劉課 長 の椎原 君 に緑 地 だとか 、公

今 のf!rではないと思ひ ます。 闘 と か云」、とと で 、市の美 慨 にどう云」、ft・献 を し

武 田 一 何 か 他 に お話は ・・・ ー た ら1i : い か。 お 考へがあり まし た ら一 つ簡単に ・

勉弁 ー 今 後美 観地 区 に 大 きな 民告 など が、例 ・・・。

へば間島11 足袋 だとか、仁 丹 だ と か、普 油 の 高 さ以

ヒのお い物が立っと すれ ば 、何 か それを 取り締る

とえ」、阪 で も あ る の で す か ? 或はネ オ y サインが

ど たど たと ありますけれども 、あんな 物 は何 と か

巧 ( や って欲しいと私共思」、の で す が、何 かさう

云」、と とに就いてや る肢はどざい ますか ?

稲 葉一一色 御々意見がありましたら。 具般 的に

御 指 示 を し て 獄 き ま す れ ば 大 鰐 結 構であります。

只今の ｦｦｲ で は 今 ｲｾ し上 けＧたや うな具合に 、 府総の

私共と致しましては 、 色 々草案 l亡付て研究 を 致 し

て謄りますの で、おさ とかぶ・」、やうな 鮎 Iて就 いて

は未 だ官lil っ かり決めて居りませぬ。 又ネオ y サイ

y を ど うするかと 云・ふこ とに付て も今 研 究 中 で ご

ざい ます。唯美 御 地 図 内に従来 あ り ま し た 物でも

期 限の来て居る物 l土、 ζ の改E 規則の結果火絢l迷

惑 を 掛け る苧 うな ζ とが あ ってはいけませぬ ので

一時 待っ て裁いて居 ると云」、やうな 物はどざい ま

す。

木 津 谷ーーネオ y はν、け ないと云」、やう なお話

があっ たゃう です が、 さ うぢ ゃないの で す か噂 が

あり 京 した ゃう で すが

稲 葉 ー ー さ う云」、ととはござい ませ ぬですね 。

藤原一一ー私 共 承 っ た 所 で は、ヌ1正常か監置か知りま

せぬが 、康上に あ るf 1t uili /1li 告若しくはネオ y サ イ

y で も 、 是は応 のr.1i 告 若 〈は 尚 応の他 物を掲げ る

宥板 と認め られ る 場 合は割合可する 。但 し有 料 の 特

貸 しをする庇告と 認 め ら れ る 場合 には 言午 可しな

い。さう云ふ方 針 で 進 ん で 居 られると云」、 や うに

開 い て 居 りま す が・ ・・

稲 葉一一 脊 慨 際、市1
I奈 川勝な どはさ う云」、やう

なl!!r1i に就いて 11 能 く具位 的 に書いて居るさ うであ

りますが、大 阪は まだ 定めて 居りませぬ。今後 l土

台ｾ ( 研 究 して 定 めたいと思ひ ます。

武 田 氏告と看板との区別をはっきりし たも

のが何かあるのですか 7

稲 葉一 一 随 分 是 は般か しい問題であり まし て、
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椎 原ーーと の美淑 地 慌の方 面 か ら考へ て見 まき

る と、大阪のやうな 商工業の 虚 んな 、殊に15市 方

面の殆ど主主地空宇のない 建て 込んだ、所 では 、衛 生 上

か ら考 へて見て も公閣 の欲しいのは 尤 もでどざい

ます るが 、一 寸公闘 を設け て人口 の密 集 して居る

Ffr に美仰を添へると云」、ことは図錐なとと L 考 へ

ます。 それで手っ取り早いのは 矢 張 り 街 路 樹、 Ji ll

ち Ｚ ｾ�Ｎ 木であ リ空す 、 Ｚ ＮＱｦ ￪ 木の立 ｩ 氏な もの を設けて 、

其 η 者ffli の美慨に貢献 す ると云」、ことが 一番 手 っ

取り早いも のではな r かと 考へ空す。大阪市 は 今

並 木 を 約271f. 6千 本ばかり 持 っ て居ります が、並 木

7どけ で な し 今度 成路の方にあ λ 云」・紘地帯 を設

け て、 芝ゃ ｗｩ 木を植え 、 並木地幣 を もう 一 つ 修 ￻￭ｾ

した もの に す る。都 市吉|輩で街 路 を設ける 時に来

干 の不別のゴー地 と 云 へば、百{}*- が あ ります が、除

地 、依 っ た j . }也がちょいちよい出来る ので あリま

す。 さう 云」、所を 街 闘 と し て設け る。例 へ ば 上六

の 大 軌 の前の 公 ｾｩｪ も街路 の一部 分として出 来止 も

ので あり ます。古いもの で日 本橋 のFfr に 3 角 地 が

お の爾 fWI にあるとれも iu路 を設ける時に 、以前の

青l 強 と今 の音I.lll:と 喰 ひ逝っ て、其 の除 地 が 3 角に

雨方に残っ た。 或 は恵美 領事寄祭の桜 の所 とか、寝

屋 川 の 改 修、総 江川の主II 立の 時に 、明Ii詰iJ ぬ 惰 か ら

下 流の 所 に恭子のｾ地を泣 いて 街闘 を設け まし た

其の他之に お1するもの が、 まだ 4. 5 筒Ffr あり ます

が 、 さう云」、街闘は今後も盆々 告書山出来る やうに

心 掛 けて居り ま す。

それで並 木 も翠に植える だけでな い そ れを保

護 し て行 〈 の が大 切なととであ って、植えただけ

で保 護が十分行者届かなかった ら、却 って美に な

るもの が間になって来る 。 さ う云」、械に なった 所

も、遺 憾.eあ りまきが 、Ffr 々あ るやうな欣態 で ど

ざい ます 、 其 の 樹木の積 ｬｾ ｬ に就 い て は色 々研究し

て帰り ますが 、今の 所 矢張リプラ タナ スが一番 好

成 杭 を符て、 どう云」、所 に植え て も育 つ L 、比 較

的ー智 治 と か、他の被 害が少 いと云」、の で、 世 界 各



聞と もプ ラタナスが 一番号と虚 を勉め て 居 るさう で

ありますが 、大 阪で も 約 2 m6 千本の中の 6 刻 以

上をプラ タナス が占めて居り ます 。 日本 国産 のも

ので ないか ら、 もう少し日本国産の ものを選んだ

らどうか と云」、設 があ りますが、 日本図i l E の もの

で は徐り泡' Mな ものが 少 〈て 図って居 るのであり

ます。東京は イテ 7 が可 なり成絞を着陸げて居る。

重量も随分海山 あ ります が、 とれも 東 京 市 の 公 闘 課

長刀誌を聴きますと 、 東京の ｾＺｴ 気も非 常に惑 く な

っ て、前 の やうな成績を祭げ得ない 。 近 来 非 常 に

怒〈な っ た か ら、成る べく 市 中 は 避 け て 郊 外 に 近

い方 に イテ 7 をやるやうにして居ると云」、とと で

ありまし た。 大 阪でも ど うもイテ 7 は巧〈 参り ま

せ ぬで、 まあ今 度 幸 ひ市 が大 きなイテ 7 を持って

居 P ま したから、民路に植えて見 ました 。 此lfr は

諮 路が鋪 装しでありませぬか ら、相官f の成 総 を 奉

げる と思 って居りますo 他 のプラ 9 ナスとか. タト

の樹木と主主ひまし て、可 な り 成 長が鈍 い。鈍いと

言ふよりも 、植 え 痛みがひどいの であ り ま し て、

どうしても被えて 34年 間 は辛 抱 し て 居 ら な か った

らずんずん成 長 して来な い。日本のものでは 、 イ

テ 7 の 外は青桐 が可なり 大阪の地 に 遜 し て 居 る や

うであります 、是は大阪で今から 15年 前 に 電 気 局

の前から川縁: つ方に植えた が、 何凶植えても 枯 れ

非常に不成績であっ て、 どうも 、背 桐 !工大阪には

駄 目 だ と 我 々1: 1 諦めて居りまし た所が、主主 4. 5 ｾ＠

前から 他 の場所に植えて見る と非 常 に 成 紛が 良〈

て、而かも秒呆で土 気の一無い一番惑い所にプラ F

ナス と宥摘を並べて植えて見' : : lfr tJ : 、青 桐 は どん

な炎天で水が充分行かな〈 て も、平 総 な 飯 で 居 っ

たが、プ ラタ ナ スは参って仕舞ったと云」、 やう な

例もあります。さう云 4 、試除をや って 見た結果、

背桐 は大阪に は相官t成績を厳げるも のと 恩 ふので

あります。其の 他 三角 楓 と云』、の は 日本 特有 の木

でありますが、 とれ も充分の成績を穆げる ζ とは

出来ませぬが、先づ 6. 7 分位の成絞を 穆げて居り

ます。 又ア カ シヤと云」、木があって 、非 常 に 繁 殖

力が強い。是も可なり植って居ります。春先き は

非常に芥 が椅鹿で 、美貌を 曇 し て 居 りますが、ど

うも 9 月の末、 10 月に入ると薬が ポ ロボロ落ちて

後が非常に不成績であります。それで我々は今出

来るだけ並木が良〈な るやうに 闘っ て 居 ります 。

其 の他市内 に 1 ;本でも 大きな 樹 が 残 る や うに祈

っ て 居 る 者で ありま すが、 どうかすると少 しの加

減で以て其の木を道けると k が出来るに拘らず 、

避 け ないで 、様を伐って仕舞ふと云」、例が随分海

山ある 。段 々時間が長 くな りますか ら、3毛η 例 i主

申しませぬけれども 、 出来るだけ市内に残って居

る木は保存 して 行 きたいと思って居リます。 そ れ

か ら河岸地でありま すが、河岸地は今か ら30年.

35.  Ｖ 年前にｾ主随分 柳 が 川 の 縁 に植って風致を添

へて居った苧うに古い人か ら聞きま したが 、 さう

云五、所は随分海山無〈なったやうに思ひます。 1折

う云 ふ 所は成る ベ〈 残 して戴〈宇う にお願ひする

次 第 で あ り ま す。 河岸地で相i ¥な建 物 も 建て ら れ

なくて 、 樹 木 を航 え られ るやう な所 に ゴ チ ヤ ゴ チ

ヤ と家の建って居る の をチヨ イチヨイ見受け ます

が 、柄がfkい所で さう大 して大きな建物も建てら

れないで 、 ほんの 燐 寸 絡 を 績 に 立 て た や う な 家 し

か主主たない所 は、何と か其の土地を持 って 居 る 人

の徳義心 で以 て建物を建てないで 、樹木等を植え

て美観的 に効果を現すやうにして裁きたい。徐 P

話が長くなりますから 、 此の迭 で … . .

武 田一一次に堂ピル の藤原さん、一 つ都市美と

ピル の綾 僚 か何かお感付きがありま したら 、お 話

を願ひたいと 恩 ひます。

稼 原 - 至 って 若 い 者で どざいますから 、皆 様

の御 参 考 になる 宇 う な 窓 見 は到底述べ切れないの

でどざい ますが 、J i l : は私 ピル ダ イング のfsi 告 と云

』、問題で、少 し主主: 意然な意見を申述べて見たいと

思」、のであり ます。私の方のビ ルデイ y グでは表

の方が大概商庖にな って 居りま して、 ズツ ト表泊

りの j苫は ネオ y サイ y を入れて居るのでどざいま

すが、緩上の方に従来日置告俊があり ま した のが 、

今 度期限 が 来 ま したので 、府 の方で 緩 綴 を一寸 取

り消 された形であり ます。 と れ に 付 て は 氾 飾 府 告

と云』、ものが美であるか醜であるか、 ネオ Y サ イ

y が美であるか醜であるか、それは人奇に依って

見方 も主主ふと 思 」、のであります。先達て潟認証から

交歎放送のあった時に 、東京の銀座 の ネオ ンサ イ

y とベルリン の ネオシサイ y と何方が紛1 mかねと

言はれたやうに記憶して居りますが、 要は一 般 に

排斥すべきものでもない。町長ヂザイ Y なり 大 きさ

なり 、色の配合なりが非常吃 あ くどい場合にそれ

が醜 に感じ られるの で 、主観的に見ましたならば

ネオ Y サイ Y の中にも或は美しいなぁ と思ふも の

がな い 諜ではな いの であり ます。乙れに 就き ま し

て は、J好の方 で も 稲 葉 さ ん 溢 P が一生懸 命 に 今 御

5 7  I  



研 究 '1' でございませうが、一般 に 危 飾 民 告、 ネオ

Y サイ y を排斥すると云ふ方針を執られずに 、要

はそれが美であるか鴎であるかと云ふ美械の御念

l亡依って一 つ 決定して鍛きたい の であり ますa そ

れ κ 就いて美とか蹴とか云ふものが各 々主糊的の

問題で解決出来ぬも ので あり ます が、私 の 考へ と

激しまして 段 、美翻区成の成告物の設置に付ては

府港りで デザイナーなり 、建築家なり 、お役人な

り、よCの道の椛威の人主主で老年査委員合のやうなも

のを tE リまして 、最近新聞で見 ました 炭 告 物 取 締

改正委員舎と云ふも の が今度成告物の取締法に付

て何か規則j を研究「ド らしい ですが . それとは別に

叉美籾区域内に闘する民告物に就いて泡? 苫なる審

査機闘を設けて 、 それに依って ζ れ を許すべきか

計すべからざるかを決定 して戴いたらどうかと思

ひます。それからとれはピルデイ y グの話とは; 1i !

ひ ますが 、私の方は t ド之ぬ公闘に近 いの で 、お呈E

の時1切なり 、仕事が済んで・から よくとの 公 凶 を 散

歩する の であり ますが、私主主が公闘に行かうと云

』、気持は 、疲れた頭を休めに行か う と云』、気持 で

行くのでありますけれども 、 どうも公闘の中で自

動車に主主ひ駈けられるので、折角休みたいと云」、

のが、 話Eに斜l認 を 摩 V l成される宇うな気持が3 ! i I C し

ますが 、あれは何とか取締る方法はないのであり

ますか? 、此 の溢 は稲葉さんにお願ひ主主します。

武 田一一 稲葉さん御迷惑でも一つ後で悌 〈御研

究を躍耳ひます。

稲 葉一一公闘の中を自動車が jffi 泌することです

ね。

藤 原一ー ハ ア ? 通過するととです。

武 田一一 今直ちにお主主へ をI f J i . . ; 、よりお考へ泣き

を願ふのでせう 。

藤 原 一一 左 様です。

武 田 一一 そ れで は次に新野さんは輪車芸大阪を上

から御覧になって居る宇うですが、1-. から御貨に

なって 、主主からの美籾に就てどうしたら宜いか と

る道路を走 って居る場合' "こ念に 挨ゎ舞ひ上って居

る道路 に入っ たやうな気分がして 、 それで第一 感

じを訴する 。 それか ら上から見 ま しても 、大位は

一平容に黒っぽい色をして居り まして 、殊 に 西 の 方

一 帯ｉＺ ￬ 汚い宇うであります。 尤 も汚い汚 ｶ 、 と ｱｾ し

ますが 、革1，倖 l主始終大阪 D 上を飛んで居りまして

まあ可な 9 美しい o o日目都市美と言ひますかさう

云」、ものを主主見することが 、多〈あるのでありま

す。丁度中之島返り 、朝日 ピルを一番手前に置き

まして 、大阪城の方を見 ますと 、 ビジネス セ y {it

ーの北涜返り のピ ルデイ ング其の手前に中之烏ー

帯 の多少般の 入った景色と 云 λ 、ものは割合に 近代

的な美し さぢゃないかと考へて居ります。それか

ら毛馬の附門 η 方から機ゅ宵の方ーキ帯、 それ位な

ものであり ま して 、又でも徐リ上から下を見まし

て、級と云』、宇うなもの を見 ない やうであり空す

先 程持方か大阪の美観に就いて相官f植 木 を植 えて

居 られる やうなお話があり まし たが 、主主から見ま

すと 、非 常に範闘が狭いやうに考へ るのでありま

す。マア割合に樹木の多いのは 、天王寺附近と 、

何と云ひましたか、一寸高自になって居ります上

本町溢りでありますか、 お寺 の津山ある 所、 あの

附近が多少樹 があるやうでありますが 、西の方に

歪つては 、 もうj ! ( ，亡唯黒 っぽいだけであります。

併 しあの汚い滞ゃ何かは 、高い所に上って居りま

すと 、非常に美し〈見えま す。距離が主主いだけに

徐 P細 か ν、汚なさは見えない 、一般的の黒っぽい

努な ill ぃ汚なさは見えますけれども 。一 番 早 〈分

りますのは 、 大阪のｾに昇りますと 、 新しいプロ

ペテが一週に良つ黒になる 、I i ! f 竣が上" こ浮いて居

る諜であ ります。それから下を歩きま した 時と上

と主主ひますのは 、下の大きい道路を歩きまして 、

表 か ら見ますと 、 洋館の恰好をして居るので 、洋

館が非常に多いやうに恩ひますが 、上から見ます

と、日 本語記が非常に多い。飛行線 の上か ら縦 に 見

ました時と 、績から見ました時とは大分舞って来

云・ふととを 一 つ・・… ， て居る宇うに見えます。街路樹なんかは大値 上 か

新 野 一一 大佐官長り都市美なん て云」、ととを考へ ら見ますと 、 さう大 して絵に見えない。下の地而

ながら飛んだ ζ とはなく 、忙 しく飛び廻って居り が透いて見えますから 、総の1置と しまし ては. 非

ますから 、 大 して気が付かぬのでありますが、 他 常 に僅かなもの であ ります。婚来像程盆の交温量ー

所から人が 飛 んで来ますと 、一番 良先告に大阪 と でも 多くならなければ 、 ｾからの都 市 美 な んと云

云』、所1':): 汚 い な ア と言」、。 それは第一 黒 い 盛 換 が ふ ととを言」、人 もないだらう と恩ひ ます が、さう

たまっ た都市蝿 霧 と云」、やうなものが 出て居って 云ふ震 には官会程紘を多 〈伎は ないと聞に 合はない

非 常に主主が汚れて 居る。丁度自動111で鋪 装 してあ と考へるの であります。; 先程一寸 普のお話があり
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ましたが 、私 等 商 賓 か ら 見 ま し て 、普 は 徐 P 祭に 恩のエツ 7 エル塔が、最近は才、オ y サイ y で はあ

致 しま せぬが 、飛 行 場 が 儀 り都 市 に 接 近 し て 居 つ りませんが、普 通の 電飾ださうですが 、 そのエツ

て、始 終 都 市 の 上 を 飛 ん だ りし ますと 、 コ ースに 7 .x. ) L 答 がfsi 告 に依っ て電 飾 さ れ て 居 D，i密か シ

営った人の住民I 1 . WJ 合 に 朝 早 くから起さ れ る と か トロエ y 自動車 のfsi 告 だ さうです が、千 尺 徐 も あ

夜 間 飛 行 令の時 に は 夜 中 に 大 き な 普 が して、 目が る、あのエツアエル塔が令部氏告で電 飾 さ れ て 居

畳 めるやうなととにな りますが、都市の中に合ま るので 、非常に m燈料が掛かつ て、 流 石 の 大 成 告

れて居る飛行場と云」、も のはｾ守系交 ｩｗ 涯がうんと 主も毎晩電気を動けると; 虫もやり 切れな いの で 、

大きくなった場合にはどうかと考へるのであ P ま - 1却に ニ l凶、7k l!la と土限日とかに貼ける、主主の 時

すが 、結 局 大 阪 市 の 今 考 へ て 居 ら れ ま す 大 和川 な は 巴mのTli 民は勿論の ζ と、世界波行者つまり エ

んと云ふものは 、 さう云」、駄から多少宜くないの トラ y ぜがとれを見に行〈 、或 は 巴 患 の 締 人 平 子

ぢゃな い か と思ふのであ P ます。杜撰な話であり 官¥i童が外閣から来たお年与さんに 、今日 は71 < 綴目だ

ますが 、 それ位のこ とで 、後 程 又 叙 が 付 い た ら お からエツ アエ ル培に沿叙が貼〈、あれを見に行き

話 を 申 上 げ た い と 思 び ま す。 ませう と云って伴れて行くと云ふやうな官製で 、 巴

武 図 一 一有縫うございました 、次 は 成 告 協 舎 の 阜の名物であ り又世界の名物にな って居る。其の

八木 さんに一つ 同じゃ うなI問題に付て u ・・・ ェツ 7 - " ノL 塔が1 ' 1 : に炭告に依って電飾されて居

八木 一 一甚だ俗越であ P ますが 、大 阪 の 践 告 図 る。私 は東洋の マ ンチェス ターと 言 は れ て 居 る 世

位 、大 阪ｾＧ￬ｩ告協合 、 大阪 ｦ￟ｩ 告研究￭ａ集部 の 代勲者 界 屈 指D 大商工都市である所の大阪の美淑地区は

として一 寸気付った所をお話させ て戴 き ま す。美 勿 論のとと 、大 阪 の 玄 腕 殿 前 と か、或 は水都大阪

籾 地11k と して大慢 に於て烏 )1 さんのお出しに な P を代表する堂島 川の 沿岸と か、 或は中之島公闘の

ま した パ y 7 レツト「明朗郷市の建設 J 11.非常に あの反中途りにでも 、 さう云」、風な立波な電宮市が

結構だと恩ひまして 、出来 る だ け 早 〈 之 を 賀 行 し 一 つ あ っても 、そ れが鴎でなかったならば差支な

て裁き たいと思五、者でどざいます。 併し l資告の伽j いのでないだらう語、是は1 ' X : は極端な我田引 71<で

限に就いては訴事者として多少の意見があると思 あるかも知れませぬが. 民告 必 ず し も 全 部 が 醜で

ふのであり ます。何時も 能 〈申し上げるととであ ないと云ふ淑念を養って民きたいために一言申 し

りま すけれども 、外国はどうか知りませぬが 、日 上げて泣きます。

本 で はfBi 告 と 云ふ と何 だ が 厭 が ら れ る 按 ひ が 一 寸 それからもう一つは美貌地w ; も 各 図 に 依 って 各

あるやうであり ま して 、/1Ii 告と 云ふと 、直にl I Dt 慈 々個性を滋揮してはど うか、例へI ' t 巴里の美淑地

だと 云」、やうな考へを持た れる の が 非常 に 多 い や 区或は倫敦の美淑地匹、紐育の 美 潟地 底 、イ白;林の

うであり ます。それは一例を傘げます と明治初期 美 御 地 区、大阪の美翻地区が皆同じゃ うな一つの

以来像 り上手でな ν、、汚 ν、時々新聞紙上で見まナ 形態を辿って居て、先手呈もお誌 があり ましたゃう

やうに 、黒に白抜舎のデ カデカとしたやうな汚い に、1 m 路にはプラタナスを金部一様 に 植 え る と 云

股 告、ド ギツイ氏告を見慣れて居ら れ るの で、さ ふ やうな 、模倣と Ij1 しますか 、世 界 共 通 的 な 美 幌

う云』、と止になるのだ ら うと思ひますが、 外留の 地w ; では面白〈ない、巴里 は 遜 首 都 市である が、

雑 誌 と か 、外閣の新聞倖を見ますと 、非 常 に ヂ リ 大阪は商工都市である。能〈合議所の方々が洋行

ケート な、 日本人ル我々が見 ますと 、一 寸閑の欽 されて跨っ て来られた人の話に依りますと 、同じ

けたやうな府告が多い のであり ます。 所 で 、; 先程 ] l ! 米利加でも 、級 育 の 市 街 に 入 っ た時と 、市 俄 古

族原さんがお話され ま した や うにネ ｾＮｹ サ イ ｹ の に入っ た時とは非常に感じん主主ふさうであります

穏に移り ますが 、 ネオ y サイ y も此 の頃 は 街 の 寵 市倹古にはネオ y サイ y がキラピヤカに耀いて居

見とか言うて 、非常に都合では告書山使は れて居る て 、放行者にも此所は亙米利加の大商工都市であ

やうであり ます が 、 との前商工合議所で 矢 ｾ D  i  ると云ふととを一寸入った瞬間 r 思はせるさうで

美官現地匿 と肢告」に就いての座 談 合 の 時に 一 寸 お あります。さ う云 ふ や う な 課で 、 大 阪 も 何 か 湖 特

話まましましたが . 例 の 世 界 の 美 御 地 区 の 模 範であ な 、 そ れ を 象 徴 す る や う な 美 源 地 区 を 遣って簸 い

り、i ! ! : 界の遊 覧 都市 で あ り 、 写 楽 都 市 の 代 表 で あ たらど うかと我々は思って 居 る次第であります。

る所の巴里に於て 、 あの世 界の名物 で あ る 所の 巴 それからこ の間も商工合議所で中 山 さんであ P ま
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したか 、言って居られましたが 、成程美淑地区は 分り粂ねますのですけれども 、 どうやら伺 って 見

紡 締 で あ りますが、今 、 かりに都市を一 つ の 建物 まず し 美 淑 地 区 と 云 ふ も の は 皆 何 階 建 か の 西 洋

として考へて見ます時、都市に は商工都市とか治、 建築のやうに伺って居りますが 、あ L 云 ふ ζ とは

費 淑 光 都 市 主 か が あ り ま す が、建物に は別妊もあ 火 災 と か、盗郊i とか云」、やうな ととに は都合 が 宜

り商 家 も あ り ま す 。 別J佐の玄関と 、商 宿の玄闘と しいでせうし、又住ん で 居る者も安心が出来て給

ピルデイ y グの玄闘と I-: l :自ら 建 築 様 式が主j!..I、であ 檎なんですけれども 、 共の洋官官の聞に 、 ［Ｈ･ｾ の 木

りませう。それと同際に、商都の玄関と 、遊 覧 都 ｴｅ 建築ｾｊｪＺＺは池も大都市には向きませぬでせうけれ

市 の玄 関 と で は後らねばならぬ。大阪の美淑地区 ども 、共 の 泌 を 少 し 考 へ ま して 、 まあ武闘 j¥:; 生に

は商都大阪に相賂しい美線地区を遣って頂きたい も御後拐を願って 、日 本 建築の極 〈 古 い 物 で 、 さ

と。それには今の大阪際附近 は非常 に家 l翠が汚〈 う美糊を傷けぬもの 、 さう云」、ものがあって欲し

て朽ち来て L 居るやうであり ます か ら、其 の 上 に いと忠ひ ます。との 大 道 路 を遇って 見 まして 、仮

ヒって居る ELZ告 は 続 々 雑 多 で 、貨に俗悪な汚いも りに梅問か ら難波と 言 へ ば 、 さう長い訟ではあり

のであります。あれは貨に見るに土佐へないですが ませぬが 、一様 に 代 理 石 か 、色々紡麗なもので四

それがf P i くな りまして 、三 階建 、五階建の往物が 洋館が山来る のでせうけれども 、 それが fJ U" 1:.げ

ズラリと並びますとそ の難物 に ふ さ わ し い 炭 告 滑 られて居るのばか り見 て居りますと 、何 カ第 'ul l )

板 やネオ y サ イ Y がそれ に中目隠し〈建設された揚 やうに感じます。其のｼ悶に大きなお ＧｾＧ さんの干う

合 に は 、貨 に さ ん 然 た る も の で あ P ませ『 。 そ れ な物でもこ十問問道路に沿うた所に一つ あると大

を積極的股告美とも云』、可きも のであり ませう。 愛柔か味が出来て宜いのでなからうかと思ひます

そんな場合には先程もお話がありましたやうに 、 さうして先科も私伺って解ったのですけれども 、

その肢告デザイ y を過説・な公私からなる務交合に 街路樹は 一様に同じ 物であると云」、 ζ とは俗り に

掛け て共の審査舎を沼過した立紙なデザイ Y を何 事号化がなさ過ぎるやうに思ひます。 もっ と花の咲

千測か何海図lかを掛けて立扱な k'Ii 告サ イ: Ya: : 作り 〈木 も其の問に ihれば 、大獲結構だと思って居り

その代表的な氏告サイ y を梅回線頭に飾るととが ましたが 、 それは出来車1い、と云」、ととを始めて何

出来 ましたら 、 ζ れ亦互E米利加の市俄古ーにも匹敵 ひま した。先手主新野先生が 7 ・ロ イラが無く なると

する東洋の大商工都市る玄関が出現、表 現 さ れ 、 言 っ て 居 ら れ ま したが、或時私が花鳥箇 を打占いて

そしてそれは恥しからぬ大阪 の美淑地区であり 、 其の中に径を拶iいて居りますと 、京 都 か ら来て居

而 も 某 所l亡は堂々と成告が立証正に並んで居るであ た友達がそれを見て 、大事霊祭い雀 を 描 い て居りま

らう Ffr の都 市 が 出 来宇 しないかと思ふ のであ りま すなあ 、京 都の雀はそんなに黒いととはありませ

ず。それと此の間も一寸お話童文しましたけれども ぬと 言 ふ の で、大阪の後は皆斯んなに黒いのです

大都市は 、大都市ほど日本もさうですが、外閣で よと 言ったら 、 さうですかと 1ぜいて居ましたが 、

も矢強り Jffi 告 が 目 立っ て盛んであるさ うであ P ま 花， ｉｾｾ を揃〈人 は大阪に居つては困リますね 、 と

す o f { q 告の多い都市と云ふのが又言葉 を換へて言 語して居られました o もう少し何とか考へたら黒

ひ ますと 、大都市であると云ふ ζ とにもなると云 徒主云』、やうなもの も無く なり まして 、結 構 と 思

ふ結論にもなる のぢゃ ないかと思はれ ます。まあ ひます。 自分の仕事から編出した勝手な意見なん

此 の伎の所で・・ ですけ れども 、 さう云」、やうにあ りたい と思ひま

武 田一 一 有 縫 うどざいま した 、今 度は生悶さん す。

絡 の方 から見て大阪をど う云」、風に紛箆に した ら 武 図一一織なんかに就いて何かお考へはありま

宜 い か 少 し 美 し い 方 か ら御穏を願ひたい と思ひ ま せ んか ?

す。 依りゴチゴチして居りましたから・・・ 小 倉 橋梁なんかももう少し美術的なものが

生 国 ー一美線地区と云ふ ζ とが出来たと云』、と あ って 1'，:い と思ひ ます。

とさへも 存 じ ませぬでしたが 、御案内を裁いて 、 生 回 一 川がもう 19 し紡鹿でありたいと思ひ ま

皆 様 に奨淑地区と云ふも のが 決ウたのですか、 と す。

伺ったやうな世離れのした暮しを して居りますの 小 倉 一 一株 原 さ ん 、あの街路樹ですね例へば堺

で、 借てどう云」、風にしたら宜いかと云』、ことは 筋 は 腎 桐 に す る と か、御堂筋はプラ F ナスにす る

160 



とか、きう云」、個性を有ったものにする、との街 主は非常に怠要なとと L 考へて居ります。マア貨

は柳 の通り、此 の街はプラ タナスの; i ! i !) . さう云 際其の衝に箆・って居られる方では色 々のと主 もあ

」、風にする言撃に は行 か ぬ の で す か ? 全 部一様 に らうと思ふ のですが、私共素人か ら見 ますると、

されるとと は、 還 ま しい繁殖力を有っ た物をやら どうも 何 庭 の街路樹も徐 P 離れ過ぎて居る 。 モウ

れる と云」、ととは分ります が、 共 の街 の個性 と か 少し 喰つ芳けて年寄生き して賞ひ たい。無論今から

道 路の表 情 と か、個性に感じて… ・・ 十年も縫った ら巧 〈行 くや うになるのでせう語、

椎 原 一 一矢強り それ は考 へ て居ります。並木の 成るペ〈初めか ら密 生 して居た ら宜いやう な感じ

配置闘 が 出来て居るの であります。さう してと の を有つのです。御堂筋でも 芝生の所に滋木があり

街に植えるに は何を植えるかと云」、と とは今の配 ますが、我々 の感じでは骨量り少 な過ぎる 。混 ん で

置固と係り差の ない宇うな揚合は成る べ く巧 〈色 来た ら後で除くととも由来るのですから、も つ と

々な型軽化が あるやうにと患って其の配置聞に依つ 問のｾいて居る 所 へ どんどん滋木を植えて後にな

て今年の秋 か ら来年の 3 月迄 lご植える のが 新 しい って段 々よく なる と云ふのでな しに、初めか らよ

皇室 だ けで も約7C∞ 程あ ります。 それ を某 所 へ 相 談 〈なるや うな 方 法はないのですか。勿論費 用の 齢

しまし て、 とれ迄 は フ' ; ; ｾナスであったが 、 とれ もおありに な ｾ . 永き終来を お 考へ になった御針

は係 り 長 くな るか ら是 か ら先 き は 他 の 木に愛 へや 衝 とは思ひま すが 、 どうも私共の や うな書記の 短い

うぢゃないかとか、 との溢 はど うもとの木 は育た 人間 は令。永い先曹のととより手っ取り早 〈好 い

ないからとの 部 分 を腹めねばな らぬ。 斯 う云」、所 感 じを有?とせ るや うに 宇って織きたいやうな感じ

は工場地帯だか らどう 云 ふ樹 木 が うつるだら うo を有つて腐 る。 それか ら能 〈時々 昔話の置をけたゃう

此 所i':l: 川 の側だ か ら斯 う云 」、樹木が うつ るだらう に枯れて股けたのが長〈放ったらかしてあるやう

此方は佐宅が商) 苫の中にぽ つほ・ つ入っ て居るか ら でありますが、あんなのは何 か 筒E容に直〈・代りを

斯う 云」、樹木 がうつ るとか云ふ宇 うに、英 の地 球 持って来て植えると云」、と止は出来ぬものだらう

場 所、今迄あるも の、 さう 云 」、と とを多酌 して計 か。叉家の 前 に7]( を撒 〈と 云ふと左が習慣である

衝を樹 て λ 居 るのであり ます。マア成るぺ 〈樹 種 宇う に、何かの方法に依 って自分の底先の樹木に

の色 々なものを交ぜた いと思っ て居 るのでありま は絶 えず7)< をやらせ ると主にし、若し;其の木が枯

すが、始め植えたもの が 何分プラ F ナス が多 かつ れたやうな場合には、金を 出させて紘替へ させる

たものでありますか ら. と の頃ではプテ F ナスを 狩 り樹木保護に就いて家の者に責任を有た せ る や

成るベ〈減 して、他 の良いものを以て補っ て 行 か うにしたら ど うか、そん な詰らぬととを一寸考へ

う主思っ て居るの であ P ますが、 どうも 初 め て 植 て 居 P ます。 それか ら河岸地のお話がありました

えた時に はプラ タナスよ P 他 に貨 際首 も無 か っ た が、是も色々府或 は市溢りの財政上の 関係で あ P

のであり ます。例 へば紳樹、とれ な どもまE五六 年 ませ うが、少しでも土地が徐 る し 直 〈・E買っ て財

は買 は うと思っ ても苗が無 かっ た。昨 年頃 か らぼ 政 の方 に向けるとか、小 さな土地に嬉見た宇うな

つぽつ街に出すや うな首 が 出 て 来て、今春も 六百 ものが建 って見たり何かして、 車耳目新聞駐の前造

本 ば か P植え まし た。 今後 は一つ 出来 るだけ色 々 りもあんな所は川 端柳でも植えて Y ツとして置い

な樹木を植えて見たいと思って居り ます。 た方が 宜 かったのぢゃな いか。叉橋の隅溢りにー

小 倉 一 一いや 、分り まし た。 寸 出 た 所がある と際川政地とか何とか言って褒つ

武 図一一 只今生 悶 さんから建築の お話 があり ま て しまふ。 それ は 府市の財政上色 の々 御都合 がお

したが 、一 つ 建 築家の方 か ら、池 回君何か御意見 有りに な るの であり ませ うけれども 、さ う云」、所

があり ませぬか、無 論あり ませ うが・・ ・・ ・ とそ都市 の美視 を 保つ上に就いて は蛍局の お考へ

池田一 一 建築の 方 か らも 何 か言は なければな ら 次 第で 自由に な るのぢゃ なか らうか。 民間の方 に

ぬ と云 って建築の 方 は 係 り考へて居 らぬ のですが 都 市美を 御 要求にな るのも宜いのでありますが、

他 の方 面 の とと が能 〈目に着いて ‘ 自 分の専門の 率ろ 府 と か市とかに於 て 率先 し て都市美のｾに色

方 は 目に着かぬ ので、少 し御註文 に 反 〈ゃ う で す 々なもの を提供される ζ とになって宜いのぢゃな

が他の事を申 上げ たいと思ひます。先程街路樹の いか。 一般 の建築i ' : l : 民間の 仕事になるのであ りま

お話が大分自て居りましたが 、私共紘化と云ふ ζ して、そ れ を美 的 にせ よ、美 的にせよと云」、こと
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を要求 される 前 に、望書ろ市と か、 府とか云」、' i 1i ・局 云」、ものが必 要 に 依 っ て 出来 て 居 るのなら 、 どん

の方でさ う云ふことに童話して充分な使宜を奥へ る な風になるのであるかと云』、と とも考へるのであ

と 言 ひ ま す か 利 用 さ せ る と 言 ひ ま す か、奨 附 さ れ ります。それから して街燈のやうな ものであ りま

ると言ひますか 、模 範 を 示 されると言ひますか、 す と か 或 l:t 'frt 柱 の や う な も の で あ りますとか、 あ

そ ん な 風 に 成 る べ く や っ て 裁 き た い や う な 感 じ が λ 云」、や うな も の に 付 て 一 つ 皆 様 の お 考 へ を 私 は

す る の で あ り ま すo それか ら瓜E告の話が大分あり 手間企したいと思ふのであ P ます。同じ美御地区と

まし たが 、是 が 帰 来 の 大阪 、所 認 尚 工 都 市の 成告 言って t 、今 日定められま した美 籾 地 函 の 中で も

を如何にすべきかと云」、 ζ とが建 築 の 美 糊 と云」、 是は必ずしも卒苦手 に行くも の で は な く し て 、其の

ととよりもも っ と難かしい問題になるだらうと私 部分部分に依って程度或は種ｾｾと云」、ものが援る

共 も 考 へ て 居 P ます。との方面 の誌は 私は詳しく の だ らうと 考 へ まして 、先刻も中浮き ん か ら お 話

は知 りませ ぬが 、無 論相 蛍 意 匠設 計 等 に 意 を 用 い があったやう に 、或る地域を限って高さ の'J ，i J 限を

て 居 られるのだらうと 恩 ひ ますが 、建築の方でも すると云」、御前 究 が あ る と す れ ば 、或 は戸i い物も

さう云ふ ζ とに就いて は相首・な 手 腕 家 の 建 築 を 要 出 来ませうし ＱＱｾ ぃ物も ｬｕ来 て来る か も知 れ ま せ ぬ

求 す る こ と に な る と 思 ひ ま す。 そ れ 主 問 機 に 従 来 高さの jllU限 の無い物も出来て来る の で な い か と 考

の氏告と云』、ものが、普泊 の治板威と言ひま す か へ ます ので 、是 俸 は そ れ そ れ 決 っ て 来 ましたら 、

普 泊の民 告 屋 と 言 ひ ま す か、多 く さ う 云 ふ や うな 叉 部 分 部 分 で 色 々 な 趣 告 を 現 し 得 る や う な こ と に

人主主の手に依って意匠設計がされて居ると云」、こ な る の で あ ら う と 思 ひ ま す。先 程 鳥 井 さ ん か ら 、

とが自由惑 な る民主管ばか りが 多 く な る一つ のl' !Jl由 ぢ 今の wr で は 綾 〈 必 要 な る 部 分 だ けに 止 めである 、

ゃないかと思」、のであ ります。反 逆 か 看 板 屋 の 書 斯う云」、お誌であ りましたが 、私 はもっ と美 観 地

いた物を床の聞に揚げるととはない。 それと 同様 区と云」、ものは I，! l ; 域が炭くな って 宜 い の ぢ ゃ な い

に矢援! J ;/Iil 市 の 多 〈 の 衆 人 の 自 に 映 ず る 所 の 看 板 か 、美 敵 地 l話の程度と云」、もの は必 ず し も 戎 る 一

際 告 は 優 秀 な 手 腕 を 有 っ た 窓 匠 設 計 を 委 喝 さ れ る つ の 程 度で は ない。 同 じ 美限泡区の中にも色々の

と云」、宇うにしたな らば 、 さう云」、やうな 貼 も徐 程 皮 を 私 は 考へ得 る の ぢ 平 な い か と思ふ。 さうす

科 殻和さ れ得る の で は な か らう か、言 ひ換 へ ると れば今のは EJi" ?i' )):f' ; 2 *的 の 美車Q: l 也阪と云へるかも

美 淑 地 直其 の 他 の 重 要な建築は 従来は' i 普通の大工 知 れ ませぬが 、第 2 次 的、 第 3 次 的 と 云 ふ 宇 う な

や本館の素養のない女子ぃ如l 滅な建築家が良似事を 風にも っと もっと美糊地陀 の範 悶 と云」、も の は成

して居ると云ったやうなもので 、相首・な専門の主主 くされて泊' い の ぢゃ ないか、斯 ん な 瓜に考 へ る の

築 設 計 が 其 の事 に 常 る o }!J1: は氏 く 懸 賞 募 集 に依 つ で ありま す。叉先刻字 ｾｉ 市美委員舎と言ひますか 、

てl貨告を 募 集 す ると云」、やうな ζ とで 、其 の 意 匠 何 かさう云』、やうな審査機闘が 出来 た ら と 云 ふ お

設計に童話 して相官t な注意を梯はれる なら ば絵貌さ 誌 があ P ま したが 、是 は 大事き結構なととだ らうと

う云」、鮎 も緩和 し得るの でなから うか。無論形 、 思ひます。黒い径の話も 7 ・ロベラの巣 くなっ た諸

色 、 jOj さ、場 所、舟] 閣の闘係、 色々なも の に 注 意 もありました が 、 これは御 尤 もでありまして 、近

すべきであ りますが 、 それ自慢に就いて私さ う云 頃 倹 程 よく な っ て 来 た の も 知 れ ま せ ん が、 との 煤

」、風な感じが一寸起るのであります。併し ζ れも 焼防止と云」、ととは都市 の 美籾の上に於ては最も

私 ｾ ｉｉ き門外漢が新んな ζ とをｲＮ Ｑ Ｑ さずとも 、 従 来段 重要な地位を占めて居る と とｾ，恩ひます 、 折 Ｑ ｉｪ ，止

に 業 に 俊秀 な る意匠 設計家に依って 出来て居るの 紙 な 建 築 が 出 来 主しでも 、直〈・煤けてし まった り

かもまnれ ませぬ 。 そ れ で あ れ ば 広 の 不 明で あ っ て とのtii は 川の! J <. NIなんかも{ 徐り煤煙は出 さないや

諮らぬ恭言を rl' したととを取消さな ければなら ぬ うにな っ た か も 知 れ ませぬが 、 それ はあ L 云」、も

のであリます。 それからもう 一 つ は 民 路 透 り に は のが 原|却 にな った ζ ともあり ます 。淘 に 取 止 め の

或 は 出 来 ぬ か 知 れ ま せ ぬ が 、他 の 部分 で能 〈出 来 な い ζ とをどたどたと雑然と申しましたが 、今 の

て 居 る も の は 滋 の !況へ 日記長のやうなものを やると 大阪をもっと 奨 線的にしゃうと云』、 ζ とに就いて

とになっ て居 りますが 、あ L 云』、ものはどう云」、 は其のデーター が 非常に雑 然 た る ものでないかと

風にな る の であ らう かと云」、 と とも 、 マア そんな 思 ひ ますが 、寧 ろ 欣 態 も 新 然 と し て 居 る の で 、私

もの は出来まいと 思 っ て居 りますけれども 、あ λ のお話も 何 だか取 止め の な い ど も く を 並 べ た ゃう
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な ととを申上げて 大後 失程いた しまし た。 感 ずる 次 第 で あ ります。 私は依程前 か ら大 阪 に 住

武田 一 ＭｾＡｬｬｊＭ君何か 一 つー ・ んで 居 りますが、;先刻誰 方 か らかお話 があった や

葛 野 一一何か話 せ と云』、御 註文で あ ります が、 うであ りま す が、ずっ と我々 の幼年時 代 に は川縁

自分の仕 事が忙 しい の で、都市美 と 云ふ ζ とを平 には 矢 強 り柳 があ りまして昔流 の橋 が架 り其 の下

?すから徐 り考 へたとと がない。又汚 い と 云λ 、と と に浮 世 給に宿 い たやうな巌形 絡 が i自って 居 る と云

は係り 感 じな い。 今 のお話 の 7 ・ロイラ宇雀 の話 を 』、や うな 風で、大 阪市 内、殊 に人 川筋 一平存 は非 常

伺 って 、成 る 程大 阪 の 空 気が汚れて 居 ると 云」、 こ に き う云 』、情絡があっ たとと を記惚し て居 ります

とを今 夏の如1 ( 感 じ、 とれぢゃ いけない 主初 めて 今 日そんな所を存置す ると とは無f 1J l であ りますが

自 ら感じ た諒ーで あ りますが 、 どう して も都 市 を美 先 に角 現代 的 に さ う云 っ たや 弓 な 河 岸 を 気持 の好

し〈 しゃう とする には 、新う 云」、現倣では いかぬ いlfr に し、叉冠王11か ら眺め て も大阪 と して の一 つ

何と か之を美し いものにしゃ うと云』、市 民 会慢の の特色を 感 じられる 干うに す る。或は 日本橋 附 近

自慌 に倹つペ き腕が非常に大きい と思ひます。何 で ある とか、あ λ 云」、所 は何か特 色 の あ る 美 似 を

れにしま しでも 、最近美 観地 悩 と 云』、も のが 制定 有 たせ ると云」、 ζ とを考へて 兄たと い思 ひま す 。

され ま して、:ill 々取締 の方針も 設 局 の方でお定め 叉 J"3:.' 告 のお話が 出たので あ りますが 、Jliit!r も私 は

になると云ふ ζ とは 、都 市計鐙 、市 街 地 建 築 物法 と ネオ ｙ サイ ｹ も戎 る ものは ｾｪＺ いのであ ｐ ませ う し

共 に非常な進歩であり まして 、紡締 な ζ と L 感 じ 叉 場所 に依つ て は ，' ，] )いJN告もはいであ りませう。

て居るの であり ます が、今 池 田君が言はれ たや う 係 り何 も無 い や う な 街であ っ ては 、込 屈 で仕様が

に私 共 も矢張 り此所 に指定されました ピけで 、 と ない。 時 には刺戟があり 、ス置きっ た ものがあ ると

れで主1・いと云」、の で はなくし て、丁 皮 防火地院に 云」、と とも街とし て 大 使必嬰でみる と思ひ ます 、

も甲級 、乙柾i と云 っ たやうな色 々: ot 別的 な性質が 又街路樹の お話 があ りまし た が、随分i I l の蛍局 で

あるやう に、美御地! 屯にも 色々 共 の 地帯々々 に依 も街路樹 の只 入れ な り、手 入れ なり 、色々 経 費 の

つ ての性 質が自ら主主るであ りませう が 、甲種 、乙Nt 駄 に於て: f . 1j J 千奇心の多いこ と L 思 ひ ます が、随分 枯

丙 種、幾らかさう云」、凶分があっても1 " ( いと 思 ひ れかけた街路樹がポツリポツりと j) {eん で居 るa恰!1f-

ます 、 又さう云」、意味に於ても っ と地 ｊｬｾ を 鍛めて などは EUZ ろうた籾 ではなくして 、何 だか病気の 樹 木

会担的に考へら れ る必要 が泣からず ある の ぢ ゃ な が Ｑ 企 んで照るやう で 非 Ｇ￬ｾ Ｇ に総ゃな気持 を 感 ず る易

か らうか、以 今で l:t 、先程も お話があ りま した や 合が屡 々 あり空す 、 是は 決 してＱＮ ｾＧＱ 沿が怒いの で な

うに 、主 と し て 中 心 地 帯、及び各郊外匂: rlての方面 くして 、矢 政 り大 阪 と しては先刻来お話 のやう に

が定め られ て 借 りまして 、築港方市が l陀けて居り 主主以 が 怒 い と か、色 々な駄で街路樹が育ち難い と

ますが 、築港方面[ も矢張り大阪の玄闘 であること 云」、とともあると 思 びますが 、必ずし も樹木 ば か

は 勿 論であり ます から 、 さう 云」、方 市 の 美似 と云 りに依らず。寧ろ建築的な 工作物で治美淑を添へ

」、 と とも先づ第 一に考へなけ れば な ら ぬ も の ぢ や ると 云 」、ととも考へて泣いのぢゃないか。例へ lま

ないかと考 へ ます。 殊に大 阪 1.17)<の事i1lと して 、普 天王寺 、 ｴｊＱ 之ぬとか云 』、宇 うな 比絞 Ｈｉｾ 空気の女 ｪ い

か ら河川が縦杭 に流 れ て居 る。 非常 に水 と紋 の 深 樹 木の能 〈育 つj珂は自然の樹木 が事J1椛で・ あ ります

い都 市て、あ ります か ら河岸紘 一伶 の美化、 と云」、 が 、 繁 ｾ ｉ 号な 中 心 地的＿で 、 態々樹 を 持 っ て 来 て も充

宇 うなことを令般的 に考へる必要 が あ りはしない 分 背 た ず、或 は活 き活きした樹の美しさ を見 ると

か と思ひ ます。先刻池間君が言はれたや うに、 川 とが 出来ない や うな j珂に無刊に街路樹を 持 って 来

最訟で躍的〉見苦しい rfrもあり 、府 市首 局 の 僅 か の 御 なくとも 、 術を飾るのに何 か ｾ築作 ｊ な もので 色 々

注 窓 で美 慨 を 保 つ ζ とが 出来るやう な揚 合 も 多 々 な考案があ 明はしな い か、又 l土口際になるやうに

あ らうと考へま す。殆ど さ う云」、こ とを考へら れ 冬瓜 暖 を取るやう に、 日光の 直射 を充分にす ると

ず に翠なる府市 の絞務上の都合から儲 かなと とで か何 か 工夫があ りさうに考へ ます。 又山場なり 、

お賀りにな っ て、其所ーに 如 何はしいも のが建設さ 附小路の令怪が 色々 樹 木 が 並 んで Ｊｾｩｬｩｾ にな っ て 居

れた り、或は成告其の 他 に利月j されて 、551 ろ美観 るのは勿論であ ります が、料品上などが j河ー 々に ある

を符する やうなと とが多 々あ るの であり ます。 さ と泣いと云』、企 図さ ん の 御 意見 もあ っ たゃ うであ

う云」、鮎が一層 注 窓す るこ とで あり は しな い か と ります が、矢 張 り街の所 々に何か息抜き の 出来 る
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一 寸目を慰めるやうなものが湿ってあると云ふ ζ

とも 美 観 の 上か ら考へて 、必要なととでないかと

恩 ひます。 そんなもの が所々にあ って も、矢E量り

ノj、公闘 と云」、やう なも の が必要ではない かと 云 ふ

宇うな と とを感ずる諜であり ます。 建築としまし

ては 、要 す る に 建 築 が 良 〈な れば自然街も車奇麗に

な るのであり ますが、是も直ぐと云』、言裂には参 り

ませ ぬ 。 者ｾ市美靭の上から建築の革新が自然に促

され るやうにな れば、 我 と々 致 し ま し て も非常に

結締なとと であ ると考へます。 マア一寸 考へ付い

た ととを申上げます。

武 田ー一息図さ ん、御婦人の立場から御覧にな

っ たffr をー っー .....

恩 図 先 達て外閣の清い娠が私のr1r に 飛 び 込

んでｾｾ ま して、 泣いて私に惣へ た の であり ま す

が、 それは外国に稼ぎに出ゃうと 思 って色 々調 べ

て 見 た 所 、 日 本 と 支 那 と豆米加ととの三つ の園が

稼 ぎ 易 し、守斤だと云こと が 分っ たので 、 何所にしょ

うかと腕究 して 見た 結 果、 日本の箭士山と奈良公

倒の? 華民主見て 、 との闘 ζ そ自分の位む天国 であ

ると云』、 の で来て見た所 が 、告書 りに大阪の1行方: 何

所 を 歩 ν 、ても非常に汚くて 、小さ いp . f r に人間がウ

ヨウヨ若手 して居る。新んなp . f r だとは，患はなかっ た

と言 って 涙 を と ぼ して居り ました。 初 め て 新 う 云

」、ものでもあ っ た らと色 々依件を穆げ たのです が

其の rl' に一 つ取 上げて申し上げ たい と恩ひますの

は、気持ち好〈 散 歩 す るp.fr が街に あれ ば 宜 い と 云

ふ とと で す。さう言はれて見ると 、成程私共も 散

歩したとともあ りませ ぬ が 、公 悶 へ 参 P ますと 、

公 闘の 中に は紙屑とか色 々な物が洛ち て居て非常

に汚い 、 ドウゾ公閣とか、あ L 云』、大勢 の 人 の 通

行する ｲＱｲ は出来るだけ紛ｾにするやうにし た い と

思 っ て居ります。 それ には例関西返りの やうに公

闘に空貨物の皮を捨てたりしたらヲ ｉ ｾ び上る程高い割

合 で も 取 る や う な ととにでも して裁い た ら笠 い の

ぢゃ ない か と思 ひ ます。 それ から匂信柱 、是 も 見

慣 れては居り ますけれども 、 それでも始終感じま

するの は、何と云」‘ 汚い物 が 立っ て居 るのだら と

云 ふ と と で大 阪 のやう な大都合では 、矢E量り欧米

の大 都舎の やうに街には君主信柱 を 立 て な い や うに

して 裁 きた いと恩ひ ます 。 そ れ か らも う一 つ 、 と

れは 私 共 が美 淑の方面からでなく 、別 の 方 面 か ら

も今 や か ま し ( 運動 して居るの で すが 、芥 箱の問

題 で あ り ま す。と れはせめて堺筋のやう な、 あ A

164 

云 ふ大湿りだけは汚い芥箱を滋端に並ベないやう

にしたい と思」、の で あります。 2. 3 年 前 に 外閣 か

ら来た人を 2. 3人連れて 、堺 筋 を泊っ た時に、 芥箱

を見て 、あれば何だと聴かれ て、返 事に困 っ た ζ

とがど ざいました が 、今 日は保健 課の 方 は来て居

られないやう で す が、あ の11二箱だけは道端に 出さ

ないやうにして裁 量たいと思ひ ます。 も う一つ始

終感じて居るととであ りますが 、共同伎i J . 舛 をもっ

と絡麗に 立波にして裁きたい と恩ひ ます。 外から

見 た所も もっ と絡腿に して 裁 きたいし 、殊 1'，こ中に

入 った所をもう少し紛麗にして裁きたいと思びま

す。本蛍に大阪の恥 だ と思っ て居 9 ます。今申 ートげ

た やうなものｩＧＺｬＺ ｾ ｦ ｲＺ 何とか改 善し て 裁 きた いと 思

」、 と とであ P ます けれ ども 、 モ ツト統像的に 常 局

なり市民なりが主主 を付け て、モ ツ ト絡鹿にしなけ

ればな らぬで はないかと 思 って居ります。 現 在大

阪 の 街の蹴 ぃ 府 告 を 除れ とか、電信位を除れと か

言 って とれ が 行はれ た と しても、告主P 絡麗な街に

はならないだらう と思 ひ ます。 もっ と手を悲して

車奇麗にしなけ れ ばならぬと 恩 ひ ます。 それは先程

何方か仰ったやうに街路樹を海山槌えるとか云ふ

やうな ζ とになるのですが、其 の勤 は私共婦人の

立場 か ら数年前から木を植え始めました 。 私 共 大

阪市 内 の公劉に子供の手で以 て草花を 植えさせる

運 動 を七八 年 前 か らや っ て 居 ります。蕊1 . 2 年は

一寸怠け て居 P ますが 、毎年春と秋と大 阪市内 の

幼f1主 闘や小母性校の子 供 に 草 花 を 植 えさ せるととを

締 人 閲 鐙の1J で やったのであ P ます。 大人 は 分 っ

て居つでもや ら ない の であり ま すから 、 ｾら言っ

ても 効果がないの で 、せめて小さい子供に で も 新

う云」、公共物を愛して 、給 胞 にす るやう に 自分 で

骨折る と とを君主 へて泣いたならば 、大きくな って

から 、今 の私 共 が鮮 へて居る ii i : l : 合よりも もっと 住

み jえい 、美しい最上舎 を 諮 る ζ とに 努 力 して央れる

苧 うと恩ひ ま した の で、私共が4訟を集めて 、子供の

手を 借りて草花を結えた の であり ます。今重量 って

居りますのは 、あの中之島 の公舎堂から難波橋へ

行き ます flll の高〈なって居り ますよ誌の爾脇 の石 垣

が反背 に主主花で蔽 はれて居ワ ます が 、 あれ ば私 共

が 千閥程令を集め ま して 、 植イすけ ま したｾ議が あ

んなに蔓って 、春になる と紛 麗な1E を咲い て居る

のであり ます。 まだ 海 山彼 方 此方 に 植 え た の で あ

P ますけ れ ども 、枯 れ て仕 舞った り、 今 は さ う云

』、人がないかも知 れ ませ ぬが 、 あ の 蛍時 の話 では



官長 り将 麗な花を 植 え ると 、立汲な 服洋 を着 々紳士

なんか Y 朝早〈 お族みに な る と云』、とと で、可 な

り悲御 したの であり ます o .... ア禽 局 の お 力 な り市

民の力 に依 って 醜い物を取去 るばかりでな〈 、積

極 的 に紛 環 にするやう に努 力 したい と思 っ て 居 る

のであ ります. 一 寸 感 じま した ζ とを・-

武 田一一有縫う どさ. い ま した 。今度 は、木湾 谷

君 、先 程から非常にネ オ Y の話が出ま したが 、- n

方 の方 の立場から・

木 津 谷 一 都 市美 と云」、ζ とに就い て特 に考 へ

た ととはないの で あ ります が、先 程* か らの お話

を承つで も、叉 自分 の方 のJiJr1'l' であ ります る電柱

及 び それ か ら人 家 に日 |かれて 居る引込線が 撤 去 さ

る 込 時代 がう Ｑ ミな け れ ば 、 民の ＭＺ￟Ｚ 御 と言 ＮＮｳｾ Ｇｩｦ宇ーには 参

らぬのだ ら うと 云 ふと とも考へら れる ので あ りま

す。色々 先 程 来 か ら 都市美に就 いてのお話を 伺 び

ま して 、道 路、橋 梁 、公 閥 、共の 他街路に lli うて

居る 建 築物 、叉 路 而 に 立っ て居 る街路樹 、電 柱、

街路照 明燈 、其の 他府告 、看板と云ふやうなもの

が塗 の 美搬 を保 つ所 J! ?本 給 的の 都市美 の 問題 にな

るので はない か と 思」、の で あり ます。夜の美観と

言 へ ば 、.11[1ち我 々が 奥 って居 りまする句集の照 明

と云」、ものが 之 に加 はるの で、矢E民り都市美の 上

か ら申し ますと 、 f;' $2* と云」、課ーで もあり ませぬ

が、宮古 り高1) 的のものであらう と考へ るの で あ りま

す。其 の意味から rj l しまする と、先手主成告 協舎の

お方 干 、叉 堂 ピ ル の お 方 か らお話があ りま した お

設 に 私 に 大 堕 賛 成 を 致 し て 居 る 者で、 同じ 意 見 を

有 って居 ります 、 ネオ Y が窓ぃ、何 が 惑 いと 、 申

しまして も、強 見た目 が良〈 、叉夜見 た照 明燈 と

共 に俗悪 で なければ :u・いの でな いか。 外 閣 の 各都

市 の 御比絞 論 も あ りま したか ら、 ζ れ は省 いて 置

き ますが 、大阪が商工 の大都 市で・あれば 、矢 張 り

そ れに 中 日感 しき玄附 口 とか 、 又 護 所が必ｾ で あっ

て、 自 ら建築の 様式も盤整 り、叉共の他 の物 の取 締

り程度も還っ て然 る べ きも のでは な か ら う か、又

サ イ y の如き も先手主 何方かお話がありま した如〈

デザイ y とか、おさ とか 、窓 l互の や P 方 に 依 っ て

是 は 必 ず しも 目* でな い、寧 ろ美を 添へるもの であ

る、京 都 の 都市 と大阪の都市と は自 ら都市 椅 が俊

っ て 居 るのであり ま して、それに 相J醸 しき建設 物

が あ って然るべき もの である と思 って居 ります 0

7 ア新 う云 っ たや うなと とで其 の溢 は仕 舞 っ て 泣

きますが 、向 ほ 電車去に聞係あ る方 面 に付き ま して

少 し 申 して見たいと 恩ふの であ ります。 路 商 に あ

P まする電気工作物 を、需要 の得力日とか、叉 周 悶

の建 築物と の調和 を図 ると か、或 は柱 の 上の椋 雑

を単純化 す るとか云 』、 や うな意味か ら段 々地下 に

坦 百えして多ると 云 占、と とは、阪 に其の計衝 を樹 て

L 着手' ! a行 を致 して居る のであ ります。皆 様は お

気付きに なら ぬか も存 じませぬ が 、心1詩情筋或 は

千 日前 の一 部、叉 今 度 嫌がっ た御 堂筋 の 24 間 滋

路の 府路 等 は 令然 粧 を立 て L 居 らな い ので あ りま

す。又 出来 符る限り 今申 した理由で段 々地 下 に埋

め て 行 か うと 思 」、の であり ます o (J t しなが ら在来

の形 から直 に之 を地下 埋浪する と云」、 とと は非 常・

に 困'!<ffi なこ とがあ るので す。 現 に柱 の との皆 様の

日II41 ry になる かも知れ ぬ と思 」、鈴鹿械 の数 を段 々

減 じ、叉 日卜込の数 を校 術 J -.特 殊の方法 fこ依 っ て 減

じて参って居る のであ り主すが 、 さうし て会然 と

の牲 を無く します ると 、別に ? '7 ー を遣って 後 邸

機を 鐸 めなけ ればいけないと 云」、 こと に な る の で

あ りまして 、 ζ れ告す: も目障りな黒いものが立つこ

とにな ります 、.Il[J ち心、資 橋 をー 11円程 :11:へ参 り 酉 に

廻 ったJ i J r に鍔膝機塔 が 立 って 居 P ますが 、j折 う云

』、見rrへ短 めなけ れ ば& の柱 を取るとと が出来ない

と 云ったや うなこ と になるの で 、 御堂筋の ｾｮ き大

々的 の股路に 粧 を無 くすると 云 4 ・ζ とにな れ ば 、

物 騒 機の地 下家と云ふものが 出来ま して 、地 下 に

槌 話えす る ｾｉＧ ｭ になるのでありますが 、 と れ もさ う

云 」、や うな課て・ありますから 、普 から後遺して 居

りまする 街 で、 直に地 下 lてそれ をやって行〈と 云

』、 ζ とは 、5i'lも す午さ ず仕 事 も困 難 であ担 、又 それ

だ け 手数 、時 間 が掛かる と云」、 と とに な るのであ

ります。徳 川か ら難波 まで地下に 激 します る と、共

の令は ぎっ と百疎 開 であ ります。 さう して沿 道 の

需 要 家 に引 込 む と云」、時 には 、又其の 1'. に4 が 鍋

かるのであり空す。 殊 に大阪の 地 下 の 地11は他 の

6 大都 市 lて比 して 非 常に惑い さ うであ P ます。 3

4 尺掘れ 11' 7)c が 出る o 'ilt 焦 と7)Cと は相反する 仲 で

あ りますから 、隠って 工 事上 の 特別 の技術 、 或 lゐ

材料 が要る ので 、特 別 の合 を 使 はなければなら ぬ

と云 ふや うな 、色々 の経 費 を伴」、こ とを 申 し上 げ

て置 きます 。

それ から 今 一 つ私 は 建築 物 を 統ーして 戴 きた い

と云」、考 へ を有 って居 るの であ りますが 、 それ は

どう 云 ふF1r から 申す か と言ふと 、現 に私 共 の徒 主主

事業は 年 に l 凶 づ 込定 期 検査 を行 っ て、可な り鍛
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重な取締規則の下に轡業を致して居るのであ りま 合 に 依 れ ほ 、法規の粉刺l もそれに依って更へられ

す。 それ放に依りに需要家に引き込み ます る に し ると 云」、やうな位の機威のある一つの機闘を設け

ま して も、法の定むる所に従って 、通話・な間隔を て戴〈 ζ とが宜いのではあるまいか、 さ うすると

保ち 、調 和 を 考 へてやっ て 居 り ま す 。 そ れ が 時 を とに依って 、例へば私共が官E粧を地下に埋める と

絞るに宇1，は れて 、知らぬ rlll にm! 鉛屋根が突出で た 云』、場合でも 、一位 地 下 には 何が入っ て 居 る か、

p 、物干が出来たり 、叉尾内工作物に しま しても との越には水温があり 、 χ j 釘管あり電信あり 、匂

勝 手 に 取 除 け て jljl 入になったり 、土問l になったり 話 線があると云」、場合に 、 どう云」、風にや ったら

其の時に f記録工作物が勝手に) 濁られて居る。と云 宜いかと云」、ととは 、其の闘係書走者が相寄って 、お

」、とと がみるの みなら ず、 昼般が傾いたり 、堺 が 互ひに相談 し合って将来の昔H:L7を持ち寄って宇る

倒れたりして官主主主工作物が毅損されて居る と云」、 と云』、 ζ とでなけ れ ば 、此方だけが下に やったつ

'!'.I:例 が 多 ( <1' ; るのでみり ます。さ うして 私 共が最 て、 なかなかう ま〈行かない。又現に地上に建設

布j 建設した 筑 時 か ら段々年 を怒るに伴れて 、向 ふ 致 しまするにして も、 常事のサイドポール一つで

の{l lIlから電鍛工作に接近して来る とか、致損さ れ も、街 路 樹が 允 き に 定って居って 、後 か らサイド

ると云』、1ま例があ る。 而 も 我 々は年 I'C. 1 回 検査を ポーかを立 てたので は 、美 被 上 徐 り市白くない。

受けて居る が 、 家 尉の方 は 検殺を受けて 居られぬ 街の美翻を考へたな らば 、先さ に サイドポ ーノL を

と云」、懇であり空す。 さう云」、! ! k 態でありまし て 立 て、:TX るr: 日隔 を以 て後 か ら街路樹を絶えた らE主

建築物の高さ とか、足 恨 の 山 政 り と か 、色々な と から う。 斯う云』、ものが一番目に着き易いから絡

とも是亦統ー を して戴〈ととも美被向上 のー 原 図 鹿にして行く o er しとれも 矢 張 。 合議 し なければ

を鑓すの で は あ るまいかと考へ たので、 申 し上げ 出来ぬ こ とであり ます 。 叉 先 程 来1封勝樹 のお誌 が

たのであ ります。 そ れ か ら 看 板のと とであります あ P ま したが 、只今t f I ; 原さん の お 話 を 聴い て、能

が 、 との取締規則 の 中 に取附けの方法と か、強さ 〈分りま したが 、或 はと れ は出来ない御相談 かも

を保つ規定とか云 」‘ ものがないやう に思はれ ます 知れませぬが 、私 の 年 来 か らの 希望としまして は

とれ(J r ; 屋根が傾 い て其の 強さが保た れ てない震に との中之島河岸地区 と言はず 、背から長期川 の筋

看 板が務 ち た 場合 、電 気 工 作 物が扮 め ら れ る の で な どには 可な P 海山柳があったのを 、無〈なった

あります。で、 とれ傍 も矢政り取締 の 中 に入れて 俊放ったらかしである瀞 川になっ て 居 りますが 、

高 さ と か、 大 さとか、強 さ と か云 ふ とともお取締 あの24m] 道路に郷滋まで棋を植えて 、機 大iili ｾと

を願ひたいと思ふのであります。街路照 明燈に就 云ふものを務へて賞へまい か。 又 プラ F ナ λ で tt.

きましては 、 乙れは 都市苦i鐙 で は 既 に 住 宅 と 商 業 〈、確 か三品取引所 の 周 閣 の五rr に楓があり ますが

街俊と 、総 て き う 云 ふ 街の性 質に依 りまして 、積 あ L 云」、や うなffr には 、比較的丈の低 い常緑樹を

類 を 定 め ら れ て 居 P ますが 、照 明 燈の形 も遁々 ー 植えて賞ひたいと 云 ふ ζ とを 常に恩」、て居るので

J e : されて参うて居リます。 併 しながら 街 路 照明の あ ります 。冬枯れて築ーが落ちて居るのも感心せず

目的が交遇 、保 安 維 持 、商業街にありま しては 、 先程巾さ れ て居る宇うに枯木が間に介在して居る

美観の外に町の繁祭と云」、 ζ とを意味 して 居るの ととも依り感心しない のであ P ますが 、 きう云」、

で、都 市青1115で定った 一 定 の規 絡 を 好 まれずして E請に付 きましては 、或 は 植 え 競 い と か 、育ち縫い

街 の色々希望が入って 、心 凝 縮 筋 の如 く努っ た 施 と云ふととがあるかも知れませぬが 、武問先生は

設が在来あるのでありますが 、 あの 催 で ド Y ドy 御承知であり ませう 、 伯林では住宅街の* 央には

行 つ て は 図 る と 云』、Efr から都市吉| 笠で 、E 規 i亡定 紋桔i地帯があり ますが 、 多 くは mi 木の類で下が芝

められて 、 それ以外の形は それ に依 っ て許されな 生にな って居ります。 それ等の' 7 ; / ・プ ロック毎

い と とにな っ たやう に考へて居り ます 。其の 他 者t に l 人の掃除人 を 置 い て 居 り ま す が 、そ れは其の

市美を 向上護達せしむる」二十こ考へられる依件と云 町 の者 が経費を持寄って居る ら しいコ 矢 張 り お 命

」、ものは 色々 ありま せ う が、先 程 給 方 か 仰 っ た や の力に依る ととでありますが 、先手事ーも 雑 方 か 仰 せ

うに 、 建 築 業 者 或 は 府 市 の 方 々 が お寄 り に な つ られたやう に表を 柿 除 を し て 7)< を打つ位 のこ とは

て、椛 威の 有る 餐 員舎のや うなものをお造りにな 大 阪の 防j 家 の習慣でもあるのでありま す か ら、 さ

り、総で の 事 を 合 議 されると 云」、乙 とは 非 常 に 必 う云ふ風 にし て共 の棋に胞を 干 るとか何とかして

要なとと で あ りますが 、色 々 百 般の事 に就 い て 官 一 つ 相 共 に 街の 美糊 を 保 ち 、毎日 曲屋根 と 緊 強 した

民 が 相 談 し て 定 め 、定めた事は可なり主主重さ場れ 都 市 の 人 遂のi i l ' ( を幾らかでも和らげて行〈 と云」、
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ととが宜いのぢゃあるまいか。東京透 P から錫っ

て参りますと 、何 だ か貨にコセコセと E医せられる

やう な気分になる のは 、充分自を祭ませるものが

無いからではあるまいか。結らぬことを申し上げ

まして失強いたしました。

武 国 一 一時間も切迫 して 居り ますので一 つ 念 い

で 小 倉 さ ん、 どうぞ・・ 田・・ ・

小 倉 一 一お出での方 々から色々専門的な分野か

らお話になりましたので、従来世告り都市美 と云 ふ

ととを 考 へ たとともあり ませぬ私に は非常 に参 考

になりました。其の上に更に申し上げる ζ とはあ

り ませぬ が 、 同主私は都市人として ｾへま す る の に

郊 外 か ら 大 阪 に 入 っ て 参 ります ると 、 大jil 人家の

裂を従事ゃj E t JII の窓から 奈l めに見下すやうな具合

になっで 、五重着地平帯の家屋が殊 更 に汚 いやうな感

じが します。殊に高い ffr の JII 窓 から 其 の家の慾を

; 出して f主ひ の内 ら似IJ まで見下せる 、叉 な ん か は 長

根強で晩酌をーばい引っ掛けて居ると云」、宇うな

家庭風景を銭骨に見せられたり 、叉! 政較を吊って

女 な ん かが 篠縛 んで居るやう な重量も見る の であ り

ま すが 、 あ ｌ 云 』 、 ｚ 慢 に面した書誌のｉｩ ｾｬ 反な り 、建築

の様式なりを少し考へて 、官E司Eから見下されない

宇う に、叉見下しても依りぼろを晒さないやうに

建 築の 取締 を殺 し 〈 や っ て 裁 い た ら 非 常に宜くは

ないかと恩ひま す 。中心、地帯の中之島なんかを見

れ ば 、大阪は如何にも堂 々たる洗練された都市で

ある と感じまするが、電車の滋着箇蕗が官会 り汚 織

しいの で、其の建築様式を何とかして 、小 さ 〈 て

も1I 、ぢ/ { ，ま 唱 した紡麗なものに直して行くやうに

干 って戴ければ結構だ と恩ひ ます 。 それか らもう

つ は大阪はー商に於て 非 常に 素晴 しい躍進を途

げて 居る近代都市であり 、殊 に商工都市と して fPi

告の如きも のは重大な意義を有つもので あ ります

し、 ネオ Y サイ ンとか電飾のやうなもの は 成 る べ

く盛んに私はやって j まひたいと恩ひます 。 勿 論 俗

惑 な 低 級 な 瞭 告 は 宜 し 〈あり ませぬけれ ども 、 ネ

ォ y サ イ y なんか と云』、ものは色々な光に依って

nrな明美しい 、如 何に も近代的感鐙 を有ったも の

が 出来上っ て来る ので 、 さう云」、もので感に美化

させてｾ聞を彩る時に於て 、 我々は如何にも都合

生 活の新鮮な魅力と云』、もの を感ずるの で ありま

す 。殊 に 商 工 都 市 に於 てはさう云ふも のを 駁する

と云ム‘ 方針でな くして、 望書ろ 出来 る だ けの範閣に

於てと れ を許 L 、成 る べ く 畿 術 的 な 表 現 を 用 ひ、

新 鮮 な 感 じ のす るやうにして行 け ば 、陶 工 都 市 と

して非艇に魅力 のあ るものとして我々市民 の 目に

映るの で あります。それと同時に 、 叉大阪は古い

4モぁP ます か ら、橋 と か 、お宮様 と か云 ふもの

に劃して は、成る べ〈昔ながらの面影 を停 へ たも

の も一部の地帯に残 して 置いて裁き たい。天刺I橋

とか、四つ橋のやうに 量生P 近 代 様 式 にして 、九 つ

切 り普の書き と後ってしま っ たものに しない で、 制定

令 コ '/ tI リー トにしても 、例へば橋の 欄干の 如 き

何所とな 〈普の面影が重量 っ た宇うなものにし て裁

いたら大盤整に結構だと思って居ります。 それから

公 閣 の問題で 、色 々 樹 木の お誌が出ましたが 、革L

は専門的の ζ とは 分 りませぬ が、大阪の公聞には

棋 が可な り植っ て居 ります 。 併しまだ棋 が少いと

恩 ひま す。 新総 の中に 棋 の花 が ぽっと 滞。給の 宇 う

に咲いて居ると云」、のは大授によろしいのであ り

ます が、棋の種類は 、棋 を 研 究 し て 居 る人の話に

依 ります と、大阪の は染井襖と 云 って 、淡紅色を

有たない 、 民自な花で一時 にパ ツと咲いて 、直〈・

に散ってし ま」、、 同じ散るにしても 、 吉野棋のや

うな 山襖は見て居つでも非常に風致があ P ます が

禁 も 無 く して ー商に 民自には・っ と 咲 〈 。 染 井 機は

吉野襖と皇室 って、棋 の中で も一番 下 司 ぼ い女郎の

安 化 粧 を し た 宇 うな 花 であります。あ L 云 ふ も の

で なくして 、 もっと風致のある山棋の宇うなもの

を植えて扱いたら非常によ〈はないか。 何所 の 運

動場そ見ても 、何E庁の公闘を見て も、 民 自 に 塗 P

立 て た ゃ う で、香 ひ も何もない 、 "，1. はも っ と香ひ

のなある棋を植えて裁きたいと恩びますo ｾア ζ

んな ζ とを始終考へて居 ります。

藤 原一 一 末 席 か ら 恐 れ 入 P ますが 、一つショ ー

ウインドーの 問題を考へて居るのであ りますが、

大位最近のメ ー ンス トリート の ショ ー ウイ y ドー

は大後立汲にな りま して、 感心して居る諜であ り

ますが 、 メ{ γ ス トリート から 一 寸 様へ入り ます

と、ヰ目首;民いショ ーウ イ '/ ｾＮ ー に闘しても全然考

へない やう なととがあるのぢゃないかと恩ひ ます

大阪の人遂に聞きま す と. 庖 と云」、ものは奥行を

深 〈 し て、ii I l 路を狭〈する程客が入って 物 を 寅 ふ

通路を fPi< して 、奥 行 を 浅 くすると 、 どうも お 容

が物 を 買はないやうだ 。 と云4 、と とを言っ て居り

まして成程! 心持橋溢りを歩き ますと 、立 汲 な シ

ョーウイ y ドー を持ち 、美事なデザイ y を し て 居

る! 苫には容が入って居ないで 、 ゴタゴタと有るだ

けの品物を並べて居る賠に はお容が入って居る や

うに恩』、の であ ります。 と の 鮎 は 役所 で も恐ら〈

取 締 れ な い だ ら う と 思」、の でありま すが . 矢E反り

大 阪 人 の 磁 を根本から PIJ き直さなければなら ぬ の
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で ありますから 、新 聞 紅 と か、商業合議所とか、

陶 工 課 と か 、rti の産 業部品量 りが 泡 ILにさ う云」、答

栄運動を然して 、改めて 行 ったら どう か と思ふ の

で & ります 、 7 7 日間考へて居る問題で あ りま し

て、 御参考 迄 に一寸け l 上げて泣き ます。

彬 原一 一 街 路 樹の 問 題 が 今 晩 '/) 話題の 大部分を

r'i めて 居る や うで あ ります の で 、少し 指 ! 鮮が ま し

いや うで あ りますけれ ども 、簡 単 に 月l し述べ ます

商 庖 街 の並 木 は 、将 来 どう しても洋風建築の干う

な ものが多 〈出来 て 来 るのであ るか ら、 成 るべく

成長したノーマ ノL の形 を有ったも のが建築に能〈

合致するの ぢゃな いかと思ひ ます。 住宅 街の 日本

建 築の色 々 複 雑 な 属 根のあ る所は楓とか、アカシ

ヤとか 、あ A 云 」、iiJi の柔 いも の がはい ので ないか

と恩 ひま す 。 それで尚庖街の方は主 として努定 し

でも皮斡を損じ ないやうな殉 定 の烈J < 樹木をやり

成 る べ く 形 E 揃 へる 。 大きさに 不同が あっ た ら少

しも美級 を 添 へ ぬ。例 へば兵 隊でも一人立たした

ならば 、決して美 籾では あ りませ ぬけれ ど も、向

じ揃った服装をして 、 同じ丈のおさの者が並んで

居 る か ら、害時似を 曇するのたーと 恩」、の で あ ります

)1('. 木も F校を 揃 へ 、 juj さを揃へたなら 1'1" . そ こで

初 めて 美 慨 を 添へる。距離も 相 官?の1m簡 を 保っ た

ならば 、 績 か ら見 た時 に並 木 が ずらっと並んだの

が能 〈分 る。 それで今の距離よ P も狭〈したな ら

ば 、{匝|々 の並木の新: - ! J ' が出 て、メIJ ｾ 込んだ時 巧 〈

揃 はない 。今 年の堺筋の卿} E の方法を御覧にな っ

てーも能〈分るが 、 アウト ライ y を会部 刈 り 込ん で

ズ ツ と向ふ主主見 ま しでも 、個 々の木が分って 、そ

とに美1慨 が現 れ て来る oifii・庖街の人は& れ でも 非

常に近くて rPi 告が分らないと言って 、大分文句を

言 って来 て 居 る が、あれイ立の粍!i( tI; ｾｪＺ い の でな い

かと，思って 居り ます。 それ か らj長路ゎ方 は少し法

くありま す が 、 ζ れは中央のむ路等は徐ｾ l}j 定し

な くても 其 の依でやって行 きたい:sbに、ヰ目前長年 〈

やっ て居 ります 。 堺 筋は歩 道 1'1 位1 かに 4 尺 しかな

ャから 少 し校 楽 が 伸 びれば 2 階 の 窓に入って来る

ので、そ れは歩'y' ;乏しなけ ればならぬ。 又 上には 架

空紛が郡山 泊って居ります か ら、架 空 線の鋳に高

さが一定されて居る 0 ，変になる と、方 々から 架 空

線 が 扮 む か ら並 木 を切って 央れとやかましく言っ

て 来 られ る。 魁 端な例を ql しま す し 共 刷 協 に 交

池信披をまてた Oi' が 、其 の 交 温 信奴 が 分 らな いと

云」、ので 、)'1)(る 瞥聖書 の前 に立 って居ったイテ 7 な

どは、中目淡 をして下されば是は 下か らfえるのであ

りますが ー途中からプツ、ツりと伐っ てし まっ た。
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7 尺 位 の 所で下 に校 の 方が 2. 3 本出て居る 。御

相 談 し て 下 き れば下からあ っきり抜いて し宝 」、の

に、 さ う云」、筒凶もなこ とをされた所も あ ります。

それか ら枯れた木を早〈槌えた らどうか と云」、 ζ

とは御尤 もな話で あ ります が、 併し是は 建築 見 た

やう な ものでなく 、生 物 で あ ります か ら、 さう何

時でも 植 えると 云」、認ーに 行 かない 。 多少敵 泌はキIJ

き ま すが 、 大 抵洛薬木 はｾ ーがＱｉＺ ￭ て居る Ｑｭ は修 植が

出来な いも のと され て居る 。樹 木 に 依 っ て多少 そ

こに霊長はありますけ れ ど も、大 扱? を梨= した時に植

え替へ る。それ で肝腎の皆 様の 目に も渚 昔、又の

日蔭 が 欲 し し 1$1<の欲しい 時 には 航 替へが 出 来ぬ

の で 遺 憾に思 って 居り ます。それか ら棋 の話 があ

りま したが 、是も 何だ か 反 駁 (1'-] にな るやう ですが

棋に就いて白 から 何千 本と 云」、各組! の慨 を養 成 し

て研究した人がロ - 91 リーで諸積した こ とがあ り

ます。 我 々 も其わ話を総け と云」、ので 、共 の 人 を

態 令 市 役 所 に呼んで来て 、其の話 を総 い た 乙 と が

あ りますが 、J主の時に今のやうな話も 出 空し た。

所 が一帯最後に大阪は主主寄託が怒いか らど うしても

あ れ よ り仕様がなャ なア と言って蹄ツ た例があり

ます。ft 際と の挨の強い 、煤 艇 の強 いrfr で 、比較

的道路に近いO i ' 1:i 、言革命は幾らか短いか知れませ

ぬ が 、 まだあの 木が一番 丈 夫 で あ ります。大阪披

の 前 に 大 阪 の布!? 人肱l位 の人から棋を 3∞ 本 ば か り

寄 附 さ れ まして 、私 は 山 機 11誌、命が 非常に長い木

で あ るから: u: い と思っ て抱え ま したが、同時 に染

井 襖 もー絡に植えました 0 Oi ' が今残 って 居るのは

染ヲ| 棋であって 、山根 !エ殆 ど残 つてな い 宇 う な 欣

態 で あ りますo それ で もう少 し離 れ たｾ叙のま ｉ い

城 二 ｩｴ 公附 ， ｾは各省｛ＮＯＩ機を今植えて 居 り ま すが 、 彼

民主は非常に主主以も H <、地 球 も 肥 えて居り ます か

ら、 どんな燃で も中日食成紡を穆げるだら うと思ひ

ますので 、今城北公民dは機の名所 と して行き たい

と努 力して居り ます。 それか ら家の 前 の 木 に 71<を

やっ て央れと 言」、 と、 とう もや り過 ぎます。料 組

長 の 前 の 樹 木は殆 ど枯 れ て 居 る と言つ でも差支な

い位であ引 ます。能 〈御法: 叡下 され ば 分 りますが

小さ な飽 純域とか、存 可 媛、或 lまアイスクリーム

屋 な ど の 前 の 樹 木 は殆 ど枯 れ て居る 。是は 始 終木

の根元に 71< を撒 くと云ふよりも流 して 居 るので 常

に根元には 水 が滑っ て居るや うな 紋 態 で あ ります

それ か ら是 は 5. 6' 1三官I j だと私は思っ て 居り ます が

大 きな建築を する揚合 には歩道 の上 に事 務 所 を 建

てる ととを昔午さ れて 居り ますが 、堺 筋母; でも大き

な建築をする時 に歩 滋の前 に事務所を主主て L ゃっ



て居ります。主主 D 皮 毎 に 其 の 下 に 植 っ て 居 る 並木

が 3 本 か 4 本 き っ と 枯 れ て し まふ。昔は そんな ζ

とは ii 1 ' されなかったのでありますが 、最 近 は許 さ

れ て 我 骨 の 方 か ら見ると非常に迷惑至極であると

思ひます。さう云」所でも{ 史 j刊し な か ヲ た ら 仕 様

がない ぢゃないかと言 l土れ L ば 仕 方がな い ζ と A

11 思って居り ます が 、随分困って居ります。

武国 一 次には l舟江さんに一つ H ・・

康 江 一一 私 lよ耳 ，/ ) 方を mって居る者で 、 一 向自

の方は無仰心ですが、 只今都市美翻と云ふと とで

色々なお訴を聴きました 。特 様 の 仰 し '¥" る ζ とは

殆 ど私は大貸成でどざいます。併し今度美事現地区

をお定めになったと云」、 ζ とに就いて 、一世盟主すぷ

を何f' ' : 置くか大阪を外閣の都市と釣照し! 夜告とか

其 の他色々考へ て 、大阪を化粧ざすと云. . ) 、: 窓! J ; j とで

あ る か. 大 阪 人 が 元 来 ど う 云 ふ も の を 要 求 す る か

との ｾｊ 象を明かにして美観的要素を決めなければ

ならぬか止 思 ふの であ ります。 丁度五t:"l三マ ルコ z

ーが日本 に若手り まして 、東 京 を 怒 て ず っ と 京 都、

奈良に来た 。其 の時に自分は成ったととをした。

関 西 か ら見 て 東 京 に 行 くべきであった 。東 京 は 見

るべき何物も無かった 。 さうし て 京 都、奈 良 に 来

て 、大 阪で 何 か見ぜ て央れと云」、の で 、 何 を見る

かと云」之 、歌舞伎を似ると云」、の で 、歌舞伎を

見て、さ っ さと腕っ て行ったので あ ります 。 との

美観地区を お 定めになる区域内に於ても0 /) 論さ う

云」、ととが言へるのであり まして . 大阪市の 若々 御

市の美容を官ii へると云」、上に は、市 の 金 値 に 及 ん

で 色 々計mすべきである と思 ひ ま す 。 先 程 祢 方 か

のお認が あ P ましたが 、美 槻喧域 にl冷て も矢怒り

多 様 に 考 へ な け れ ば な ら ぬ 。王互 に統 一 と云」、 ζ と

は ￭ｌ ｾＱ ーであ っ てはな ら ない。統一は多様の統 ー で

ある c 哲 撃的 に、君主術的に之を統一 しなければな

らぬと 私 ; 工思」、のであ ります 。 必 ず 匂 俊 は 斯 うす

る、或は JPi 告 は斯 うすると 言ったやうな具合 に決

めるべきでなくして 、多 様 の 統ー にしなくちゃな

らぬのぢゃないかと思」、のであります 。殊 に 川 筋

の方面に 就 いて は 私 は何時 も遺 憾に息 」、のであり

ます が、 中之1 : ; ; 溢りに就いてもも う少 し 川 に 親 し

むやう な設 備が欲 しい。仙 洞御所へお出でにな っ

た方は御存じでせうが、婦 に 小 さ な 石 な と を 並 べ

てシタ シタ 押 し 寄せる水を眺めるやうに 出来 て 居

る、 とζ ろがあ の員長りでは そんな気持で水 を眺 め

るととも出来ない。英吉和j のハイドパークにさう

云」、見rr がある の を見ました 。川 の7) < K親 し むやう

な設備 を して 、 よ しきりの鳴く所在務へ た り、或

は 菖 荷、杜若な どの咲い て。る所を利用して 、 も

う少し川 に親し むやうな設備をする 。殊に大阪の

紋主主 l:t 7)< t.::: 縁があると云ふ ζ と を考へる と、 もっ

と大阪の j ll 筋を美にする必要があるのでないかと

云」、ことを考へ るのであります。叉先程街路樹の

お話がありましたが 、色 々お話を総〈 し 大望号級

か しいやうですが、 もっ と日本式のもの を植えた

らど うか、 日本人 は材 木 を 見 る の は 徐 り 釘・まな い

背 々とした 背 山を見 て居る図 民でありま す か らも

う少し常緑樹を植えた らど うか。御 堂 筋 の 棋 の お

話がありましたが 、私 は彼慮へ木犀でもずっとお

航えになったならば 、香の都舎を遺る ζ とが出来

は しないかと思ひます。木犀は丈夫な木でありま

す。 少 し 日 本 的 に 固 有 な 都 市 美 を考へる ζ とが必

要である。大阪風土記なんか設も忘れて居るが 、

川筋に同柳ありと云ふ ζ とは維 で も想像する 。ィI1・

勾なんかも能〈出て居る 。亭 々たる大 きな柳 が主主

を垂れて居るのは非常に風情があるものではない

か。支那の石橋あたりには柳が多くて非常に商白

い。もう少し周問。模様とか、気候をお調べにな

って木を値える必要がある。又常緑の木がな ν ・。

秋にてr ヮたな らば 皆 策色ぃ木ばかりになって居る

7 '7 > ' ス溢りに行って見ると 、貨 に 常 般 の 期 間 が

長い 。秋 になって賞色 〈な つ で もな か なか枯れな

い。 日本 は 少 し 資 色 〈な ったと思」、 と直 〈・枯れる

枯れた木を植えて居ては何にもならない。直ぐ枯

れて仕舞ふやうな木が何所に美貌があるのである

か、寧ろ 無 い 方 が宜い のぢゃないかと云ふ感じさ

へする 。支 那は随分忠告の期間が長い 。 日本は総の

期 11司が少 い 。 で、常緑の木を植えると云」、ことも

一 つ の方法と恩ひます。 育 つ、 育た ぬは知1りま セ

ぬ が、や り方が惑い の でないか。去 年 の風水省で

倒れた木を見 ますと 、ttrこ松なん か鉢植えのやう

な木ばかりで、 ゴロゴ ロし て居る 心似 が 育 っ て 居

らない 、 とれ は根に H巴料が足ら ない 。 だ か ら木 が

育たな いのだらうと云」、感じ を有った が、 鉢 に植

えた木が引繰り 返 されたや うに根 の 無い大 きな木

が倒れて居り ます 。 ζ れ は育ちが惑いのでな ν、か

と忠 ひ ます。ょ o絞った街路樹 と 云」、ものは電燈

越しに見伝時にも一種の色を id して 、非 常 に 美 し

い感じを有つのであります が、 日本の街路樹は少

しも さうしーた感じは起 らな い 。 リオ y の街に入り

ますと 、 第 一 番 に自に渚〈のは街路 樹 の締ｾな ζ

とであります。 さう云ふ工合であ り ま す か ら、 も

う少し街路樹 l亡轡獲をやって 、 よ〈木が育つやう

にし て欲しい。 無音量叙伎 の捌係もありませう 。 日
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本 は非常に 風が多〈叉家暑の差が多い震か 、校 が

多 〈 鋭 角 に なって居っ て、大 い校 ば か り で 小 枝が

ぎっ としか集 い。 イギリスの日本の領事官官の前 の

木 の校な んと 云 」、 ものは 非常にコ y モ りと繁っ て

7 ワツと下 げたやうな楽が付 い て 居 る。 ずっと並

んで居る樹木 は、殊 にさう云」、のが 面白 いの で 街

路 樹 の木 が主置い て見えると云」、 のは面白 くないぢ

" ，ないかと恩ひます。 又 も う一つ考へたい のは 、

どうも 日本人 は静かに散歩道 を歩 〈主主がない。 私

は家族 2. 3 人で散歩道を 歩いて見ま したが、殆 ど

歩 い て居る人 が無いのであります。 歩 い て居れば

忙 しさ うに遣を歩いて 居 る人 であって 、 ペ y チか

何 か腰 掛がみ った が、殆 ど腰 掛けて居る人はない

と云 ふ の で& りますから 、立 汲 な 道路が 出来ても

日本人 が本 常 にfrT むか どう か止云」、ととも 疑 問 で

ある。併し マア外図人に見せても宜しいし 、大阪

の誇 りにもなる ので、さ う云 」、tfi ;1( 出 来 るの は 美

籾 上 宜 い の でありますが 、元 来 日 本 の 綜人 は 都合

と悶舎を 問 はず、君主庇徳 居の習 慣があ って 、戎る

窓 I法に於て皆閉会者でありますから 、若 し 出 れ ば

燈 を 慕 っ て 心 務 橋のやうな l阪かい方 面に 出る の で

静 か な 遣 を 散 歩 しゃうと 云 」、婦人は 割 合 に少い。

叉 男 は 家 に 蹄 れ ば 直 守浴 衣に着換へて、 一 杯 飲ん

で赤い献になり 、男が 出れば 聞 を慕 っ て 出 で 、女

が I. I: !れば 、 灯影を慕って出る 。静かな街を求めて

ペ y チにでも腰掛けると云」、者 は殆 ど な い。これ

は無理。 な い話だらう と恩ふのであ りますが 、 さ

う Ｑ ｾ ＮＮ｜ 、Ｚ 意味 から 考 へまして 、 将来美御地区をお定

めにな る と共 に 日 本的 に施 設 をして、大阪市民が

客 ぷや うに、又外関人が見 て も 日 本 的 特 色 を感 ず

るやうにして戴くやうにお願ひをしたいと恩ひま

す 。 それか ら物 干でありますが . あ れ に 儲穏 を干

した習するのは瞥書誌の 力で 取 締 ることが出来 ま せ

ぬ か、お い Jfr から 見れ ば 、ず らっと i j Z j i の撲が嫌

っ て 居 るやうなものがありますが、j折う云ふの も

さ高槻と云」、思占か ら早 〈 取 り 締 らなければな らぬと

思 ひます。 日本では階上に 花咲 き、地 ヒ に 花 な し

外 図で は 地七に花がｾ ぃ。 機も幾 ら か植 っ て居る

さ うですが 、私 が歩いて見 ても 地卜J こJ とが少いっ

況 に 三 目見ぬ| 悶 の襖 で、四 月の棋 が 無 く な っ て し

ま」、 と、 ズツ と者s舎には花がない。慾にも花がな

けれ ば 地 ヒ K も花がな いo Ztに乾燥無l泳な る都合

であ りま す 。是等 に就 いても色 々御研究 を願って

もっ と倒 木 を植えて住みよ き大阪にして貰ひ たい

と恩」、、殊に一番 大 き な 問 越は煤煙 を蹴l徐す ると
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とであります。是は 此 所 に電 気の大 将がお出でに

な P ますが 、電 気 料 を う ん と お 下 け' に なり まして

電気を多 〈利用させて 、慨を IU: か ぬや うに して貰

ひたい。さうして大阪を 煤煩から 救 はなければ 、

木も 育ち ませぬし 、花 も咲きませず、叉雀も黒〈

なる 言撃で あ ります。どうかとの 駄 に就 い て 御 注 意

をお願ひ数し ます。 私 は唯そ れだけ の ζ とを申 し

上げて泣きます。

武 田一一次に松♀: 君 に一 寸 。

松 室 一一 色々の御主主見を手F総致しまして 、改 めて

申し上 げる ζ とはあ りません が 、美慨を添へる ζ

との一 つ の手段 と し て 、極めて作易にして解決し

易いこと があ りはしないかと恩ひ ます。 皆 総 て が

さうではないかも知 れ ませぬけ れど も、橋 を 架 け

て見 ても 、街路樹を航えて見ても 、植 え た ら 結 え

た催、建 築 をすればした他、滅多に修理をしない

手入れをJ l t ( しな い。 私 共 経 設 に依りますと 、建

築を 良 くすると 、よ1; "-， 建 築 に 就 いては 従来よ哲 一

層掃除 iこ注意をしな けれ ばな らぬ。小使の手をお

殖干しなさい 、SK[ 税者を 泣きなさ いと云」、と とを

祭 校なり 、役所な習 、久殊に病院等には喧しく設

いて廻っ て 、共 儀 に 経 費 を 要 求 して、態 々 人 を殖

して: 1¥t ったと とも ありますが 、 さうする と粉々良

好 な倣 態 に保たれると云ったとと もあっ たのであ

ります。然るに 日本では依り それを おやりにな ら

ぬ 。 例 へ ば倫敦に毒まりますと 、 冬になれば街路ｾ

が煤慢の f誌に 良 終になり 、間 J苫街の玄関先を 女 rl-'

が始終車奇麗に者J } : l 会して居る。そ れ で美 翻 と 云」、こ

とは見方 に依りますが 、私共 の考 へで l土或 る程度

まで物 が鈍って居りさへすれば 、 それで官会程気持

が 好 〈はないか、例 へ iゴ如何にfu' iだ け立 i1正に して

も、胸 がt主であれば 、決 して其の人 flll は美人でな

い と言ふのと同じゃうに 、豆長る 粍l定までは 物 が 上

から下まで縦ってさ へ 居れば倣程紙特好( 見 られ

るのでないか。 大阪を悉〈立祇にすると云」、 ζ と

は容易に 出来ない。然ら ば戎る 程 度 ま で手っ取り

早 く美し〈す るT誌には 、物 を縦める と云ふ と とが

大切 でないか。共 の方法として は総て の建 設 的 の

物に付て 出 来 ￮ｾＧ る限り保イｻｾＡｉ［ ｬ 寺に注 Ｑ 置 を 梯つて ｝主

」、やうに 皆様 が各 々凶 係 の人主主に能くお話にな っ

て、文化生活と 云」、も D は. ; a が掛か るものだ? と云

ふととを前提と して 、美繊維持に 御 遊 力 に な れ ば

計百に紡構だと思ひます 。

武 田 一一そ れ ぢ や 大 位一巡 済 み ま し た か ら、今

日は是 で 終 り た い と 恩 ひます 、ど うも 有難と うご

ざいました 。
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全 景

オハ ヨ ー洲 η シ ｙ シ ナチー市 で ＱＺ［Ｚ 、 初給せるウエスｾ -:r y  ｾＮに ｦｦ ｣ＡＮ￮ｩＧ ｩＺ 慰祭遊戯場として 、 ＱＲ エカ ー の

土地を獲得し、本 年( 1935) の 二 月にそれが開閉された 。土地獲得に闘する第ーの併程は 、 1932年 シ y

シナチ ーの慰禦運動場委貝令の合長 vVal : er R. Scbmi dt 氏が Chesapeak 及オハヨ - !1H鍛治合 jTtf: へ 土

地 の貸奥方 に就いて 、無 償 提 供 を慰 祭 運動場 委員' @i へ要求したのである 。 その: ! i . tめ、合l i i : I : の事務官I局

と市の事務官t局とが、此 の問題 に 就 て 様 々 と折衝を行ひ、最後に 、借地権の調印が童生ったのであった

が、首時財政的には可能ではなく ‘ J I. 慰祭運動場の脈 管 と し て 新 しくグ ム ・デ - ) 1 y グ氏が任命され

たので、Chempeak 及オハヨー 州立設立主合祉の所有地 12 " ，カーを児誼遊 園地に摘感すべき機合を 捉 へ 得

たのである 。 そこでたピち に R obert Goodwi n 氏に接近して行ったのである 。彼は雛てそれを受け

緩 ぎ H amilton count y wel fare Depert 旧 ent の計抗へ と働きかけた。そ してたピちに失業救済事業

と しての利用 すべき必要を見出さ れたのであ るo ＱＺｾＧ 時此 の 土地は震災後の殺に 破議されてあ っ た 。

煉瓦や石の堆積物で一 部分 一 部分地下室を填め 、又 は崩壊物の院大なる准校生宇が非常な大量なる: ! i . t

め多数の構造的工事を必要としたのである。そこで家族が失 業 救済 計 設 に 合 まれて居る内の 550 人 だ

けの失業者 が、土地の取りかた づ けをしたり或は遊閑地築訟の: ! i . t めに毎週二 日づ L 仕事 が奥¥られた

のである。が然し是等の凡て の 内で最も困難なる事は、材料及設備の使用料に劃しての財源を得る事

であ った。皇室千郊と云ふ則淑 が此の工 事 を主主めるべく 作 られた。然し此の財源は個人出資 より 得 ら れ

ねばならなかった。と云ふのは 、仮令此の仕事は明かに幾年もの問手I j J刊されねばならぬ物 と しても借

地権 が短期間に限られて居ったからである。約800) 郊の命が慰幾施設委員舎に よって5引号 された。之

れ は 奥行 したり寄附金に よったりしたので ある。が 、その内 600 91 イム ( = 60 !lf，)は under pri v il eged 

W est-End に住 んで居る市民 に よっ て献金されたも のであ る。個人の所有地に敷地のある強育館 を買

牧 し且つ取扱し新 し〈地下案を再興したのである 。 シ γ シナ チーの= グロの居住者の有志逮によ り組

織されて居る市民慰楽施設協議合は此の事業の矯め に 2，100 ?Il の財 源を翠げた。建物 の 家具主主イ乍の据

付 に就 いて は女子の City- Club の 内地人種問題委員合が智子附をした o 之 れ に附加へ て慰禦施設委 員 は

運 動 場 及附属 家の建築 1<: 就 ては液型E しによ り得たる故材の英大なi i l : を利用した o .1! nち幾千噸もの石材

が土中より 掘 P 出されそれ は幾つかの遊戯場の傾約〈勾i "i Dを附けるのに要求された健在 築 造するに使

用 したのである 。此の 12エー カーの土地より取 P 出した約 40. 0) 0本以上の煉瓦は滋: 戯場の設備に使用

した。慰楽施設委員に よって被救則 涯 とされて あった誌 T We ll t. y E ight  School からの材料は 此 れが

開授 の篤めに使用し 、撃 佼の コ ロ= ーピノレヂシグ は的育館 1<: 合併され たのである 。遊戯 の施設には A

クラスの野球場 1、普 imの野球場 2 、女子用としての野球場 3、及 キ ッ ク ポ ールフ イノレド 1 其の 他 ハ・

ツ ドノレテ ユス コー ト、パレ ーポーノレ コー ト及蹄銭形の小 lli・幼児用 の諸設備及シャワ 一等 があ る 。 鍛iiIi

合従 に よって借地して居る 12エ ーカーの土地は地慣が紗〈と も 1，0CO，00) 弗を示して居る o H a milt on  

Count y  W el仏re "Cepart ment の支給 による努働のBi Hi 主事業授 は砂 〈とも 150，000 弗の二倍 を下 る 事

はな い o ( American  Ci ty 誌よ P 筒井幸次郎〉

〈アメリカ) シ ン シ ャ テ ィ ー の 児 童 遊 園 地 計 書
71 I  
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2 階

住 宅 地計量 廓医第 H度箪位

1 劃の住宅中 1方 の卒面 圃

ハ ムレツトに於ける住宅怒替に重苦ナる一般の輿論の批 評は下 の 2 ケ僚に契約し得 る

1. 理論的に は最善な ものである 。 2. 土地利用 と云」、駄からは最悪である。

経管の合従 Chevy Chase 土地合従

鮭 長 ェ1-" 1 7 - 1-" ・エル ・ヒラ ー氏( 彼は Conservaもi ve Un: on Trus色合抵 のg J Jj l :長でも あ る〉

最初の開拓者上院議員のブラシシス・ジ・= ユウランド氏

経菅地の炭さ 1，800 エーカー〈約 2，203之00 坪〉

位 置 メリ ー ラ y ト、 モ y トゴメ F ーヵ ウチ ーへの北西の角地

此 の怒管地の特異性に就て祉 長 H iIl yer 氏 は次の如〈云って居る。. l l Pち此の ハムレツト・コ y ムウ= チーはモ デ

ル住宅を僅かばか り建て る事でなしに会極的なモデノレ プロッ クを建設す るととで あ る と。

招 将 され て来 た 建 築 家 Newl and 氏同族の人 達 は 現在伶此の Chevy Chase 土地合員土を支配 して居るので 、Wash-

ington に も優秀な建築家 が多重主居るにも拘らず下記の建築家を他 よ り招将 して来た。

Dan Ki rkhuf f 氏 ネパダ 州 の建築家 Sharon Farr 氏 カ 9 7 オル = アパ ークレーの土地計費家

住宅分譲に封ずる舎祉の ス ローガシ 庁舎祉 は只に住宅の 敷地を分譲すると云ふと とば か りでな〈彼等が快適 に生

活し得る安住の所を譲渡 す るのである グ。

施設概要 各 々 の 住宅敷地には風致計置が施され各住宅 毎 に小ぢ んま P と] 夜間んである洗濯場と 、 そ して個 々の

テラスを有する 14 の住宅敷地の集図よ り構成さ る。 何ほ敷地計賃上個人の庚い部分が中央に残されるが之を

Central  area として共同生地への利便を奥へ て居る。

敷 地 上に建 つ住宅 は、反釣側に あ る住 宅 と調和する様に設計され、且 つ附属語之のガレ ーヂはあらゆ る場合客l t :

叉は配達用のトラック の矯め 、充分な る駐車場を用意し得る様、相 '&1i・/1ii いスペ ースを準備しで ある 。

普i l l I 一般 の 住宅地に於ける位宅敷地の大いさ は普 通 1∞ 吹 x 150 吹であ るが、ハムレツトに於 けるものは 70吠

X 120 吹程度 に減 じて 居る 。 斯くの如〈住宅 と住宅が接近して居る様であるが、卒商計盤の 慎重なる 研 究 によっ

てプ ライパシ ー を保 っ ととが出来、又道路に沿ふて住宅の後退の配置は 、験地境界の植込と共に統ーのある起伏

を遁 明、 V シ y トγ が347 りを持つあの魅力ある都市景視を形諮るととが出来のである。

住 宅 1 戸の譲渡費 は 18.000 弗か ら 20，000 i J r，位と して居るが、Hi l l yer 氏は 以上 の如き償;院で全部の住宅が寅

却 し得ても舎祉は刺盆 がないと云って居る 。現在建築された 9 戸の内 8 戸を以て 1 集閣として居 P 、 そして残り

の 9 呑自のもの は 14 プ ロックを漸次完成すべく他の 6 戸主共に 1 単位として集閣を形成ナベ〈工事着手さ れ たの

である 。

分譲住宅の 内容 寝 室 3、浴 室 2、そ の外 に 電気 設備と冬期の ェア コシヂシ ヨ= - ; / グ設備の完備した居間、食 堂

及 墓所 がある 。或 るも のは 、女中室とそれの浴室も附，鴎して 居 る。

本計登に封ずる批判 多〈の訪問者が此 の雅趣あるノノレマシ式の門粧 を 2 本持つ此 の怒 密地 ヘ ドライグして来る

ので あるが、実際的 に購買 に闘す る質問者は経〈儲かで あ る。 その飲鮎 とするのは 、卒面計盤が優秀であると 云

」、乙と に無関係に 、此住宅のグル ープに謝して 、20，αxl 旅程度 の支梯 を能力 を有する人々 は、此 の翠一式のプロ

ックが奥へる何蕗 か聯除的編成〈又は磁工村〉と 云 ふ感じを好まないの で はないかと云ふととである。

( Archi t ectural  F oru m誌よ P 亀井幸次郎〉

1 7 2  ( アメリカ) ワシントンのハムレツトに於ける住宅のモデル・ヲツロヴウ
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第 1 国

ミ 帥 叩 の 速 は 率

は別として 、普! i'!i 1  r時IHj 40哩

tt ｾ｜＠ 7'J 歪60四 程 度であ るが、 ζ れ

を30盟 必 至35哩位で迩縛する

ととが適1' ¥である 。何とな れ

ば 自動 J II}目の滋路そのものが

その程度の速度に合」、様に設

苦|せ られ て 居 る か らで あ る。

60型 以 上の主主力に謝 しては主主

路 沿の立 汲 な 立 並木 も、美 し

い芝生も ・ ドライプを祭しむ

錫のカ ープ毒事も必要 はないか

らである 。

第 1 !聞 はア メリカの ユユ ージ

ヤ ーシ ーm! 7 ツドプ リツヂ附

第 3 111 

近のクロ パ ー形 の 交 叉貼 。

第 2 聞は凋巡のフラ γ ? 7 /レ

トとグ ノレ ムシユタツト ｮｮ のｩ｜ ｾｪ

主主自動車専用道路。

自動車の正面衝突を避け る軍事

に、高速度用の道さ予路をで は 中 央

第 4 圃

に並木又は芝生 設 け て 往

復 の滋 路 を 区 分 す る 惑が必 要

であ るが、( 第 2 闘 は そ のj'r 例

であ る 〉そのｾには第 Ｓ 闘の

Charl es Downi ng Lay 氏 設 計

の如〈市街 の 一部 を挟 んで 往

mのltt 飴を 匹 分する 方 t去もあ

]) ｾｾ Ａ ，る 。

第 4 闘 はやは り c. Downi ng  

Lay 氏 に 依 る 都 市 の 計節目lで

ク ロパ ー形 の交 叉駄 を中心と

して新し い 市 街 が如何に 後 展

す る か を示 す。

( Mi t ect M 

誌 よ り 新 名 手ifi

第 2 園

高 遠 度 導 路 設 計 の 例
7 3  I  
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10・"

際

2 室及 2 室きやの7 パー トメン卜 平面

新 建

内 庭 側 外 観

ブ ー ル 側 外 観

BEDROOM 

10 ・11

ll lJ lNC  ROOM 

12 ・"

4 室のアパートメン トの平面

奮SE

ｾ＠

フイラヂノレ 7 イヤのメ P ヤス類工 場

努働者のｾに重量てられたもの。工費

王象't):倣 1，153，607 !l ll 0  480吹 x 4 9 0吹

の毅地の 中に奥行301JR. . 長さ 480吸 、

3 階建 のものが 4 棟 建てられて居る

戸毅 284 戸で室の象は 1，085 皇室であ

る 。 Ｕｾ のもの Ｑ 戸の家賃月 ＵＲ ， Ｕ 弗 Ｎ

2  ｾ主のもの で Ｒ Ｗ 弗乃 至 ＳＰ 弗で あ る 。

建 物 は 鍛筋コシク P ー ト港、 慾はス

テー ルサ ッシユ、床はアス 7 アル ト・

F イル仕上、各戸共電然炊事器具の

設備あ り。

Ｈ ｾ代 ｣ぬ出仙 ｨｩ
誌よ p 新 名 種 夫

J  74 ( アメリ力 ) . ，イラ デルヲイヤのチ'ヤエタ・パークの共同住宅群 建築家 W. Pope Barney 民

監督の下Iζ 施工
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1m 置 困

建 築

特別 4 室アパーチ メント平面

S E OROO"1 

u)' . 11'  

8EDROOM 

10' ・11・

ι I VI NG ｾ ｏ ｍ＠
11'. 1‘  

5 室のアパート メン卜の卒亙

〈アメリカ ) フイラテ・川イヤのチヤ= タ・パークの共同住宅群 建築家 込詐 222ney 氏 7 5  I  
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シカゴに於け る レス トラン トて盲最 新 式且 つ現 代 的

な 建築 的 を 修 め て居る のは 、F ield Bui l di ng の主

要 階と 下 部 の ア ーケ ドにあ る Ei t el 兄弟の ヤ y キ

ー グ りノし で あ る。

設計 者 は グ ラハム の Al fred Shaw で 、 Probst

l!t.. Whi t e の雨氏 が アメ リカの主色 と して、赤 、

白 とプ リュー を選色し11つ グ = ス の パロッ ク 式の

現 代 翻 を路 用 し て 完 成 した もので あ る。 か A る欽

ひ 方 の結 果 2 つの 階 を繋 〈廻 り階段 の ホ ーノレの壁

般に ¥Vashi ngton と Paul ｒ ･ ｜ Ｍ ･ ｲ ･ の ｾ ｉ ｾ 美な馬 上

姿 の 給 路 を E dger Mi l l er 氏 によ っ て描 かし め た

ので あ る。此 の愛 図 的 な モ ーチ フが更 に オイ スタ

ーノぐーに、国旗 、基 l!t.. 飛躍して居る 鷲毒事を 照 明 器

憲庁 建 築

d  

具 にあ しらは しめ 、女 給 i亡す ら W hite and  bl ue  廻 り 階 段 と 壁 書

のコスチ ユ ーム を完寄せ て給 仕せ しめた ので あ る。此 の レス トラ y トは、朝 食 か ら、汲 手 な装飾を 施 したる 個人 のデナ ー バ ー

チ ーに ま で、 あ ら ゆる 種 類 の も の に サ ｻ グ イ ス 出来 る 様に 針盤 され て あ る 。 食 堂 部は主要食堂 、 Ｗ リ シ ｬ ｾ - ム、 グリ ル、

御 手 続 料 理 場. オ イス タ ーパ ー、 ランチ ノレ ー ム. プラ イベ ー トノレ ーム 2、座 席( 1人 用) 3J 、其 の他6Cl ょp 構 成 さ れ て ゐ る。

最 後 の 2 つ は立 に連 続 して l つ の大 宴 合 場 にな る ζ と も出来る。此 の レス トヲ シ トの総 座席 l反容力 は約 600 人 で ある。

' 7 6( アメリ力 〉

ゲリ Jl . . ルーム

シ力冨の Eitel Fi el d Bui l di ng に於ける

レストラン ヤンキー・夕、リル

オイスターパー

建 築 家 Al f red Shaw 

施 工者 ｑＺ ｾｯｲｧ･＠ A. __Ful l er 

書 家 Edgar Mi ller 
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幸司階レス卜ラント卒面

BASEM EI':l T  RESTAU臥NT AREA  

階上のグリノレと御手経料理場の I悶は ガラ スの tr out !il :y ? が £ り そ し て 1 辺 に 1 !支

ウイ スコ Y シ Y から game fi sh  ( 遊戯用の魚、〉が来て納充 され る 様になっ て 居 るの

で ある 。此虎に は常連 が 来 て 絢 で 彼 等の食 べ た い 魚 を す 〈 ひ 取 る 綾 な 仕 組に なっ て

居る の で ある 。此 の レス トラ y トが 自信 を 以 っ て顧 客 を 迎 へ る べ く 鐙歩 して居る動

と云ふのは、グロ ノレ のサ ー グ スキチ: r . :y が開放され、調 理の作 業 を 見 る事が お客に

許されて居る事である 。各室は総てエアコ シヂシヨエ ングが行きと ピい て居り 、 床

は 廃 F イノレ 、壁 は防音 タイ ノι 今: が貼詰め られ 天 井 は雑音 防止 接 置 がしであ る。

( Archi t ect Ul 叫 For um誌 より 新名穏夫J

第 2 池 階 平 面

臥lli.ll 司

1 階レス卜ラント卒面

シ力百の Eitel Field Bui lding に於ける

( 7メリ力)

レストヲン ヤンキー・ダリル
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J t rh.  

隷建新際国

ナー「

一ーーーーーーーーーー一一ーーーー一 ーーーーー一同7 。 一一一一一一一一

一一 ーーー一ー一ー一一ーー一 一一一一一ー一一一- 1

標 準 階 平 面 置

12隣で建物日さ 33

ｮＱ ｾ ぁ ｰ 、 ア パ ー ト

は 9 種類ある が何

れもパノレ コ = ー 、

ガ ラ ス 張 の サ ンノレ

ームが附属 して ゐ

る。地 階には汽縦

室、f:J 気室fT; の他

共用 2土び専用の司王

1l P. があ り、' o- 階の

I ! k 抜廊下は貨物の

運搬と非 'i; r階 段へ

の; 田路として役 立

l

'

t

・
，

a

l

-
t

T

I

e

?

'

E

T

T

，
.

，1

0

4

圃面卒階

-っ。

Wel l s Coates 建築家プライトンのアパート 1:&ンバシー・コート 」( イギリス〉' 78 



園 際 華H 建 築

( Moderne ｂ 込山 ｾｬｾＩ
誌よ り 本 多 正 道

西側の渡浴場と東側のスケ

ートリ ｹ ｾ の Ｒ 部分から成

り、 スケ ー トリ y ク は h1(ーさ

400Cl rn 2 で 周 悶 に 壁 を 設 け

て夏期水泳場とする事が出

来る 。

F.
'
 ，

 

v沌

‘

 

、

• 
、-
.
 '
 ‘1 、、

-

匂

スヶ: ー ト リ ン ケ

i皮 浴 場

ョ:

卒 商 圏

ベ ル ン の ア イ ス ケ ー ト 場 兼 ブ ー ル
建築家 V. Si nner 及 Bayel er 7 9  



園 際 豪庁 建 築

主主 景

ＲＴ つ ＰＰ ｭ Ｒ の ｲ ｴ｡ 大 な 政 ｪ 也 な Ｙ ・ 男 、 Ｑａ ・ 、 ｲｹｾ ｷＮ の 各 部 に分 ち 、 建 物 の 中Ｂ こは 各 稲 の 更衣袋の 他

10つj市を有 するレ ス トテy あ り、 又 併 の rl' には 10 m' の7.1< を17へ てシャワ ーの f日に 1)¥:

せ られ る。
Ｈ ｍｮ､ 山・ ｉ ｾ･ l l : mIor men 詮よ り 本多E 滋〉

平 面 園

。。
U  

Eニコ ー c:コ ‘  

. )04... IMM.... ぬ' "

180 ラ ン ゲ ン タ ー ル の 水 泳 及 日 光 浴 場
建築家 Hecter Egger 



村l h

百

且

時

一

園 際 新 建

ー

且 且 - . 且 a且 a且

平 面 園

海 岸 の小山 の上に あ る歌合堂 の計m案。 内郊 の家 の形 が そのま L 外形に表現されて居る 。

つ ま り屋根裏 な どの不透明な部分 が ない ととが特殊な ところ と云 へや う。

( Wasmuth Monat，heft e  [ ur  Baukunst 誌 よ り 問 問孝 男〉

圃 及 断 面 圏

築

画E 景 圏

(ド イツ ) 或 る 敬 曾 堂 案 建 築 家 Enst  Er i k Ff annschmi dt  81 



園 際

' 82 ( ギリシヤ) 海

新 建 築

全 景

立 面 図

ギ リシヤの海岸 Naxos 島 の 紛図 形 な 入江 を刺用して

理 想 的 な 海 水 浴揚の昔12刊をしたもので、4 1軒 の淘 立 家

屋 は 2 袋家のも の と4 綴 家 の 2 つ の F イプ が 主; !J 、海

洋線に沿」、 て 図形な商E泣をなす。 との 他 にホテル 。娘

祭 場 の 建 物 も み る 。

( Wus mut h l¥1ouatshefte [ur 

l l aukunst 苦t.よ P 岡田孝男〉

AI ! 置圃

水 浴 場 建築家 Rol and Gr ohmann 



園 際 新 建
鋭
古

市

外 観

久 しぶ りに接する W right の W r ight

らしい位宅で ある 。

( AIChi teCM I  R m d)  

誌 よ り 新 名 滋 夫

/ 札 、 、

卒 面 圏

ー---- 、

s r REET '.， 

『‘ ・"

¥ 

¥ 

.-ー--

( アメリ力 ) ミネアポリスのマルコルム・ウレイ一敬慢邸 建築家 Frankl ogd Wri ght 8 3  • 



園 際 新

l 階に非常にE買い居間をイ乍P それ を中心と して全 ての

部屋 の配置 を行 っ た所 tこζ の住 宅のプラ y の特 徴 があ

る。 居間 の一部 は 天井 を 2 階迄 l火放と し高さ 17吹 の天

井高を持って居る 。

外 部 仕上は ::J Y  ｾ＠ ｖ ート打 放 しの 上に 白 つほ・ぃ ピ ｙ ｾ

色 のペシ キ 塗。 窓 は 白色 エ ナ メ ル 仕 ょ 。 ｾ房 、 給排水

管 、雨樋其他 の配 管は全 て 1 ｾ皆浴 室 の後方の ダク ト の

中 に隠さ れて居 る。

工費 8. 500 弗

( Architect ural  Record 誌よ り 新名種夫〉

建

居 間 内 部

(E 

' 84 ( ドイツ ) メ ス ト ハ イ ド の コ ン ク リ ー ト 住 宅

‘・

金E

ｾ＠

外 顧

2 階平函園

ｾ＠

1 階 卒 面 圃

建築家 F.  R.  S. Yorke 



m 常 線 曾 ( 再度招集) 伊藤主ｾＢｂ常務より 朗 ぷｻ報告あり方に ｾ ｊ し議 長よ

l  昭和 10年 11 ｊｬ ＲＹ 日大 阪 市北 ｧ ｴ［ ＧＱ Ｍ Ｇ 之 ｾＡｩ 3 丁目 3 脊 り質問の有無を問ひたるも質問者な し議長よ り

地 朝 日 ピノレデ y グに於て昭和 10年度 iili 常総合を j 御承認とl i . ' / l ・め次の報告に移 ります

関合 す l 照不fl9 年 度決 算 報 告

ｬ 出席者左 の抱 合員 Ｔ Ｒｾ ぅ

茨 木 正 巳 安 藤 隆IE

有1i 英之助 小 川 陽 吉

阿 田 孝 男 荻 野 賀 ー

Ｚｉｾ 垣 熊之介 特 多村義 雄

小 林 俊 三 佐 藤 fiij 椛

匂 ｊｩｾ 弘 美 前7]< 袋 二

ぬ閏 良竜F 芝 Hl 知 JJ(

武 田 五 一 竹中 長一

戸 塚 区 人 中弁務[ - 1 ) 11

'1' 村源太郎 rl' 里子順次郎

丹 藤 良 雄 若君 JJ;( 徳、術

本 田 長 次 本 多 JF.滋

村 井 準 元 吉a太 郎

伊 藤 和 夫

阿部 敏則

亀井幸次郎

久 保 凹 種 吉

阪 口芳三郎

;ifr 名 額 夫

鈴 木 孫 市

百";j 悶利 一郎

rl-' 村 義 雄

内 藤 亮 一

平 野 忠 雄

1主

矢 閉 鎖 厳

清水主計常務より 別表報告詳細説明あ り次 て阿

部監事よ り 本件査関するに殻謬主 ￭ ｈ ，ＩＺｾ なさとと

をま賢明報告あり 、議 長 より n問の有無を 問ひ質

問 者なきを 以 て夫れでは御 ￬ａ ｩ￮ｩＧｾ ‘せられ し もの と

認 めてよろしきや否を 問 ひ承問、の ζ とに決定、

次の議事に入る

1  11百和 11年 度l肱支 珠算 の件

清水主計常務より 別表原案枚入の部よ り報告設

明あり議長より 質問の有無を 問ひたるも質問者

なく次で支 出の部 に付 清水主計常務原案設呼] あ

り質 問に入1 ) r建築 拳 研 究J ' l / ( に付共 内容 の 質問1

あり清水主計' 常務の説明によ り了解せら る

zeに於て議長より賛否を 問 ひi荷揚一致原案を可

決 したり

吉本政次郎 吉 村 孝 義 平fI問 主主 1 議 長 より右にて議事終了の旨を告げ次てま象て 申

I  午後 6 時 15分凶合1i l 1J 合長武悶五一民議長 となり a 訪中の定款一部改正の件ーは認可ありたる旨報告

コイ ｾｩｦｦｩ 常総合は去る ＱＱ 月 ＲＶ 日開催激しま し たが出 Ｎ す

f f / ; 合員定数に満たざりしA 総合成立せず本日 l土 。 1 * . て議長より主主竜彦開業の結果にイナ次のi ! T ! 報告あ

再度 の 招集なるによ ｐ 定款 ｾＱ 二十四僚但替に依 ＱＩ

り定数なく総合成立に付之より開令する旨を告 。 1 監 事 2 名選母校謀総数 5 16 枚 i土自主p 枚 に し

;Y ]%I て泊知せ し立11 < 左の I1PJl を行」、に付投梨あ て採鮎 の結果次の jffi

りたき旨を宣ぷ 〈投梨 1 ; 枚に 付被選奉者 2 名速記無記名投主主

1  ｾ立本 2 名 の越感

2 評 議 員 牛数改選

l 議 長 投 票の締 切 を 告 げ右 2 件の聞製及採貼は同

時に行ひ ます就ては U!J 以立令人 の選定を一任さ

れたしとて之を幣1 ) ｪｬｾ ｾ 謀者なく左の泊指名依帰

U > > J 裂を行ふ

開P足立令人

! 日 事 阿 部 撤 l!IJ 氏

常 務 :It 垣熊之介氏

合 員 浦 英 之 J j ) J 氏 竹' 1 ' 恭一 氏

丹員長良雄氏 矢 田 鍬 議 氏

l 次で議長より之よ1 ) ;j)阿付こ診 りますとて先づ左 :

の報告あり

l  附平日 10年度事業報告

とす〉

首 選
498梨 言韓国 敏 雄 氏

首選 494梨 松 本 高 象 氏

ヨた貼 4繋 小 川 陽 吉 氏

次 鮎 4梨 富 士|勾: i l i 一氏

〈以下略〉

2 評議員宇鉱改選 の投票総数 5 17 枚 Zえ由梨 2 枚

にして採駄の結果次の沼

( 投書書 1 枚に 付被選着陸者 3 名連記無記名投撲

とす〉

官t選89} ' ，' ! 中村義雄氏 同881 : ! 加国安彦氏

同 79聖書 小川 陽 吉氏 同78梨 吉 本 政 次郎 氏

問 78梨 新 名 種 夫 氏 同76-m鳥井 信 氏

問 75渓 清 水 祭 二 氏 問74梨 内 勝 苑 一氏

85  I  



同 73緊 谷 民 議 氏 同 73察 久 保 田 種 吉 氏

問 ＷＳ ｬＧ，Ｇｾ ｾ屈口甚吉氏同 ＷＳ 梨派瀬幸太郎氏

同 ＷＲ ｻ 実例 井 ｷ 三郎氏問 ＷＲｲ ，ｾ松浦松之助氏

同 ＷＲ 禁中西六郎氏向 ＷＲ ｾ 三官 官 茨 氏

問 72烈 黒 田 茂 氏 同 72!'}! 本 多 l Eiu民

間 ＷＱ 以西日芳三郎氏同 ＷＱｾ 史Ｎ｜ｾｾ井捻滋氏

次駐 ＱＶ ｻ 宍武国経一 氏 次思 ＱｾＶ 烈華 民本藤吉氏

( 以下回在〉

l 是 に 於 て 議 長 よ り 総 合 終 了 の 旨 を 告 げ rUJ 合 す 時

に 7 時20分

l 本 議事 録 の 代 表 終 名著? に付ぷ長よ り之 を5寄り 議

長指名と決し; 左記 2 氏 を 指 名 し 承 諾 を 得 た り

三 浦 武 氏 矢 回 鍬 括 主 民

常 務 曾 〈節231!! 1)

時
12月4 日午 後4時 30分 一同5時30分

所 建 築 材 料 陳 列 揚

出席者 王担 保 片 岡 合長

監 事 阿 部 政 事 泌 谷 監 事

常務 伊 藤 主 詑 池 田 主 記

北 垣 主 詑 中 路 主E包

伊 東 主 計 清 水 主 計

谷 主 計 阿 国 編 輯

新 名 編 斡 ぬ間帯idqilf

三 浦 編 ;1砕

議司4

1 合i { ! ( 滞納者 に3討 す る 虎 泣 に 闘 し 評 議 員 合 に 附 議

案 の 件

2 役 口 、委員年末慰安: } ｾｩｴ 忘 Ｑ｝ＧＭ 合 ｕｩ ｊｦＡｬＱに闘 す るＱＧ ＱＧ

3 役 員 引総合に闘するイ'1'

4  1Ij¥rli 武 装 促 進 委 員 合 よ り 映25製 作 費 冷 徹 要 求 に

日却するイ'1'

5  4 建 築 合 聯 合 大 舎 に 闘 す る 件

6 都市武装{ 足立童委員令委品物貝要求心件

7 ジヤ パ y 、 F イ ム ス ii i:lーよ り後援方依加 に閲 する

干|二

日 建 築 与 令 に 於 て 明 年50周年記念事業を行」、に付

援 助 方 の 件

9 合員; 企t知

報fT

Ａ＿［Ｑ ・設併 を ｮ 台本年度研究Ｚｮｾ ｾ ， ｬｕ告

1  4  ｩｬｩＺ築ら聯合 ａ 合ＮＦＮｓｦｾ見明 ＿ ＨＺＱｻ告

l 総 築 倶楽 部 合 併 折 衝 結 果 報 告

l 定 駄一 部 俊 夏li;{!. ilJ 脊 到 渚 の 件

I  e6 

1  10月 分 令 計 報 告

評 議 員 曾

1  Rll 利 10年 12月 4 日大 阪 市 北 凶 中之山 3 丁目 3 帯

地朝日 ピルヂ y グに 於 て評議只合を IJH令 す

l 出席者 左 の 油 汗議 只29名 .'l:: i IJ:;' 1  ｾ 名

今 林 彦 太 郎

岡 m 孝 男

河 合 貞 一 郎

久 保 ru草n古

島川 良電車

谷 民荻

中 西 六 虫11

内 藤 亮 一

松 井 清之 助

1片瀬幸太郎

j十附 'i;: 

北垣 ｩｩｾ 之介

阪 口 芳 三 郎

清 水 策 二

鳥 井 信

中 村 義 雄

本 多 l Eiu 

松 浦 松 之 助

山 間 誠 吉 本 政 次 郎

監事津1 " 11 倣材i

プミ id :=-: Ji l¥ 

知1E目 安 彦

ｾｉＡ｜ ｲｮ＠ j;え

イノ'rll 日日 111ft

新 名 称 火

ＮＨｾ井捻厳

中 海 誠 郎

射口 ｾｬ 古

三 浦 術 史

l 午 後 6 時 35分 間 命 令 長 理 事 片 岡 安 氏 議 長 と な り

只今出 席者 Ｒ Ｙ ＱＧ，な り 定駄第 Ｒ Ｔｾ 主 に 依りｾＡｾ議員令

員の 2 分 の 1 w- I の 出 席 に 付 本 合 成 立 の 旨 を告

げ 縁 て 抱如 し た る 如 〈 左の選着陸執行 す る と とを

宜 す

第 ｬ 定 款第 ＱＷ 僚 に依る組事 Ｓ 名選ｾ

第 Ｒ 定 ｾｾＢ首 ｾＲＰ 僚に依る 合長 Ｑ 名則合長 Ｒｴ￭ 選殿

第 Ｓ 定款第 ＱＷｾ 主に依る常務 。 Ｒ＼＼ 五選

1 此 時評 議 員 今 林 彦 太 郎 氏 よ り 前 例 に よ り 投 取 逃

穆 に f-¥;; . . C、に企衡妥員伽j に 依 る と と を 抗 議 し議長

より 之 を衆 議 に 漁 り た る結 果 異議 者なく議後I委

員'J，iJ をj 日」、るととに決定し綴い て 議長 より，( 全衡

委 員 の 選 定 に 付共方法全? を詐り今林評議n より

選 定 は 議 長一任にした しとの意見 に 一同質成あ

P 依 っ て 議長よ り左の 5 氏 を詮衡委 口 仁指' t i し

承 認?を 得たり

ml l l  茂 氏

谷 民 滋 氏

松 Jt. I J l j ' 之助氏

阪 口 芳 三 郎 氏

中 村 義 雄 氏

Ｑ 是 に 於て詮衡委只 は別ｾに 於て直 に問委 員合 を

開き此 ｉ 問 ｩｩＡｾ，議 員合は休恕するととに 議 長 よ り宜

す

l  午後 ＶＱ 時 ＵＵ 分 ｾＧｉ［ 議員合刊闘す

議長より只今; 詮衡寄与日 より活ての池滋着陸する ζ と

を報 告 あ りとて之を 朗殺 す

総 本 合 長 片 岡 公民



T哩事 制 令 長 設 禦 貞 雄 氏

ITIJ  同 安) J : 武 敏氏

常 務 加 rll 安 彦 氏

同 北 垣 熊 之介 氏

同 阪 口 芳三 郎 氏

同 作 11司日! 日生氏

同 れ!;'71< 祭 二 氏

同 品 川 良 毛筆氏

同 新 名 君主夫氏

同 中 津 誠 一 郎 氏

同 中 西 六 郎 氏

同 内 藤 亮 一氏

ITIJ  ヌド多 正 也 氏

同 二一浦 tl . 1史民

(ヨI. [，普 順 )

l 次 で議 長 よ リ右本日選考まする も王里事 は登 記 の 閥

fヰU:. 本 年 12 月 19 日 を以て 就 イ干する ζ とを附 言 し

且右選皇居に付共J 't 否 を問 ひ兵 議者 な 〈 満 場 一致

f 't 成 可 決 した り

l 次 で議 長 よ P 本 舎 の議事去最代表終名者 にイ寸百件り

議 長 一 刊 に て 左 の 2 氏 を 指 名 す

今 林 彦 太 郎 氏 中 西 六 郎 氏

l 議 長 よ り 選 怒 終了 に付 il' r議 員 合 を閉 合 す る 旨 を

宜 し散 W(，す時 に午 後 7 時

常 務 曾 ( 第241凶〉

時 12月 16 日 午 後: 時 30分一 向7時

所 建 築 倶 祭 部月IJ 宗

出席者 理 事 松 井 高IJ 合 長

政 事 ｾ柱谷獄事

常 務 伊 藤 主 記 北 垣 主 詑

伊 東 主 計 が:r7
)' 主 計

谷 主 計 局川編韓

三 浦 線 科 阿川編輯

議 事

l  昭 和 11 年 度常務舎に守 i絡 事項 に 闘 す る宇!こ

2 災 害調子正 委 只 合 よ り委員 l 名 Jfj 員 方 要 求 の fl '

3 合 員;詮 衡

報 告

1  11 月 分 合計 報 特

i 第 2 WI合計 検 査 報 告

ｬ 役 員 、 ｾ只慰安 ｆ 合併針。報告

曾 員 動 静

入 曾 者

曾 員

青 梅 英 次君 仙 台 l孟 阿 倍 野筋 4 ノ5木 会 方 ( 大 阪

市 役所 〉

大 森 五 問 男 君 府 下 北 河 内 郡 庭 鈴 村 八 雲 164( 大 阪

市役所〉

荻 m良 之 助 君 兵 庫 豚 武 庫 郡 精 泣村 芦 殿 御所 ノ内

853( 荻 n1工務応〕

勉ilm 弘 君 イ上吉区 阪 市 町 中4 ノ7( 大 阪 市 役所〉

久 保 田 英 雄 君 府 下三 烏郡 uk 悶 町 宮 浦 1003 ( 合資

舎 長上清水省l )

栗岡忠夫君北 ｾ ｪ ｦ Ｚ ｬｴ 扇町 ＵＶ 文化 祭Ｈ 大 阪 市役所

臨 時 校 閥 建 設J苅〉

烏 ｾ￭Ｇ 七良1¥君 ＱＱ Ｚ 吉 凶 北畠中 ｾ /  3( 大 阪 府営繕課〉

n1 '1' 元 夫 君 兵 庫l豚武庫君巨大圧村回 大ぬ 長 松 方

( 大阪市役所〉

川 川 忠 之 助 君 府 下 三 島郡 千 里 山片山 226( 大 阪 的

営 繕課〉

中 井 徳 三 君 南 区 ] G属 111]' 1呑 丁 14 ( 大阪 府 管絃ー

課〉

永 木 甚法 君 佐吉 E五阿倍野筋 2 ノ2 ( 大 阪府 管 絡

課〉

西 村 策 路 君 京都 市 左京 区 下 鴨 下 川 原 町2( 大 阪

市役所臨時校関建設) i J i )

三 宅 孝 雄 君 西 成区 東 萩nrr 28 ノ3矢 野 方( 大 阪 府

聖子繕課〉

71<知 忠 清 君 兵 庫l係武庫君日本山 村 岡 本1308 ( 三

菱銀業株式合量土〉

本、.ド4  

三 郎 君 市 外 守 口 町 溺 ) 1-488村閃徳松方( 大

阪 府 管 繕 課〉

吉 武 主主夫君 ;東淀川区 三 国 本 1
1
1]' 81 ( 和n J 建築事

務所〉

伊 藤 武 文 君 府 下 中 河 内 郡 長 瀬 村 会 問57 ( 株式

舎量士民烏是11)

梅 本 尚 己 君 市11戸 市 灘[，也徳J t : 字 大 和 IlI r
15

9( む! ?水

策 ニ 建築事務所〕

菊池 うず君 兵 ｅ ド ｬ 孫 武 庫 君 ｾ ｉ ＡＡｾ 尾村甲 子 関月見ノ

恩 40( 株 式 合最上大林 組 )

v. 津 英夫 干l' ) [ 厄 北 久 太郎 111]' 3 大 倉ニトー木 作 業 所

( 大 fi こ" ，木株式合員1 : )

タト村 房大良1 m {jニ吉 阿佐 吉 町 1136'i[i Jg，山ア パー ト

( 大倉土木株式 合祉〉

南 保 開'1¥' ｪＱＱｪ宮市大井手町 Ｒｾ 日本電話往物株

式 含 量土建築課〉
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バ責f 客 二J 良1，干f 兵庫県長武庫君1，住吉村字粂 ノ松 1008

( 日本f12話建物株式合前f 建築課〕

森 本 義 雄 司i 紳戸市林川 ｦ，ｬｾ 腕 ＺＡｩ ｾｐ 町 Ｗ ノ ｉｃ ｏ ( 日本

電話建物株式合紅建築課〉

柳 川 忠夫有 利I戸市淡限大 同nl)" 2 ノ128 (日 本 電

話建物株式合量l : )

地 方 曾 員

下 回 辰 巳 君 字 詰1)市西 区 1-_mr6 ノ69 r. !;7)( 組出張

所内( 合資合紅白! I7Hl l 大阪支応〉

特別賛助員

iti- 合 武 繁'R 佐吉区昭和町中 l ノ40( 名古属製陶

Jfr 大阪[ 1: 1渡所〉

普通貨助員

倉 橋 奥 厳 君 大E 匹今木mf 2 ノ: 8 ( 自管〉

嶋 晃・ 次 郎 君 佐 吉 l区山阪町4 / 52( 近江セールズ

株式合最上〉

成田 透君 府下 ji" :j 石m]" 寿司衣802 Ｈ正ｾ築市 Ａ ￭Ｈ主事長〉

飯野 敏明君 ) [ 成 区森町南 l ノ3 ( 陸軍誌を兵廠 大

阪工廠技術課〉

尾ｾｦｉ骨四郎君此花 区上前 ｾ ｌＧＭ￠ 南 Ｓ 丁目 Ｑ Ｒ Ｔ ノ Ｗ 有吉

方( 須賀商舎〉

後 藤 光 一 君 港区枝問r 3 ノ17 ( 第四日刊i鴎料理古f.)

二階堂頑. J l 4君 大i EW; 踊P8-1ノ12 松尾餓骨橋梁事長

式合主上内

地方曾員

大野直: z p . 君

特別賛助員

栗 山林次郎君

普通貨助員

退 曾 者

荒 田 素 行 君 定 村 丈 夫 君 杉 本存保君 松 本容美君

韓 居 韓 動

倉 員

浅 野 合 滋 君 府 下 中 河 内 郡 高 安 村 大 字 部 願寺

小川 陽 吉 君 天王寺区大泣3 ノ27 ( 沼天王寺 16

52)  

地方倉員

糟谷 謙 三 君 東京市麻布区森元町 l ノ27

前 悶 宗 安 君 唐 津 市城 内大手続小路

宮町 一 郎 君 西 宮 市 夙 川 昭 和 問

普通貨助員

後 藤 幸 男 君 港隠八怖昼間]"2 パ 95堤次郎方

' 88 

問中 主主君 大連市釣馬問)"43林 地 l 盟主ノ 2

王寺i果 林 ｴｲ ｾ ｮ 大垣市会長村 ｾｬｦＱＰ Ｕ

言き尾政太郎君 西淀川 ｉ ｾ ｾ 大仁本 ｐｉＩＢｉ / 7 2  

安川 氏やjl 君 :1[:1，::; 山崎 nl j" 6S( 安川窯業前; j j ; l i 'iu-I l: 

1984)  

建築準合に於ては今平手間月 恰 も創立50p.j 年に 相

殺するので之が記念祝典のーと して 「記念m従w

'ii 舎 J をJ.I! J ;(始め大阪、名古肢と順次 にBM1! 1l する

ま量定であり ますま互 に共規程を紹介致 しま す。

建築堕曾創立50周年記念

建 築 展 覧 曾 規 程

舎 期 ・ 曾 場 ・ 事 務 所

第 I 俊 本 舎 の 合J9J 、合場及事務所 は次の卯l し

令期 昭和 11 ｇ ｉ ｾ＠ 4 月 1 日よ り10 日まで 10臼IliJ

合場

第 l 合場 東京帝閣大正53工製部第! 被倣 ( Jl U; (

市本郷区本r . r-1: PI J )  

主主 2 合場 主I t 築舎倣〈東京市京橋臨銀座四 3 T

目1)

事務所建築製合ＨＺｬｉ ｕ ［ ｾ 市 ｨｴ 橋区銀座四 Ｓ 丁目 ＱＩ

本合終了後地方に於て皮質合を開催することあ

るへ し

出 品 部 君lJ

第 2 僚 出品 は次の 6 部 に分ち第 l 部 、第 2 1祁2土

角P; 6  mi: i 建築事合々員より 募集 す

第 l 部 合 員 作 品

〈最近に於け る建築・都市計m- 橋 梁 ・庭 闘の岡

案・? 記長又 は模型〉

第 2 郊 懸賞競技感募図案

( 懸賞競技募よ昼間案 にして鑑査に 合絡 した るも

の〉

第 3 部 50年の建築

( 明治 19&j 三〈本合創立〉以降50年間の建築鎚遜篤

民〉

賀H 部 建 築 準 資 料

( 官際、事校及本合其他 に於て行へ る研究調査

資 料及参考資料〉

第 5 部 建 築 材 料

〈建築資料協合 出品 、第 2 合場 に隙列の漁定〉

第 67俗 俄技作品

( 合員の俄技 にし て給部・彫刻 ・香 ・潟反 ・工礎品

:其他建築展覧合委員合 に於 て適設と 認めたる



もの 、第 2 舎揚に陳列〉

第 3 俊 第 1 ｾ持及第 Ｖ 部の出品 ｩ 土 建築率合々員の

作品 に限 る 、 但 し 建築展笠合委員舎 に 於て適ｾＮー

と認めたるもの は此 の限りにあ らず

第 2 官官の 出品感募資絡 は建築事合 々員 たるとと

を要す

第 Ｑ 部及第 Ｖ 部の出品に ｾｴ しては合場 の 都合に

依 D J反拾 をなすととある へ し

第 2 部 懸 賞 競 技
IT 抱

レー1 5-

第 4 保 第 2 部懸賞募集

につ き定むる所次の 如
腐

し

1 課 題 市 街地 に建つ

美術展覧合場

争

議 路 L

N  

敷 地 ( 岡 市参照〉 L  

建 物 術数 ＶＱ 特Ｈ外に地ｾ骨付〉延而絞任意 、 耐

火構造、様式随意、展覧合場の外 に喫茶居 、

間賠及事務$ : 等 を附属せしむること

設 計 は市 街地建築物法 に準践するものとす

2. ffr要国首

2 ] 玉商闘各階 (1 階卒 iiii! 問は 配置 [ ，，; 買を粂ねたる

もの〉縮 尺 1/ 100 立 面悶(1 面〉縮尺 1/ 100，

縦 断 而 岡(1 面〉縮尺 1/100、 詳細国( 主要部

分〉縮尺 1/ 20、主重視岡( 外部及主要なる展覧

合場の内部〉

設 計 概 要 は筒 翠に岡商の係自へ記入すへし

用紙 は大 位原ｼ翻紙ｾｾ折大、紙質自 ｉｉｉ 、図面の

仕上は 随意とし 、寸法 は線、て メート ノ' r. 去によ

る

3目N ! 募闘案には氏名及暗械 を記入せ ず、別 にN!

募 者 の 住 所、氏名 を明記せる紙片 を封入した

る封筒 を添 付せらるベし

l 人 にして 2 案以上態諒する場合は i 筒l案 毎

に各別 に包袋せらるべ し

4 締 切 期 日

昭和 11年 3 月 16 日〈月〉正午迄 に建築事合窃務

所 へ提 出 せ らるベ し

5 審査員

大津三之助 武 田 五- 1農村 朗

堀口 捨 巴 吉 岡 鍛 郎 〈五十音順)

6. 賞 N! 募闘案 l亡して 鑑 査 に合給 したるもの A

内特 i' C 優秀なる物 に釣しては合牌又 は銀牌 及

測賞と して合牌 には 2∞ 閥、銀以1には 100 闘

の賞金を贈奥す 、其の主主は審査の結果之を定

む

術選外佳作 に釣し 若 干の 賞金を贈奥す る ζ と

ある べ し

7. Ｖｌｾ 募附 Ｒ 震は総 て 之 を返 還するものとす 、 但 し

之 を出版する場合 には 著作権は本舎 に厳腐す

出品に封する注意

賞ｾ 5  ｾ長 賞1 1  ｾ郊及第 ＶＩ 略作 ｬ 引につき定むる ｪ 芳次の

如 し

l . 出品は陳列 に通話・なる飽裁を整ふ ことを 要す

( 裏面出品注意書参I ! 日)

2. 出品せんとするものは 別紙書式の出 品申込書

により 昭和 1]1，]-' 2 月29 日迄に本合事務所 に申

込 ま るべ し

3 出品は総て昭和 11 1，jo 3 月20日迄 に 本合事務所

に到着する様差 出 さるべし

4. 出品 を受 到 したる ときは直 に預り認 を交付 す

5. 第 1 i祁出品 の名干i号、設計者 、施 工者及竣 功ヰlo

月は:本合規定 の記名緊 に本合 に於 て記入添付

す

其 他

賀Ｇｩ［ Ｖｾ 量 出imの保管 i土最善の注意 を梯」、と雄も火

災其他 の場 介に於 け る出品 の紛失又は損{ 5 - に封

しては一切其 の資に任せず

第 Ｗｾ 提 出品 の荷造2主主li 搬の費用は出品者の負槍

止す 、但 しずE京合員以外の 出品者の岡市、穏健

事由2土額程度のものに 限り本舎 の費用を以て逗怠

す

第 Ｘｾ 提 出品 の 陳列法Ｏ土場所の区￭ｌ ｾｊ 等は本令に於

て之 を定むるものとす

第 9 僚 陳列 したる出品は間合後に非ざれば之を

搬出するととを得ず

第 10佼 出品 は間合の翌翌日午後 3 時迄 に合 場 に於

て受領せらるペし

がI地 方 に於て開催の展賢舎に出陳 したる物 に封

しては 終了後本合よ り返迭するものとす

出 品 注 意

第 1部 曾 員 作 品 に 就 て

l . 出 t日1:l: Q!(近 に於ける 竣功建物及計主主されたも

のなどであ って 、従来の 展覧舎 に禾宝章表の も

のを 希望 します

2 出l弘は建築智識の普及を目的とすると共にー

般の淑賞 をも 策ねる ものです か ら、額或はA

紙等を用ひて泡' i i i ' " こ強裁を整へて御出品下さ
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る様希望致 します

岡商も 背篤民 をその俄 のは避けて頂き たいと

思 ひま す

3. 出tRz は建物 の場 合 l:t 可及的主 要階 の卒商を添

付 して 下 さい。 然 しZJ ' . 商は翠溺に' 傾入れと せ

ず縮聞して箆長 の額の一隅 に{ 改め込む程度が

要領 を得た 方法かと 思 ひま す

篤i R- ヘ ツ切以 上のもの。内 部 は一 般の輿

味 をもつ もの又 は設計に特 徴の 現 はれ て ゐ

るも ので、同一 個所のIlt複 したやうなもの

は避 けて 下さ い

岡市 一一詳細 問、構造闘j&: は断面聞は可 な り

専門的 なもの ですか ら俗程特誕 のも のに 限

ります

4. 千百1の吊下 には中日貨の危険 が伴 うた砂重量の嵩

まないやろ 御注意 下さい o 叉 l 枚 の大形のがl

又は選紙 にま5良、間商 を津 山細々 と貼付 け る

こ とは避け、一つの 官iに貼込む場合は 2 枚位

に駁 ひます

5. 出品 の品伎 を保つ様御留意mi ひます

従 っ て規程第 Ｕ ｾ 長 Ｕ に 示 し てあ る週明 、 名手持

設昔l 者 、施工者及竣功年 月 ー々の どとき事項は

本合規 定の記名菓 に箔・方て盲記入 の上添付 し て

争:lmの統 ー を期 しま す か ら成 るべく 作品 へ直

かに記入する事を避けて 下 さい

6. 模 型の取扱 は危 険ですか ら捌舎の前日迄 に合

喜善へ御搬 入 願 ひます。 其{ 也の 出品 は陳列の配

置 k規 定の期限迄 に は是非御搬入願ひます

第 6 部 曾 員銭技作品出品に就て

1 . 合員各{ 立の傍: 技を 此際自主表 して 頂いて 記念祝

』与の俄 を一層 盛大にし たいと 思 ひ ます

2. 出品は係り 1芸大なも の は御 法[:¥J.1l!J(ひ ます。 叉

作品は領入又は: t ' i ' 付 とす るか或は表装等 によ

り相 官? の位 以 を御 盤へ 下さい

3 造形美 術品 は陳 列ケー スが& りませ んの で燭

手 の危険 があ ります か ら保管 につい ては 充 分

注意致 します が 出lvI者 も此1M成る ペ 〈安 全な

方 法 を御 考へ 泣願ひます

4. 1'J[，¥!， とし て希 望 者に資 却 して差支へな いも の

は漁 め 申込書の備 考欄 に賢官1を御記入願ひ ます

( 順序不 同〉

片 岡 安 工率博士 日本建築協合合長
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安 宅 摘
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市 浦洲工業専門製校建設工梨科教授
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下に於げる編輯の最初であっ 1=1誌に、多

. 皇紀 2 5 % 年の子の年 . 園際的には正に 少寂重量の感 なきに非5 るも 、漸次改良充

震を計る 方法 を講じ度いと思ふ。

1036年の非常時。 この新春を迎ふるに営

って 、我等は年毎に新にする新年の心構 . 紳戸来j 水挫の建築の篤真は武田博士の御

へ以上 l二、 大なる畳悟が必要である様に 推薦 と御説明に依る ものである 。1 つの

思 ふ。 特異なる建築の例としておi介の償{ 直ある

• 
編 輯

f麦 ｾ ･＠

. ，建築主 祉曾」も疋月 蹴は正に J 9の春であ

る。本年は数年来採って来? こ特輯風の編

輯方針を更めて、建築協舎の使命であり

「建築と社合」の誌名の示す本来の目 的に

向って、編 輯の主力ｾ注ぎ度いと思ふ Ｐ

・但 . 必要 に!f[f; じて特輯の形式を 採ること

も無いではない が、これは多 ¥e も年 4

回程度 を限度ーとし度い。

。正月蹴は上の編輯方針に於げる 第 i 歩で

ある 。年末の鴬原稿の集り 難かったこと

と、舎費値下に依って削減せられ? こ珠算

もの と思ふ。

Ｔ 砂 者 ｾ ｉ 市と建築 Ｎ 建築行政 、 建築家 の 枇舎的

立場等. 凡そ建築 と枇舎に闘する御高見

は毎月掲載の改定に就き 、舎員各位の御

投稿を期待する次第 である。

本月蹴の谷頭を飾 る べ し 年末御主実務中

に玉稿を賜つ ?こ各位 に深謝する。( 新名 )

建 築 と 社 曾

第 19 締 第 1 貌

l加 .50倒〈垂I( 税 2銭〉

毎月 l 回 l 日議行 定 償

12加 6. ∞闘( 同 24 銭〉

昭和 10年 12月25日印 刷 昭 和 11年 l 月 1 日 渡 行

奇行jq続安 小 板 常 男

大 阪市北磁 朝 日ピ凡日本建築 協舎内

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大阪市東区内淡路町 1丁目 7番 地 ・

強 行 所 在 翌 日 本 建 築 協 舎

大阪市北区中之島3 / 3朝日ピル
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特 載 し 又 は翠行本に上梓 その他 の弘i製行銭を
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Ｑ￟ｩ 告掲載御申込は本合直接 Ｉｾ ｦｬ ひま す 。

本 誌鵬首野御注文はすべて前命で本曾直接又は

特約庖へ振 替貯合又はｾ替 で 御梯込を願 ひま

す。郵 券代用 は一割司章、代 金 引 換 は お 断 り主主

します 。
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